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　剣士、ハーミットは、深い溜ため息いきと共に狭せまい室内を見回した。

　雑多に積まれた本の数々、古びた寝台ベツドや棚、素振り用の木剣──

　今日で、この隠かくれ家がとも別れることになる。

　ハーミットの前には、その部屋の家主も立っていた。

「──リーブルマン先生。これまで、お世話になりました」

　家主でもある恩師に向けて、ハーミットは深々と頭こうべを垂たれた。

　リーブルマンは、白い口くち髭ひげを指先で撫なでながら、しわがれた声を出す。

「まぁ、元気でやりなさい。家賃は出しゆつ世せ払ばらいの貸しにしておきます。それに、まだ出しゆつ立たつの準備は済んでいないのでしょう？　別れの挨あい拶さつはその後にしましょう」

　軽い口調で言って、彼は机の上にあった本を手にとった。

　ハーミットのことをそっちのけで、リーブルマンは本を読みはじめる。その間に、ハーミットは荷造りの仕上げをはじめた。

　老教授、リーブルマンは、かつてハーミットの家庭教師をしていた男だった。この国では名の知られた考古学者だが、すでに一線を退しりぞき、今は隠いん居きよの身である。個人での研究はまだ続けているらしいが、それも仕事としてではなく趣味に近い。

　この集合住宅も恩師のもので、ハーミットはその一部屋を借りていた。

　三ヶ月前──

　先の国家元首だったハーミットの父親は、何者かによって暗殺された。

　三男であるハーミットは、父の死の真しん相そうについてずっと調べていたが、その過程である秘密に近づきすぎてしまい、今は命を狙ねらわれている。

　ここしばらくは、かつての恩師の元に身を隠していたが、それももう限界に近い。

　そしてハーミットは、一時、国を出る覚かく悟ごを固めた。

　彼を追うのは、この〝ラトロア〟の、現体制の権力者達である。

　小規模国家の集合体であるラトロアの政治は、主に三つの院によって主導されている。各国を代表する官僚達の国こく士し院いん、貴族階級から選抜された者達の貴き族ぞく院いん、そして各国での選挙によって当選した、民間の議員達による民みん選せん院いん──

　これら三つの院が中央の首都ラボラトリに集つどい、一大国家〝ラトロア〟としての方針を決めていた。

　ハーミットの父が務めていたラトロアの国家元首という地位は、これら三つの院を束たばねる存在である。この元首もまた、国民全体を有権者とする選挙によって決定されていた。

　しかし──その元首でさえも、所しよ詮せんは傀かい儡らいだった。その背後には、表には出ぬまま、国政を牛ぎゆう耳じろうとする黒くろ幕まく達がいる。

　ハーミットの父は彼らの方針と対立し、そして殺された。

〝今は逃げるが──このまま、連中の思いどおりにはさせない〟

　その思いを秘めて、ハーミットは悔くやしさに唇を嚙かむ。

　ハーミットは、父に勘かん当どうされた息子むすこだった。代々政治家を務めていた名門の出しゆつ自じながら、ハーミットは政治よりも剣術に打ち込み、その才で軍に仕し官かんすることを考えていた。

　しかしハーミットの家で、剣術の話題は禁きん忌きだった。

　父の弟、つまりハーミットの叔父おじもまた、剣術に打ち込んだ挙あげ句く、十六歳の若さで国を捨てて、その師と共にどこかへ行ってしまったのだ。詳くわしいことは知らないが、ハーミットが生まれる前の話である。

　父と叔父は、とても仲の良い兄弟だったらしい。

　ハーミットが剣術の道に進みたいと言った時、父はその弟とハーミットの姿を重ねたのかもしれない。諫いさめる父と大おお喧げん嘩かの末、ハーミットは家を出て、高名な剣士の元に弟子入りした。

　それから数年が経たち──

　公正な選挙によって選ばれた、このラトロアの国家元首だった父は、つい三ヶ月前に暗殺された。

　公式には、病死だったということにされている。だがハーミットは、その死に疑問を持ち、独自に調査を進めた。

　進路のせいで喧嘩はしたが、父のことは決して嫌いではなかった。むしろ尊敬していたのだ。このラトロアという国の暗部と向き合い、それに対して退ひかなかった父の姿を、ハーミットは知っている。

　ラトロアには、一つの幻げん想そうがあった。

〝東方の蛮ばん族ぞくたちが、ラトロアへの侵しん攻こうを目もく論ろみ、国境をたびたび侵しん犯ぱんしている〟

　──ハーミットも、そう学んだ。子供の頃ころはそのことを疑いもしなかったし、大きくなったら、自分達は剣をとってこの故国を守らねばならないと、そう思い込んでいた。

　だが今は、その欺ぎ瞞まんに気づいている。

　国境を侵犯しているのは、東方の国家ではない。むしろラトロア側なのだ。

　この国には今のところ、表面上だけは何の問題もなかった。

　だから与党は仮か想そう敵国を設定し、そこに問題を集中させて、国民の目を欺あざむいている。そうすることで、権けん益えきを守っている者達がいる。

　もしこの幻想が崩れれば、今は隠かくされている国内の問題が、ぼろぼろと表に出てきてしまうだろう。

　政治家の腐ふ敗はい。

　軍部の非道な実験。

　国境での他民族への横おう暴ぼう──

　ハーミットの父は、それらを断罪せんとして、志こころざしなかばに倒れた。

　今、この国は戦争に向かっている。

　政治家達は自分達の罪を隠かくし、しかるのちに正当化するために、国民の目を惹ひきつける目的で戦争を起こそうとしている。この混乱に乗じて、東方の神殿が産出する〝輝石セレナイト〟絡がらみの利権を欲する者達もいるだろう。

〝蛮ばん族ぞくの脅きよう威い〟という、有りもしない幻げん想そうを盾たてにして──

　ハーミットは亡なき父のためにも、その流れに抵抗したかった。だが今の自分には、何もできない。

　秘密警察の連中がこの隠れ家を突き止めるのも、後は時間の問題だろう。

　逃げたくはなかったが、せめて一時でもこの国を離れなければ、父の死の真しん相そうもその背景も、公おおやけにできず命を失うことになる。

　国内にいても、今は何もできない──

　だからハーミットは、ひとまず国を出ることにした。

　秘密警察の眼めを逸そらし、ハーミット自身が東方をその眼で知り、これからのことを考える──そのための逃亡である。

　場合によっては、他国にラトロアの内情を知らせてもいい。

　それは国に対する裏切りだろうか──？

　ハーミットは、そうは思わない。今のラトロアが暴走をはじめれば、悲劇を撒まき散らす害悪になるだろう。それは他国の民にとってはもちろん、ラトロアの民にとっても、決して幸福なことではないはずだった。

　決意を新たにしつつ、ハーミットは愛用の刀を腰に差した。路ろ銀ぎんを含む最低限の手荷物だけをまとめ、リーブルマンに向き直る。

　リーブルマンは、読んでいた本を広げて机に置いた。窓から夏の風が吹き込み、その頁をめくっていったが、特に気にする様子はない。

「──そろそろ出ますか」

「はい。本当に──お世話になりました。もし秘密警察がきたら……」

「そちらは心配に及びません。私の後ろには学者仲間が多い。私自身は政府と対立していませんし、あえて手はださないはずです」

　リーブルマンは微笑をまじえて呟つぶやいた。上品に撫なでつけた髪と清潔感のあるスーツは、一見すると貴族のようにも見える。実際、著名な学者は貴族達とも交流があるため、身だしなみには気を使う。

　対するハーミットの側は、育ちは良いにも関かかわらず、すっかり貧しい旅人に化ばけていた。

「なかなか似合いますね──貴方あなたの叔父おじも、出しゆつ奔ぽんした時はそんな感じでしたよ」

　リーブルマンがそんな冗じよう談だんを言う。ハーミットは微笑ほほえんだ。

「先生は、叔父おじ上うえのことをよくご存知だったのですよね」

「歳としは私のほうが上ですが、良き友人でした。実は──その男に絡からんで、ここを出しゆつ立たつされる貴方あなたに頼みたいことがあるのです」

　リーブルマンは懐ふところに指を差し入れた。

　取り出された物は、二通の手紙である。

「一通は、私から貴方の叔父上に友人として宛てたもの。もう一通は──亡なくなった貴方の父親から、同じく貴方の叔父上に宛てたものです。どうやら、暗殺の危険も覚かく悟ごされていたようですね」

　リーブルマンから二通の手紙を受け取り、ハーミットは眉まゆをひそめた。

「いわば遺ゆい言ごん状じようといっていいでしょう。生前──貴方の父上から預かっておりました。機会があったら、届く算さん段だんを練ねって欲しい、と……ですが、郵便の通じる国ではありませんし、本人がまだそこにいるとも限らず、どうしたものかと考えていたのです。貴方が国を出るというなら、この手紙を貴方に託したい。余よ計けいな手て間まになるかもしれませんが──」

　手紙は封がされていなかった。

　ハーミットが視線で問うと、リーブルマンは頷うなずいた。中身を読んでもいいらしい。

　手紙には、叔父の在ざい所しよに関するメモも付いていた。

「もし、彼が仕し官かんの後に移動していなければ、その付近にいるはずです」

　ハーミットはメモを読み進む。

　ハーミットの叔父、父が可愛かわいがった弟──その男は今、遙はるか遙か東方の国に居るらしい。そこはラトロアで奨しよう励れいされる錬金術アルケミーを異教の術として扱うような、時代遅おくれの未開の地である。

　遠い親族の会社であるエアル交こう易えきは、そのあたりでも商売をしているはずだったが、数代前に家が分かれているため、今はほとんど縁がない。

　そんな辺へん鄙ぴなところに、どうして叔父が移住したのかはわからなかった。国の名前だけははっきりしていたが、明確な住所も不明である。

「読んでいただければわかりますが、強しいて届けなければならない内容ではありません。ただ──もし、機会があったらでいいのです」

　リーブルマンは穏おだやかに呟つぶやいた。

　ハーミットは少し困こん惑わくする。

「先生。住所がわかりませんが──」

「生きているか死んでいるか、それさえもわかりません。二十年以上も昔に、仕官したという手紙は来たのですが、その後の便りもなく──ですから、機会があればでいいのです。剣の道を歩んだはずですから、むしろ死んでいる可能性のほうが高いかもしれません。ただ──私としても、貴方以外に、託せる相手がいませんのでね。持っていってくださいませんか」

　ハーミットは、しばらく考えてから頷うなずいた。

「わかりました。どうせ目的もない旅ですし、数年はここにも戻らないつもりです。国名ははっきりしていますから、その間に探してみましょう」

　これから国を出るハーミットにとって、それはちょうどいい目的でもあった。

　一族でも変わり者だったと評判の叔父おじに、会ってみたいとも思う。同じ剣の道を志こころざし、そして家を出た者として、妙な連帯感もある。

〝ウィスタル・エアル〟という名の、その男に──

　手荷物だけを持ったハーミットは、最後に部屋の壁を見つめた。

　置いていくには惜しいものも、いくつかある。

　隠かくれ家がを転々とする間に手放さなかったものも、今回ばかりは諦あきらめるしかない。後の始し末まつは、リーブルマンがつけてくれるだろう。

　置いていくのが惜しいものの一つには、壁に掛かった絵があった。

　それはハーミットの家に、古くからあったものだ。百年以上昔、エアル家を興おこした祖先が、その晩年に描き残したものらしい。

　ハーミットはその絵が好きで、子供の頃ころに倉庫で見つけて貰もらい受けてから、ずっと大切にしてきた。

「では先生。お達たつ者しやで──」

「貴方あなたもお気をつけて。強しいて戻って来いとは言いません。どうか、生きて──幸福な人生を」

　リーブルマンの穏おだやかな言葉に送られて、ハーミットは部屋を出た。

　老教授と共にその背を見送る絵には、長い黒髪の美しい少女が一人、描かれている。

　海を臨のぞむ窓辺で、彼女は幸せそうに、優やさしく微笑ほほえんでいた。

　身を包む衣装は、エアル家の始し祖そ、エルシオン・エアルがデザインし、当時のラトロアで流行させたドレスである。今となってはやや古めかしくも見えるが、まるで彼女のためにデザインされたかのように、よく似合っていた。

　額がく縁ぶちには、その絵の題を示すプレートが固定されている。

　画題は、〝リセリナの肖像〟──

　絵のモデルは、定かでない。
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〝23〟。

　彼女が生まれた時に授かった名前は、そんな数字だった。

　その生い立ちには、やや複雑な事情が絡からんでいる。

　同じ遺伝子から生まれた実験用の人体は三十人。

　その二十三人目が、彼女──リセリナだった。

　リセリナはよく憶おぼえている。

　あの頃ころのこと。あの頃の自分。同室の同じ顔をした仲間達──

　自分達の顔が同じであることを当然として受け止め、親がいないことを不思議にも思わず、外に世界があることさえ知らなかった。

　リセリナ達は、実験用の素そ体たいになるため、特殊な培養によって生を享うけた。

　国際条約によって人体の製造は禁じられていたが、軍の秘密主義の中では、そんな条約はあっさりと破られていた。

　子供の頃は、自分と同じ顔をした仲間達が周囲にいることを、別に不思議だとは思わなかった。リセリナにとってそれは当たり前のことで、培ばい養よう槽そうから出て育つ間、彼女達はそれこそ姉妹のように接していた。

　そして──

〝昇しよう華か〟に関する実験によって、やがて一人、二人と、その数は減っていった。

　昇華とは、人の潜せん在ざい能力を強制的に引き出す技術である。反応速度をあげ、筋力のリミッターを外し、良識を失わせ、指示の通りに動く兵隊を作りだす──そんな技術だった。

　肉体側の強化については、リセリナ達の前の世代で実験が行われ、すでにいくつもの技術が実用化されて久しかった。

　残された研究対象は〝脳〟であり、脳の改造こそが、昇華に関する研究の目的だった。

　複数の研究所で、相互に競争しあうようにして、その研究は進められた。

　昇華実験の要点は、脳へなにがしかの刺激を与え、その働きを制せい御ぎよすることにある。だからリセリナ達の物心がつき、脳がある程度まで成長するのを待ってから、実験ははじまった。

　リセリナ達は特殊な機器でもって、脳の中をいじられた。中には外科的に頭ず蓋がいを開けられ、処置を施ほどこされた者もいる。

　失敗して脳死に陥おちいった仲間は、犬か猫を扱うようにして、次々と処分されていった。

　その過程で死んだのは、合計で十人──

　命を弄もてあそんだ実験は、しかしまともな成果をだすことなく、ある日を境として唐とう突とつに終わった。

　リセリナ達が八歳になった頃、同国内の他の研究所で、別のアプローチによる昇華の研究が成功を収めたのだ。

　軍の研究所に所属していた学者達は歯は嚙がみした。人体製造というルール違反を犯おかした上で、正攻法の相手に出し抜かれたことが、彼らの自尊心を傷つけた。その別の研究所を主導していたのが、ラミエルス・カーチスという経歴不明の研究者で、他国から亡命してきた男だったことも、生え抜きの研究者達を嫉しつ妬とさせた。

　実験の事実を知るリセリナ達は、その直後、〝処分〟されることに決まった。

　もう研究を続ける意味はない。かといって、違反の上で作った命を生かして外に出すこともできない──そう考えれば、処分は当然の流れだったのかもしれない。

　残っていた他の仲間達は、一室に集められ、次々と殺されていった。

　そんな中──

　リセリナはただ独ひとりだけ、助かってしまった。

　皮ひ肉にくなことに、未完成の〝昇しよう華か〟が、彼女の命を救った。

　研究者達によって付加されたリセリナの〝昇華〟は、あくまで失敗例だった。彼女の昇華は、自らが恐怖した時、疲労で動けなくなった時などに、生存本能の影響で勝かつ手てに起きてしまう特性をもち、上官からの一いつ切さいの指示を受け付けない。実用化には向かない結果だったが、リセリナにとってはこのことが幸いした。

　仲間達が殺されていく中──身の危険を察して昇華したリセリナは、運良く一人だけ逃げ延のびることができた。

　そして、それからほんの数時間後に、研究所は軍部の別の勢力によって制せい圧あつされた。

　非人道的な研究内容が外部に漏もれ、軍部の自じ浄じよう作用が辛かろうじて働いたのだ。しかし、殺された仲間達にとって、その救いの手はわずかに遅おそかった。

　隠かくれていたリセリナだけは制圧部隊に保護され、別の研究所に移された。

　その地でリセリナは、はじめて父親を得た。

　出会った時の彼は、ラミエルス・カーチスという偽ぎ名めいを使っていた。

　他の研究所で昇華の研究を成功させたその男は、〝23〟の番号で呼ばれていた彼女を引き取り、〝リセリナ〟という名をつけてくれた。

　彼は温和で、どこかぼうっとした冴さえない中年の男だった。

　性格は優やさしく、いつも困ったように笑っていた。

　仲間の研究者達から、その才さい覚かくは認められていたが、特にその才を誇ることもなかった。

　肉体強化の技術を施ほどこした強い人間だったにも関かかわらず、少しもそんな強さを感じさせない、緩ゆるんだ空気を漂わせていた。

　リセリナにとって、初めて知るタイプの大人おとなだったことは確かである。

　初めはリセリナも警戒していたが、次し第だいに打ち解けていき、保護されてから半年もすると〝お父さん〟と素直に呼べるようになっていた。

　義父となったラミエルスは、リセリナを一人の人間として扱ってくれた。それはかつての研究所ではあり得なかったことで、リセリナにとっては戸と惑まどいと困こん惑わくの連続だった。でも、それは間違いなく楽しい日々だったと思う。

　彼に保護されてから、八年の歳月が経たった。

　そして今、彼女は、別の世界にいる──
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　毛布をぎゅっと抱きしめる。

　腕の中にあるものが、離れないように──

　眼めには涙が溜たまっていた。

〝……なんで、いまさら、こんな夢……ここしばらくは見なかったのに〟

　目覚めたリセリナは、瞼まぶたを開けないまま、丸めた毛布を強く抱きしめた。

　義父が消えたのは、この世界に来るほんの二ヶ月前のことだった。

　彼が消えた原因は、結局わからないままだった。死体も見つからず、またその経けい歴れきのせいか、〝自ら失しつ踪そうした〟可能性も捨て切れず、所属していた研究所ではかなり揉もめた。

〝魔術師の軸メイガスシヤフト〟周辺での研究者の失踪は、過去から幾いく度どもあった例である。

　失踪の原因には諸説があった。

　一つ、敵国のスパイによる拉ら致ち。

　一つ、当人の亡命。

　一つ、〝軸シヤフト〟にまつわるなんらかの事故。

　一つ、研究所、あるいは軍内部でのいざこざ──

　そうした諸もろ々もろの説の中で、義父は変わったことを言っていた。

〝こいつの向こう側には、別の世界がある──〟

　義父がどうしてそんな結論に至ったのか、リセリナは知らない。本人も証明する術すべはもっておらず、あくまで推測の一つとしてそう言っていただけらしい。

　だが、その推測はどうやら、間違っていなかった。

　義父もひょっとしたら、今の自分と同じように、この世界に来ているのかもしれない──

　リセリナは、そう思いたかった。

　背を丸め、抱きしめた毛布に顔を押しつける。唇が──柔やわらかい髪に触れた。

（……あれ？）

　──毛布にしては、抱き心地が硬かたい。リセリナは恐おそる恐おそる、寝起きの眼を開けた。

　視界に飛びこんできたのは、紫むらさき色いろの髪だった。

　一瞬、状況を摑つかめずに思し考こうが止まる。

「……リ、リセリナ……起きたか？」

　──自分の胸の谷間から、フェリオが顔を真っ赤にして、リセリナを見上げていた。

　やや苦しそうに。気まずそうに。申し訳なさそうに──

「──────っ!?」

　声が詰まって、悲鳴すら出なかった。

　頭がぐるぐると回る。何がどうしてこういう状況になっているのか、まるでわからない。

　リセリナは偶ぐう然ぜんにもフェリオの腕関節を極きめて、無む理り矢や理りに抱きしめていた。さきほどから彼も抵抗はしていたらしいが、リセリナの力はそれなりに強い。

　きつく抱きしめていたものの正しよう体たいに気づくなり、リセリナはすぐに手をほどいた。

　半なかば跳ねるようにして身を起こし、両手で自分の体を抱きしめて、まばたきも忘れフェリオを見る。

　胸に、そして体には、まだフェリオの体温が熱く残っていた。

　──以前にも、まったく同じことがあった。この世界に来てすぐ、シルヴァーナの部屋で目覚めた時にも、目の前にはフェリオがいた。

　あの時は、知らない人間としてだったが──今は違う。

　窓から差し込む朝日の下で、リセリナは自分とフェリオの姿を確かめた。

　二人は揃そろって、狭せまい寝台ベツドの上に座っていた。
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　当たり前だが、互いに服は着ている。まずそのことに安あん堵どしたものの、よくよく見れば、自分の肩と背中には薄く包帯が巻かれていた。

　出血はとっくに止まり、すでに傷口もほとんど塞ふさがっていたが──服を着たまま、包帯を巻くのは難しい。

　たちまちリセリナの頰ほおが紅こう潮ちようした。

　昨晩、カトルを追いかけていき、パンプキンからの奇襲を受けたところまでは憶おぼえている。そして、その後の記憶はない。

　自分が何をしたのか、どうなったのか──リセリナは知らない。知らないが、状況からして想像はついた。

　フェリオはようやく寝台ベツドから身を起こし、不自然に視線を逸そらせている。

「ご、ごめん──俺おれが謝あやまるのも変だけど……リセリナが寝たら抜けだそうと思ってたんだ。でも、俺が先に寝ちゃったみたいで──」

　フェリオも寝起きらしく、声のトーンは低い。リセリナが関節を極めてしまったせいで、苦しくて目が覚めたのかもしれない。

　包帯は、と聞こうとして、リセリナは口を閉ざした。

　聞けばもっと気まずくなるに決まっている。なにより、フェリオにこれ以上、罪ざい悪あく感かんをもって欲しくない。これはすべて自分のせいなのだ。

「……ごめんなさい！　あの、私っ──！」

　リセリナは深く深く頭を下げた。

　恥ずかしくて、申し訳なくて、本当なら今すぐにもここから逃げ出したかった。

　慌あわてた様子で、フェリオがリセリナの肩を摑つかんだ。

　その途と端たん、リセリナはびくりと身が竦すくむのを感じる。触ふれられるのが嫌なわけではない。ただ、今はどうしてもフェリオのことを意識してしまう。

「落ち着いて話を聞いてくれ。リセリナが謝るようなことじゃない。自分じゃどうしようもないみたいだし……それに、こっちも助けられたんだ。パンプキンとカトルには逃げられたけれど、おかげで俺もライナスティも無事だった」

　──逆のはずだ。パンプキン達に襲われていたのはリセリナである。

　おそらくはフェリオとライナスティのおかげで、自分は助かったのだと、すぐにそう察した。

　パンプキンの奇襲を受けた際に負った傷が、少しだけうずいた。

　フェリオが不安そうに、少し血の滲にじんだ包帯を見る。

「傷の具合は？」

「傷は──大丈夫です。私の体は、特別ですから……もう傷口も塞がっています」

　包帯を巻く必要など、本当はなかったのだ。

　フェリオが心配してくれたことは素直に嬉うれしかったが──肌を見られたかもしれないと思うと、今はまともに顔を見られない。

　気配を察したのか、フェリオがやや赤い顔のまま、慌あわてて言いい添そえる。

「一応、言っておくけど……何もやましいことはしてないから、安心してくれ」

　その声に他意は感じられなかった。

　リセリナはふと、胸が苦しくなる。

　言われるまでもなく、自分がフェリオに何もされていないことは明白だった。彼が、意識のない相手をどうこうするような性格でないこともわかりきっている。

　それを承しよう知ちで──

　リセリナは、つい無意識に呟つぶやいてしまった。

「──私じゃ、やっぱりだめなんですよね……」

「え？」

　危あやういところで、その声は掠かすれてくれた。フェリオが不思議そうに聞き返すのへ、リセリナは慌てて作った微笑を向ける。

「す、すみません、なんでもないです。それよりフェリオさん、私、昨日──ウルク様に会えました」

　昨夜の記憶を呼び起こしながら、リセリナはそう告げた。

　フェリオの顔色が改まる。怖こわいほど真剣なその眼めつきは、彼にとってウルクの存在がどれだけ大きいものなのか、雄ゆう弁べんに物語っていた。

　一方でリセリナは、自分の心を封じ込める。

「あまり長くはお話できませんでしたが、ウルク様は確かにフェリオ様や私のことを忘れていました。でも私を見たときに、〝イリス〟と呼んだんです」

　予見していたことだが、これで来訪者ビジターの関かん与よが証明されたことになる。

　フェリオも頷うなずいた。

「イリス、か──やっぱり彼らの仕し業わざなんだな？　パンプキン達には逃げられたけれど、来訪者ビジター達はまだ神殿内にいるはずだ」

　頷きかけて、リセリナはふと、フェリオの言葉を聞き咎とがめた。

「あの──パンプキン達に逃げられた、ってことは、まさかフェリオさん──失礼ですが、パンプキンと渡りあえたんですか？」

　フェリオは少しだけ、顔を険けわしくした。

「どうかな……実際には遊ばれただけかもしれない。でも、あいつの頭に刀は刺した。あんしきこうがどうこうとか言ってたな。それで撤てつ退たいするって……」

　リセリナは瞠どう目もくした。パンプキンの被かぶりものは、たんなる酔すい狂きようではない。あの内部にはさまざまな機械類が詰まっており、パンプキンはそこから得られる情報を駆く使しして闘たたかっている。彼にとっては大切な道具でもあり、そうやすやすと斬きられるようなへまはしない。

（……フェリオさんって……）

　いまさらに、違い和わ感かんを強くした。彼の剣けん腕わんは内乱の時にも眼めにしている。その強さは周囲と比しても際きわ立だっていたが、いくらなんでもあのパンプキンに傷を与えたなど、にわかには信じ難い。

　この世界の人間と、リセリナ達の世界の一般人とでは、確かにこの世界の人間のほうが強いと思う。それは文明によってデスクワークを主とした人々と、体を動かし自然と共に生きている人々との違いでもあろう。

　だがそれを差し引いても、フェリオの強さは不自然だった。

　それこそ、リセリナ達の世界の技術を用い、肉体を強化した者でもない限り──

　紫むらさき色いろの髪をした人ひと懐なつっこい少年を、リセリナはじっと見つめた。

　……何か、おかしいと思う。

　その違和感はフェリオの存在に限ったことではない。

　リセリナはこの世界に来てから、ずっと奇妙な既き視し感かんを感じ続けていた。

〝向こうの世界とこっちの世界は、どうしてこんな中途半端に似ているんだろう──？〟

　自分は何か重要なことに気づいていない──そんな感覚が抜けない。

　ひょっとしたら、フェリオは肉体的強化を受けた来訪者ビジターの子孫かもしれないとさえ考えた。だが、リセリナ達の世界でその技術が確立されたのは、それほど昔の話ではない。王族の中に来訪者ビジターが紛まぎれ込んでいるとは思えないし、さすがにそれはあり得ないだろう。

　そもそも──

〝来訪者ビジター〟とは、なんなのか。

　そう呼ばれる自分でさえ、どうしてこの世界にやってきてしまったのか、よくわからない。この世界の人々の言う〝来訪者ビジター〟すべてが、リセリナ達の元いた世界から来ているという保証もない。よく言われる平行世界のようなものが、もしかしたら複数以上存在する可能性も捨てきれない。

　向こうの世界における魔術師の軸メイガスシヤフトと、こちら側の御柱ピラーとが密接に関かかわっていることはまず間違いないが、その仕組みも依い然ぜんとして不明のままである。

　仮説はいくらか立てられる。だが、真実はまだ見えてこない。

　不意に考え込んだリセリナを、フェリオはきょとんと見ていた。

「リセリナ、どうしたんだ？」

　リセリナは咄とつ嗟さにごまかした。

「いえ。これから、どうしたらいいかな、って──私としては、フェリオさんとウルク様がちゃんと会って、話をして欲しいと思うんです。昨日はイリス達に見つかりましたが、彼女達だって、まさかずっとウルク様を見張っているわけじゃないはずですから」

「そのことなんだけど──」

　フェリオが声を潜ひそめた。

「リセリナ。実は君が正しよう気きを失っていた間に、神殿側で動きがあったんだ。神殿騎士達が動いて、高位の神官達を拘こう束そくした。神じん師しのレミギウス様も捕らえられたらしい」

　リセリナは驚いて絶句した。

　神殿騎士達が動く可能性は意識していたつもりだった。だが実際にいざ捕らえられたとなれば、事態は思っていたよりも早く悪化している。

　フェリオの声も険けわしい。

「具体的に何があったのかはこれから調べる。ただライナスティが言うには、どうも神官達が、カシナート司し教きようの方針に反抗したんじゃないかって……つまりアルセイフの味方をしようとして、ウィータ神殿への反はん逆ぎやく罪ざいに問われているらしい」

　リセリナは呻うめいた。

「そんな……だってフォルナム神殿は、独立した神殿じゃないんですか？」

「ウィータ神殿側では、そうは見なしていない。フォルナムはあくまで、ウィータの出しゆつ向こう機関扱いだ。俺おれはこれからすぐ、カシナート司教に真意を質ただしに行く。対策はそれからだ。ウルクのことはしばらく様子を見ようと思う。今のウルクに、誰だれかの危害が及ぶことはないはずだから」

　そう呟つぶやくフェリオは、ほんの少し寂さびしげに見えた。

　リセリナにはわかる。

　フェリオは、ウルクのことが好きなのだ。おそらく本人は気づいていないだろう。だがフォルナムに来る前、ウルクが行方ゆくえ不明と聞かされた時のフェリオの反応が、その本心を証明しているように思った。

　今のリセリナは、〝フェリオを護まもる〟と心に決めている。それはフェリオの身だけを護るということではない。彼にとって大切なもの、そのすべてを護りたい。その中にはもちろん、ウルクのことも含まれている。

　──自分は、それでいい。

　リセリナは想おもいを振り切った。自分は所しよ詮せん、よそ者である。そんな自分を厚こう遇ぐうしてくれるフェリオに、少しでも恩おん返がえしができれば、それでいい。それがイリス達を連れてきてしまった贖しよく罪ざいにもなるだろう。

　リセリナは微笑ほほえんだ。少しだけ硬かたい微笑になったことには、自分でも気づいている。

「それじゃ、フェリオさん。私は待っていますから、カシナート司教と──」

「いや。リセリナにも、一いつ緒しよに来て欲しいんだ」

　フェリオは語調を変えずに言った。

　その提案は、リセリナにとって意外なものだった。

「え？　でも、私はただの従者ですし……カシナート司教はイリスの顔を知っていますから、ややこしいことになるんじゃないでしょうか」

「俺おれとリセリナがつながっていることは、向こうだって百も承しよう知ちだよ。昨夜のこともあるし、もういまさらにごまかしても仕方ない」

　フェリオの声は真しん摯しだった。

「ここにはカシナート司し教きようと手を組んだ来訪者ビジター達が潜せん伏ぷくしている。王族の俺がリセリナといつも一いつ緒しよにいれば、少なくともカシナート司教の側からは、手をだしにくいだろう。むしろ君が俺と一緒にいることを知らせておいた方が、より手出ししにくくなるはずだ。一緒に来てくれ」

　フェリオは自分の身を案じてくれている──そう思うと、心がまたざわめいた。

　たった今、振り切ったはずの想おもいが、またしぶとく頭をもちあげそうになる。それを必死で抑よく制せいして、リセリナは首を横に振った。

「カシナート司教はそうかもしれません。でもイリス達は、そんなことに構わないはずです。一緒にいたら、きっとフェリオさんを巻き込みます。だから私は、しばらく離れて──」

「だめだ」

　フェリオが決然として言った。その眸ひとみに宿った光の強さに、リセリナはしばし硬こう直ちよくする。

「リセリナ、お願いだから、来訪者ビジターのことを独ひとりで背負わないでくれ」

　彼の声には、いつにも増して力が籠こもっていた。

　リセリナは思わずどきりとする。

「リセリナ。君が彼らについて、特別な感情を持っていることはわかる。それにひょっとしたら、俺の父上や兄上が殺されたことについても、未いまだに責任を感じているのかもしれない。でも、もうそんな考えは捨ててくれ。独りで戦うな。君の背中は、俺が護まもるから」

　フェリオの真剣な言葉は、リセリナの心臓を鷲わし摑づかみにした。

　咄とつ嗟さには何も言えなかった。声を出そうとしても、言葉が思いつかない。

　フェリオの態度からしても、その言葉の底にあるのは、あくまで友情に近いものだろうと思う。だが、頭ではそうとわかっていても、今の言葉にリセリナの心は震えた。

　フェリオの顔から、リセリナは眼めを逸そらすことができない。彼が返事を待っていることはわかったが、もうまともに思し考こうが働かなかった。

　このまま、再び昇しよう華かしてしまうかとさえ思った矢先──

　まるでタイミングを見計らったかのように、ノックの音が響いた。

　そして初めて、リセリナは呼吸することを思いだす。

「フェリオ様、リセリナ様、もう起きてらっしゃいますか？」

　それは青年騎士、ライナスティの声だった。

　すぐにフェリオが立って扉ドアを開ける。ライナスティが吞のん気きな顔を覗のぞかせて、軽く会え釈しやくをよこしてきた。その向こうの小部屋には、他にも数人の騎士達が控えている。緊急時に備えて夜を徹てつしたのか、何人かは朝から欠伸あくびを嚙かみ殺していた。

「あぁ、ちょうど今、起きたところだ。これから着替えるよ」

　そう応こたえて部屋を出る前に、フェリオはリセリナを振りかえった。

「リセリナも着替えてくれ。替えの服は、神官のものしか用意できなくて……少し動きにくいとは思うけど、カシナート司し教きように会うのにも、礼服代わりにちょうどいいはずだ」

　リセリナの服は、パンプキンとカトルとの戦いによって所ところ々どころが裂さけていた。

　神官の衣ころもを着るのは初めてではない。神殿を飛び出す前は、ずっとそれを着ていた。

「は、はい。すぐに──」

　ともすれば裏返りそうな声で、辛かろうじて返事をし、リセリナは寝室に一人となった。

　数回の深呼吸を経た上で、着替えの服をやっと手に取る。

〝君の背中は、俺おれが護まもるから〟

　──フェリオのその言葉が、頭の中で何度も繰り返されていた。

　隣室からは、フェリオと騎士達の会話が小さく漏もれ聞こえてくる。

　騎士の誰だれかが、フェリオを茶ちや化かしていた。

「……しかし、あんな状態でよく平然と眠れますよね、フェリオ様は」

「からかうな。リセリナが寝たら抜け出すつもりだったんだ。でも、ちょうどいい具合に温かかったから、余よ計けいに眠くなって──」

　フェリオの言葉で、リセリナはまた今朝の温ぬくもりを思いだし、その頰ほおを紅あかく染めた。

　着替えに渡された服を、両手でぎゅっと抱きしめてみる。

　心臓はさきほどから、ずっと早はや鐘がねを打っていた。

　昨日の昼に、エンジュから言われた言葉をふと思いだす。

〝フェリオ王子のこと、好きなんだろ？〟

　認めてしまえたら、少しは楽になるのかもしれない。だが、それはリセリナの立場で許されることではないとも思う。

　何故なぜだか無む性しように、泣きたくなった。
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　広大なフォルナム神殿の一いち隅ぐうに、来訪者ビジター達一行は手て頃ごろな宿舎を得ていた。

　神殿の神官達はもちろん、そのことを知らない。ジラーハからの神殿騎士増ぞう援えんに紛まぎれ込む形で、彼ら──ムスカ達は、こっそりとそこに居い座すわった。

　滞たい在ざいはあくまで短期の予定である。制せい圧あつしたフォルナム神殿が落ち着き次し第だい、カシナートと共にウィータ神殿へ移ることになるだろう。

（昨晩は、散さん々ざんだったな──）

　ムスカは窓辺から早朝の青空を見上げ、内心で呟つぶやいた。

　禿とく頭とうに手を置き、歳としのわりには老ふけた顔を歪ゆがませると、我ながらいかにも苦労人じみた表情になるのを自覚する。

　昨夜──

　幼いシアが部屋から失しつ踪そうした直後、ムスカ達は手分けしてその行方ゆくえを探した。

　幸いにも、すぐにカトルがその姿を見つけた。シアはウルクの部屋に迷いこみ、彼女の元に保護されたらしい。

　上官であるイリスは、部屋に押しいってシアを連れ戻そうと主張したが──ムスカはそれをなだめて、ひとまずは事なきを得た。

　説せつ得とくの建たて前まえとしては、二つの理由を挙げた。

　貴き人じんであるウルクの寝しん所じよに、夜が更ふけてから踏み込むのはまずい。

　シアとウルクが縁を結ぶこと自体は、今後の自分達にとっても利がある──

　イリスは納なつ得とくこそしなかったが、しぶしぶ怒りを収めた。

　どうにかそれでイリスを止めたが、この二つの理由はあくまで後あと付づけに過ぎない。

　ムスカは単純に、シアを哀あわれに思っていた。

　彼女が甘あまえられる相手が、自分達の中にはいないのだ。イリスは気き性しようが激しいし、自分は子供の扱いがあまり上手うまくない。他ほかの連中はそれ以前の問題を抱えている。

　もしウルクが、シアのことを可愛かわいがってくれるなら、それはシアにとって悪いことではないだろう。

　ムスカはそんなふうに考えていた。

「教授、もう起きていたの？」

　隣の寝室から、イリスが寝起きの姿を見せた。短い髪は寝ね癖ぐせでほうぼうに跳ねて、いつもよりも随ずい分ぶんと子供じみて見える。

　ムスカは窓の枠に背を預け、彼女に向き直った。

「あぁ。私はついさっき、起きたところだ。よく眠れたかね？」

「私、朝はどうもだめなのよね……あーあ……」

　まだ眠そうに眼めをこすりながら、イリスは大きく伸びをした。

　彼女は彼女で、昨夜、カシナートに叱られていた。パンプキンとカトルを使って、リセリナ、及びフェリオを襲わせたことが、軽けい率そつだと言われたのである。

　ムスカとしてはカシナートの側に同情するが、イリスはそのことでもストレスを溜ためていた。彼女はひたすら、「リセリナ憎にくし」で動いている。政治的な駆かけ引ひきなど、彼女にとっては鬱うつ陶とうしいだけだろう。それでもこの世界での今後の立場を考えると、カシナートの言を無む下げにもできない。

　しかし、さしあたって──ムスカの興味は今、政治的な駆け引きでもリセリナのことでもなく、別の部分にあった。

　上官たる美び貌ぼうの少女を横目に見て、ムスカは考える。

　自分が推測したこの世界のことを、彼女達に対してどう切り出したものか──

　昨晩はシアのことがあったせいで、イリス達に何も伝えられなかったが、ムスカは自分達の置かれた今の状況について、ある推論を得ていた。

　ここ数日間、彼がこの世界の図書館で過去の記録を読み漁あさり、そして神殿騎士やカシナート達の証言をもって裏付けた推論である。

「……なぁ、イリス」

　イリスはブラシを持ち、鏡かがみも見ずに髪を整えはじめている。

「なによ。シアのことなら、もういいわよ。あの子のことは教授に任せるわ」

「それはありがたいが、別の話があるんだ。この世界のことについて、まだ推論なんだが──」

　イリスがぴくりと反応を示した。少しだけ、眼めが覚かく醒せいする。

「……全員、集める？」

「後でまた話してもいい。話すべきか否いなかについても、まずイリスの意見を聞いておこうと思ってな」

　それは上官の顔を立てるための、ムスカなりの気き遣づかいだった。

　イリスはこくりと頷うなずいた。

「じゃ、先に聞いておくわ。どんなこと？」

「うむ──これは〝時間差〟の話なんだ」

　ムスカは最初に、要点だけを示した。

　案あんの定じよう、イリスはいぶかしげに眉まゆを寄せる。

「イリス。我々がこの世界に来た時のことを思いだしてくれ。昇しよう華か状態でまともな判断力は働いていなかったが……リセリナを追ってひとまずここに来て、認にん識しき票ひようをもたない連中を蹴け散ちらし、周辺にいるはずの部隊と合流するために撤てつ退たいした──そうだったな？」

　イリスが頷いた。

「そうよ。受けた任務は、裏切者であるリセリナの抹まつ殺さつと、研究データの保全……っていっても、保全のほうは間に合わなくて、リセリナに廃はい棄きされたけど……」

「あぁ。昇華の持続時間は、あの時の任務では二時間に設定されていた。リセリナを追い詰めた時点で、すでに一時間は過ぎていたから、つまり我々は、リセリナから遅おくれること〝一時間以内〟に、この世界にやってきたことになる。実際に昇華が解けたのは、あれからさらに一時間後ぐらいだったから、五分以内に後に続いたと見ていいだろう。そうだな？」

「……そうね。それが何？」

　ムスカは大きく息を吸った。

　──単純だが、今まで見逃していたことだったのだ。

　この世界に来てすぐ、ムスカ達は誰だれとも言葉をかわさずに神殿から離り脱だつし、そして数日後にエンジュという狩人かりうどの少年と出会った。彼の元でさらに数日を過ごし、その間ずっと、リセリナがこの世界に来たのは〝自分達よりほんの少し前〟だと、勝かつ手てに思い込んでいた。

　確かめるまでもなく、それは当然のことだと思っていた。しかしムスカは、図書館で読んだある資料をきっかけとして、その錯さく誤ごに気づかされた。

　ムスカはゆっくりと、嚙かんで含めるように呟つぶやく。

「昨日──カシナート司し教きように確認した。リセリナがこの世界にやってきたのは、私達より、五日も前のことだったらしい」

　イリスが目許を歪ゆがめた。

「五日……？　教授、それって──」

　ムスカは頷うなずく。

　科学者として、理論の裏付けをもたない推論を人に語るのは気がひけた。だが、これは一つの事実として受け止めるべきことである。

「考えられる可能性はいくつかあるが──まず間違いないのは、リセリナから〝五分〟ほど遅おくれて、我々は柱ピラーに突入したこと。そしてその五分の差が、この世界では五日間の差につながった──そう考えるのが妥だ当とうだろう」

「ちょっと待ってよ、教授。それのどこが妥当なの!?」

　イリスが声を高くした。

「五分の差が五日？　どういう話よ、それ。ウラシマ効果とか、相そう対たい性せい理論とか、そっち系の話？」

「詳しよう細さいは私にもまだわからん。あの御柱ピラーの中では、時間の流れが狂くるっていたのかもしれん。だが、リセリナがまずこの世界に来て、その後に我々が出てくるまでの間に、五日間が過ぎていたことは事実だ。そして我々自身の時間は、あの時点でほとんど進んでいなかった。当然だ。五日間も昇しよう華か状態を続けたら、後こう遺い症しようで頭が壊こわれるだろう。この時間の不自然な流れが、どうも気にかかるんだ。あの魔術師の軸メイガスシヤフト──こちら側でいうところの御柱ピラーが、その鍵かぎを握っているのは間違いない。これに関連するかどうかもわからんが、もう一つ、私には気になることがあってな」

　ムスカは図書館で取ったメモを、イリスの前に差し出した。

　受け取ったイリスは、それをしばらく見つめる。

「──なに、この絵？　白い猿さると、それに大きな烏カラスに牛に──あぁ、〝災さい厄やく〟前の第三研究所で育てていた実験体？」

　イリスの感想は、ムスカがその絵を最初に見た時と同じものだった。

　ムスカ達の世界にあった第三研究所では、元は食糧問題への対策として、効率よく育つ大型生物の研究をしていた。牛や鶏とり、豚ぶたといった品種では成功をおさめ──その後、研究は生物兵器分野へと流れ、紆う余よ曲きよく折せつを重ねた末に、賢かしこい巨大烏や巨大猿の生産に成功している。

「あの研究所もなんだかなぁ、って感じだったわよね。食糧問題のあたりでやめておけばよかったのに、研究者達が予算目当てに無む理り矢や理り、研究テーマを作って──結局、災さい厄やくの時に吹っ飛んで、その後は再建されなかったのよね？」

　ムスカは神妙に頷うなずいた。彼女ほど爛らん漫まんにはこのことを語れない。五年前の〝災厄〟では、ムスカも友人を失っている。

「この絵、上手うまいじゃない。教授って画才もあったの？」

「画才なんて優ゆう雅がなものじゃない。それは適当に模も写しやしただけだ。こちらの世界の生物図鑑に載のっていた、一種の巨大生物だよ。猩しよう々じよう、それに玄げん鳥ちようと言うらしい」

　ムスカはそう告げて、イリスの反応を見守った。

　少女は眉まゆをひそめ、小さく唸うなる。

「ふぅん──こんなのが、この世界には普通にいるわけ？」

「そうらしい。私は──こいつらが、第三研究所にいた、あの品種を祖先に持っているのではないかと考えた。つまり──この世界に何千年も前から存在する猩々と玄鳥は、我々の研究の成果ではないのか──と、いうことだ」

「はぁ？　なに言って……」

　疑問の言葉を呟つぶやきかけて、イリスが不意に口くち籠ごもった。

　みるみるうちに、その顔が硬こう直ちよくしていく。

　──彼女も、気づいたのだ。

　リセリナが軸シヤフトに飛び込んでから、〝ほんの数分後〟に後を追った自分達。

　そしてその間に生まれた、約五日間の差。

　ムスカが指摘した事実、そこから導かれる可能性。

　──そこには、科学的にはともかくとして、一つの推論が成り立つ。

　この世界で、言語が通じる理由。

　この世界の文化が、どこか懐なつかしい理由。

　この世界の人類が、自分達とそっくりな理由──

　もし、たった五分の差が五日間になるとしたら──一年は果たして、何年に相当するのか。

「……五年前の、〝魔ま術じゆつ師しの災厄〟は、よく憶おぼえているな？」

　ムスカは忌いまわしきその単語を口にした。イリスが震える視線をあげる。

「あの不可思議な事故での死者──正確には行方ゆくえ不明者は、軸シヤフトを中心とした一都市まるごと、約百万人に及んだ。その中には、政府が主導していた数十の研究所や、その職員と家族も含まれていたわけだが──我々は、彼らがなんらかの事故によって死んだものと結論づけた。しかし彼らは、ひょっとすると──」

　イリスが頰ほおを引きつらせる。

「やめてよ、教授……いくらなんでも……あり得ないわよ、そんなこと」

　否定する彼女の声は、かすかに震えていた。

　ムスカは視線を窓の外、澄み渡った青空に向ける。

　ここは、かつていた場所とは別の星だと思う。それどころか──空間的に連続した場所であるという保証もない。

「確かに、我々の常識で考えればあり得ないことかもしれん。だが、ここが我々のいた宇宙と、三次元的につながった場所ではなく──まったく別の空間にあって、もし両世界の間で時間の流れる速さが違っていたとしても、私は驚かない。あるいは、あの御柱ピラーの中だけで時間が狂くるっている可能性もあるが──この時間の流れについては、きちんと確認する必要がある。街まちの図書館ではどうしても、〝過去の来訪者ビジター〟の氏名を調べられなかった。どうも機密情報らしいが、神殿の史し書しよ編へん纂さん室しつには、その記録が残されているらしい。私はカシナート司し教きように頼んで、近いうちにそれを見せてもらうつもりだ。シャジールの民やら他の神殿の御柱ピラーやら、この世界には謎なぞが多いが──疑問の一つは、それで解けるかもしれん」

　顔には出さぬようにしながら、ムスカは自分の推論に興奮していた。

　イリスのほうはまだ平静を装よそおっているが、ムスカの推論に驚いたことは確からしい。

　そう──〝知らなかった〟ことを知る行為には、純粋に快感を伴ともなう。

　人はそうして進歩してきたのだ。

　人体の血と肉と骨を分析し、やがて内臓に至り、遺伝子の詳しよう細さいを解明し、そこに手を加えることも可能にした。

　地層を知り、深海を知り、月面を知り、そして宇宙を知った。その過程で、人は多くの副産物を得た。

　次々と生まれる身近な謎を解き明かし、玩がん具ぐを与えられた子供のように弄もてあそび、破壊と創造を繰り返しながら、人は進歩してきたのだ。

　──そこでふっと、ムスカは我に返る。

〝その進歩の結果が……我々の世界か〟

　心の内側を、暗いものがよぎった。

　ムスカがその正しよう体たいに気づくよりわずかに早く、部屋の扉ドアがノックされた。

「お嬢様。ウルク様がいらしています。シアも一いつ緒しよです」

　涼すずしい声で告げたのは、仲間のバニッシュである。銀髪の美しい青年がそっと扉ドアを開けると、すぐ背後にはウルクの姿があった。

　現在は記憶喪そう失しつに陥おちいっているはずだが、その態度は不思議に悠ゆう々ゆうとしている。

「おはようございます、イリス。そして皆さん。実は、ちょっとご相談が──」

　ウルクの足元には、シアがしがみついていた。本来は金色の髪を、変装のためにと黒く染めているせいか、ちょうどウルクの影に暗く隠かくれる格かつ好こうとなっている。

　イリスが彼女を一ひと睨にらみし、ムスカは慌あわててその間に割って入った。

「シア、どこに行っていたんだ！　昨夜は探したんだぞ」

　ウルクのところにいた事実を知らなかった振りを装よそおい、ムスカは建たて前まえとして声を荒げた。自分が怒ってみせなければ、イリスが何か言うに違いない。彼女の舌ぜつ鋒ぽうの鋭するどさを知るだけに、怖こわがっているシアをその前にはさらしたくなかった。

　ウルクが申し訳なげな微笑を見せた。

「ごめんなさい、ムスカ様。私が早くお知らせすればよかったのですけれど、夜も遅おそかったことですし、皆様の居場所を知らなかったものですから……シアは昨夜、迷まい子ごになって偶ぐう然ぜん、私の部屋に来たんです。それで一晩、預からせていただきました」

　ウルクはその細い指で、低い位置にあるシアの頭を撫なでていた。

　シアはじっと俯うつむいている。これから怒られるとわかっているのだ。

　ムスカはウルクに目もく礼れいを送った。

「なんと、ウルク様のお部屋に……？　ウルク様、申し訳ありません。うちのシアが、とんだ失礼をしたようです」

「いいえ。失礼なんてとんでもありません。私も楽しかったですわ。私、昔から妹が欲しかったものですから──ね、シア？」

　ウルクがシアの手を握る。その睦むつまじい姿は、まるで本当の姉妹のようだった。

　ムスカは背後で膨ふくらむイリスの怒ど気きを察して、慌あわてて先に声を張る。

「シア、今後は黙って部屋を出たりするな！　今回はウルク様が助けてくださったようだが、ここは我々がうろうろしていい場所じゃない。もっと常識を弁わきまえろ」

　シアがびくりと肩を震わせた。

　ムスカが彼女を叱ることなど、滅めつ多たにあることではない。いつもはイリスがシアを叱り、ムスカがそれをなだめる役回りである。だが今回ばかりは、イリスを叱る側に回すと、ウルクの前でさえ不適切な発言が生まれかねない。

　ウルクが両手の指を胸の前で組み、優やさしい眸ひとみをムスカに向けた。

「ムスカ様、どうかそんなに叱らないであげてください。シアもすぐに帰るつもりだったと思うんです。でも、この神殿は御存知のように、構造が入り組んでいますから……ね、シア。貴方あなたからも謝あやまりなさい。皆さんに御心配をかけたのですから」

　ウルクがしゃがみこみ、そっとシアの肩を押した。

　黙りこくっていたシアは、か細い声で呟つぶやく。

「あ、あの──ご、ごめんなさい……勝かつ手てに、抜け出して……」

　震える声で、やっとそれだけを言う。

　イリスが鼻を鳴らした。

「いいわよ、もう。怒ってないわ」

　イリスのその言葉は、ムスカにしてみれば明らかに噓うそだと看かん破ぱできた。だが、この場はそれでいい。なにせウルクの前で、子供相手に人権を否定するような発言はさせられない。

　ウルクが微笑ほほえんで、するするとイリスの元に歩み寄った。

　何事かと眼めを向けるイリスの両手を、彼女はぎゅっと握りしめる。

「よかった！　イリスならきっと、許してくれると思っていました。貴方あなたはとても優やさしい人だもの。ね、シア？　私の言ったとおりでしょう？　イリスが貴方に厳きびしいのは、貴方のことを心配しているからなのですよ」

　純真といえば純真、ともすれば能のう天てん気きにさえ聞こえそうな、明るい声だった。

　イリスは頰ほおを引きつらせそうになっていたが、ウルクは満面の笑みを浮かべている。

　ムスカは思わず苦笑した。ウルクとイリスの相あい性しようは、どうもあまり良くなさそうである。

　ウルクは親愛の情を示すようにイリスに抱きついた後、また笑みを見せた。

「本当によかったわ。それでね、イリス。甘あまえるわけじゃないんだけれど……実は貴方に、折り入ってお願いがあるんです」

「お願い？　何かしら？」

　イリスもウルクのことは邪じや険けんに扱えない。神しん姫きの妹には、これから来訪者ビジター一行の庇ひ護ご者しやになってもらわねばならないのだ。

　ウルクはその自覚があるのかないのか、無む邪じや気きに微笑んで、その〝お願い〟を口にした。

「シアをしばらく、私に預からせて欲しいんです」

　その要求を聞くや、ムスカをはじめイリスとバニッシュもが、狐きつねにつままれたような表情に転じた。

　ただ一人、ウルクだけはころころと笑っている。

「実は、ちょっと体調が優すぐれないもので、神殿での滞在予定を延長することにしまして──その間、イリス達は忙いそがしいみたいですから、シアに私の話し相手になってもらえたらいいな、って、思ったんです」

　シアのほうも初耳だったらしく、呆ぼう然ぜんとしてウルクを見上げていた。

「そ、そう──それは……」

　判断に戸と惑まどうイリスが、ムスカに視線をよこした。

　ムスカは咄とつ嗟さに考える。

　意外な要求ではあったが、なにか裏があるようには思えないし、特に問題があるとも思えない。自分達とウルクの結びつきを強める効果も期待できるだろう。

「ね、イリス、いいでしょう？　シアもきっと、遊び相手がいたほうがいいわよね？」

　そう話すウルクは、いかにも屈くつ託たくがない。

「あ……あの、でも──」

　シアはイリスの顔色をうかがっていた。

　本心ではウルクと一いつ緒しよにいたいのだろう。その手はぎゅっとウルクの裾すそを摑つかんだままである。
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　ムスカはイリスに目め配くばせをして、一つ頷うなずいてみせた。

「……イリス。心苦しいとは思うが、ここはウルク様の御ご厚こう意いに甘あまえさせてもらおうか。確かに我々も、ここしばらくはシアを構ってやれなかった。シアにとっても、悪いことじゃないだろう」

「そうね……教授がそう言うなら」

　イリスも頷いた。

　ムスカ達には、別の目もく算さんもあった。

　シアがウルクの傍そばに四六時中いれば、監かん視しが楽になる。

　シアがリセリナに会いたがっていることは明白である。昨夜は眼めを離した隙すきに逃げられたが、今後はそうはいかない。そしてリセリナも、またウルクに会いに来る公こう算さんが強い。

　だが、シアを監視しながらウルクも見張るとなると、ムスカ達だけでは手が足りなくなる。

　二人が一いつ緒しよならば見張りも楽だし、どちらかがリセリナと接触した時にも、対たい処しよしやすくなるだろう。

　イリスが作り笑いを浮かべた。

「わかったわ、ウルク。シアもいい子にしてなさいね。迷めい惑わくをかけちゃだめよ？」

「い、いいの……？」

　シアが恐おそる恐おそる問う。

　ムスカは彼女の頭を、軽く撫なでてやった。

「シア、そう怖こわがらなくていい。イリスはもう怒っていないよ」

　それは噓うそではない。さきほどまでは、勝かつ手てに抜け出したシアに対して腹を立てていた。だが、そのシアがウルクに上手うまく取り入ったとなれば、そこで事情が変わってくる。

〝この縁は、イリスとウルク様の偽いつわりの友情より、信頼できるかもしれん──〟

　ムスカなどはつい、そう考えてしまう。

　極端なことを言えば、自分やイリス達は独ひとりでも生きていける。だがシアはまだ幼く、誰だれかが傍そばにいてやらねばならない。自分達に万一のことがあった時、シアがどうなるかを、ムスカはずっと気に病やんでいた。

　記憶喪そう失しつのウルクが、ムスカの眼めには何故なぜか頼たのもしく見える。

　ウルクは嬉うれしそうに指を組んだ。

「よかった！　それでは、私たちはいったん失礼しますね。朝食後に、シアの日用品を取りにまたうかがいますわ」

　ウルクはそう告げてシアの手を引き、部屋を出ようとした。

　イリスがその背に声をかける。

「ちょっと待って、ウルク。さっき体調が悪いって言ってたけど、大丈夫なの？　風邪かぜには見えないけれど……」

「御心配には及びません。たんなる女の月のものですから」

　ムスカ達の目の前で、ウルクはあっけらかんとそうのたまった。

　イリスとムスカは眼をしばたたかせて、若き司し祭さいのたおやかな背を見送る。

　彼女の態度はあくまで自然体だった。ムスカなどはそれゆえに、しなやかな強さを感じる。

　ウルクは記憶を失ってもなお、その本質を失ってはいないらしかった。
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　司し教きよう、カシナート・クーガの元には、間諜スパイである〝名無し〟達からの新しい情報が、次々と届けられていた。

　アルセイフ側の動どう向こう、フォルナム神殿の管かん轄かつ下かにある各教会の動向、ジラーハ本国での政局──

　カシナートは机の上に広げた書簡を眺めつつ、その一つ一つを頭に入れていく。

　差し迫って警戒すべきはアルセイフの動向だけだったが、本国の政局もやや微妙らしい。カシナート自身は、父親のシュタインベック大司教が束たばねる閥ばつに加わっているが、対立する非戦論者達が、彼の不在を狙ねらって信しん教きよう監かん査さ院いんの不ふ祥しよう事じを暴あばこうとしているらしい。

　今は補ほ佐さ役やくであるビランチャ・カラムナフス司教が防いでいるとのことだが、ビランチャもかなりの高齢である。あまり負担をかけるわけにはいかないだろう。

（早めに戻りたいところだが……）

　カシナートは内心で唸うなる。

　フォルナムの神官達が黙って出て行くか、あるいは素直に従うようなら、そろそろ帰る準備にも取りかかれたはずだったし、そうなるはずだと思っていた。

　だが現実には、フォルナムの神官達は存ぞん外がいにしぶとく、その心に芯しんが通っている。田舎いなか暮らしの長い老人共と侮あなどっていたが、利や現実性よりも情と理想で動く彼らは、カシナートにとってなかなか御ぎよしにくい。特にメイヤーの言葉によって意志を固めた後の頑がん固こさは、なまじ後ろ暗いところがないだけに、取引きの仕し様ようがなかった。今の彼らは、〝アルセイフを護まもる〟の一点張りである。

　一方で、朗ろう報ほうもいくらか入っている。

　国境付近では、いよいよタートムがアルセイフへの侵しん攻こうを開始するらしい。そろそろ戦闘が始まっているかもしれないが、神殿から国境までは距離があるだけに、詳しよう報ほうが届くまでにはどうしても日がかかる。

　開戦間近の報をもってきたのは、タートムの間者スパイ、シズヤという女だった。

　その女は今、書簡を眺めるカシナートの目の前にいる。

　うっすらと微笑を浮かべて、彼女は椅子に足を組んでいた。長く垂らした黒髪を束たばね、容よう姿しだけは神官に化ばけている。

　彼女がどうやって神殿に入ってくるのか、カシナートは知らない。神殿騎士達が通しているはずはないから、どこかの抜け道を知っているのかもしれなかった。

　暗殺者の娘は、カシナートの前でも悠ゆう々ゆうとした態度を崩さない。

　彼女はついさきほど、唐とう突とつに現れて、国境付近の状況を知らせてきた。素す性じようはこの上なく怪あやしいが、使える人材には違いない。

　同どう盟めい国こくから来た非公式の使者に、カシナートは事務的な声を投げる。

「御ご覧らんの通り、神殿は制せい圧あつしました。高位の神官数人はこれより、ジラーハに護送する予定です。産出される輝石セレナイトは以降、我々が管理することになります。タートムにもいくらか融ゆう通ずうできることでしょう」

「はい。強ごう引いんなお手並みでしたけれど、素早かったですわね。カシナート司し教きようのご尽じん力りよくを、主あるじに伝えておきますわ」

　貴婦人のような声で応こたえてから、シズヤは椅子から立ち上がり、カシナートの眼めを覗のぞき込んできた。

「時に──カシナート司教。どなたか、殺したい方かたはできました？」

　悪魔が誘ゆう惑わくするとはこういう状況のことをいうのかと、カシナートはふと思った。

　とはいえ、カシナートの心にそんなものを付け入らせる隙すき間まはない。

「残念ですが、今の私に暗殺者は必要ありません。それは以前にも申し上げたとおりです」

　ふぅん、と、シズヤが薄く笑った。

「後々になって、〝あの時に殺しておけば……〟って、思うこと──ありません？　私の見たところ、カシナート司し教きようの障害として厄やつ介かいな方かたが、三人ほどいらっしゃいますわ。お安くしておきますけれど、いかがです？」

　三人と言われて、カシナートは首を傾かしげた。

　二人まではわかる。

　アルセイフの第四王子、フェリオ──もうじき、肩書きは〝王弟〟に変わるはずだが、まずは彼だろう。カシナートのことを明らかに敵視している。

　もう一人はおそらく、彼に協力する来訪者ビジターの少女、リセリナという娘である。ただの従者を装よそおっているが、イリス達の話を聞いた限りでは、放置しておくのは危あやうい。もしカシナートがフェリオに害を為なせば、彼女はたちまち、シズヤのような神しん出しゆつ鬼き没ぼつの暗殺者に変わるかもしれなかった。

　後は──

　カシナートは連想をつなげる。

　アルセイフの外がい務む卿きよう、ラシアン。政せい務む卿きようダスティアか、その息むすこで代行を務めるアゴール。騎士団長のウィスタルあたりか──

　だが、彼らを含めるなら、シズヤは三人ではなく、もっと多い人数を提示するはずである。

　そこまで考えて、カシナートははたと思い当たった。

「その三人の中には、まさかウルク司し祭さいも含まれていますか？」

　かまをかけてみると、シズヤは微笑のまま、首を横に振った。

「いいえ。ウルク様は記憶喪そう失しつとのこと。もう問題はないはずです。私が危き惧ぐしているのは、先日、神殿騎士団が取り逃がしたという北方民族の娘──シルヴァーナという女ですわ」

　カシナートは眉まゆをひそめた。

　名は知っている。先だって、神殿騎士達が取り逃がした娘だ。

　だが、ただの間者スパイならば、とるにも足らない小こ者ものである。わざわざフェリオ達と並べて名前を出すような人物とは思えない。

　シズヤの口調は、しかし冗じよう談だんのようには聞こえなかった。

「彼女は一いつ介かいの間者スパイに過ぎないのでしょう。何か、特殊な事情でもあるのですか」

「はい。あの娘こはアルセイフと北方民族の同どう盟めいを成立させようと、現在、動き回っております。看かん過かしていいことではないはずですが──」

　カシナートはやや目許を険けわしくした。

　北方民族のことはあまり詳くわしく知らないが、巨大な玄げん鳥ちようを操あやつる厄介な敵だということは、タートム側からの噂うわさで聞いている。だがいかんせん、数が少ない。セブラズ山地という局地の防衛はできても、大局的な戦いには向かない存在だとも思う。

　現在もセブラズ山地に閉とじ籠こもっているため、手を出さぬ限りは撃って出ることはないだろうと判断していたが──確かに、フォルナム神殿が制せい圧あつされてもっとも困るのは、輝石セレナイトをあてにしている彼らに違いない。

「なるほど。そうなると我々は、北方民族とも戦わなければならない──しかし、それはそれで仕方がないでしょう。そのシルヴァーナという娘が動こうと動くまいと、北方民族はアルセイフの味方をしそうに思いますが？」

「あの人達は、とても保守的なんです」

　シズヤが肩を竦すくめた。

「外にいる若い人達が背中を押さないと、まず動きません。シルヴァーナはその中でも、特に長老達の信頼が厚い娘です。彼女の説せつ得とくが実を結べば、カシナート司し教きようはしなくてもいい苦労をすることになりますわ。言っておきますが──貴方あなたが思っているよりも遙はるかに、北方民族は厄やつ介かいな存在です。なにせ彼らは、〝来訪者ビジターの子孫〟ですから」

　シズヤの言葉に、カシナートは驚いて眼めを剝むいた。初耳である。

「それは、どういうことですか？」

　シズヤは微笑を崩さない。

「ジラーハの方かたが御存知ないのも無理はありませんわ。北方民族の間でさえ、その自覚を持っている人間は多くありません。北方民族は、千年近く前に来た来訪者ビジター達が中心となり、その当時に迫はく害がいされていた少数民族と合流して作り上げた共同体です。だから体が常じよう人じんよりも強くて、だからセブラズ山地みたいな場所でも生きていける──もちろん、全員がその血を引いているわけではないはずです。でも、血は世代を経て薄まりながら交じり合っていくものですから、ほとんどの北方民族は来訪者ビジターの血を引いていることになりますね。フォルナムと北方民族の深い縁にも、このことが影響しているようです」

　カシナートはぴんときた。

　この娘も、北方民族の出身なのかもしれない。仲間を裏切ってタートム側についた一派がいる旨むねは、以前に名無し達からの報告で聞いていた。彼らから得た北方民族内部の情報は、タートム側にとっても貴き重ちようなものだったらしい。

　カシナートは驚きから立ち直り、シズヤに微笑を向けた。

　向き合う者をよせつけない、拒絶の微笑だった。

「おもしろいお話でした。ですが、やはりお引取り願いましょう。私は誰だれかに暗殺を依頼する気はありません。いざとなれば、子こ飼がいの名無し達もおります。もちろん、貴方が勝かつ手てに誰かを殺す分には、止める理由もありませんが……私がそれを指示し、報ほう酬しゆうを支払う気はありません」

　シズヤはくすくすと笑っていた。

「残念。ちょっとお小こ遣づかいを稼かせぎたかったんですけれど」

　冗じよう談だんめかしてはいたが、シズヤにとってみれば、本当に小遣い稼ぎのつもりだったのかもしれない。自分が殺したい相手を殺し、それをカシナートの指示ということにして報ほう酬しゆうをふんだくるつもりだったのなら、妙にちゃっかりとした殺し屋ではある。

　カシナートは机の上の書簡を片付けた。

「お帰りください。今日はこれから、フェリオ王子が交渉に来る予定です。姿を見られたら困るのではないですか？」

「あら、そうでしたの。それでは、今日のところは失礼いたしますわ。でもカシナート司し教きよう。北方民族には、くれぐれもお気をつけくださいね」

　シズヤはからかうように言って、窓から姿を消した。

　カシナートが歩み寄って下を見ると、もうそこには誰だれもいない。

「北方民族と……来訪者ビジター、か」

　カシナートはふと呟つぶやいて、神殿騎士達のいる宿舎の方を見つめた。

　来訪者ビジター達の宿も、ちょうど窓から見える位置にある。逆にいえば、カシナートのいるこの部屋の周囲からでなければ、来訪者ビジター達のいる場所はまず見えない。捕らえていない下位の神官達に、彼らの姿を見られないための配はい慮りよである。

　その来訪者ビジター達の部屋、窓の近くに、禿とく頭とうの巨漢が佇たたずんでいた。

　ムスカという名の理知的な男である。いかにも戦士のような体つきながら、性格は学者肌らしく、ここしばらくは図書館に入いり浸びたっていた。

　彼らのもつ知識を、カシナートは軍備の増強に役立てたい。それは新しい兵器であったり、新しい戦術であったり、あるいは新しい薬やく物ぶつであったりと、さまざまな方面での活用が期待できる。

　彼らの知識を利する行こう為いは、シャジールの民が定めた神殿の内規に抵てい触しよくする。しかしそれを承しよう知ちで、カシナートはその知識が欲しい。

（あのラトロアに対抗するためには──もっと、大きな力が要る）

　カシナートの心に、ジラーハで待つ神しん姫きの姿が浮かんだ。

　窓の取とっ手てを握る指に、強い力が籠こもった。
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　王都セイラムのとある教会、その石造りの広い聖堂カテドラルには、二百人前後の聴衆が集つどっていた。

　薄暗い祭壇の前に立つのは、黒い長衣ローブを着た大柄の老人である。

　白はく髪はつに白しろ髭ひげをたくわえたその姿は、どこか学者のような雰囲気を醸かもしていた。

　低いくせにやたらとよく通る声を張り、彼は聴衆の耳に〝言葉〟を届けていく。

「──そこに現れたるは黒髪の少女。

　美しさ可か憐れんさは東西に比ひ類るいなく、その剣技もまた東西に比類なし。フェリオ王子を護まもるために、天が遣つかわした戦いくさの姫か。〝戦せん姫き〟リセリナは、振るわれた敵兵の刃を断ち、放たれたその矢を打ち落とし、微笑をもって血路を拓ひらく。王子の傍かたわらにおいて、常に彼を守護する戦場の舞姫は、味方の軍勢に奮ふん起きを呼び、敵の軍勢には恐きよう慌こうをもたらした」

　老人の低く力強い声に、聴衆達はすっかり惹ひき込まれていた。脚色は定型通りながら、立ち合いの神官さえもが、その続きに耳を傾けている。

　こうした講談は、情報の入手という実益を兼ねた娯楽として、アルセイフの人々の間に広く浸しん透とうしていた。

　講談師達は話ができると、教会などの広い施設を借りて、数日にわたって興行を打つ。多少の脚色は混ぜるが、語ることは大筋で現実に近い。それは時にゴシップであり、世評であり、また政府や自治体からの布告などであったりもするが、基本的には「話題の種たね」である。

　そして今週、もっとも客を集めているこの老人の講談は、つい先だっての、〝アルセイフ内乱〟の詳しよう報ほうだった。

　ゆったりとした威い厳げんのある語り口で、戦いの記録が綴つづられていく。

　どこから取材をしてきたものか、実際に戦場に立った兵でさえ知らないようなことも、この老人は知っていた。

「……かくして戦姫リセリナは単身、城内へと忍しのび込み、城の裏門から精せい鋭えいを招きいれた。フェリオ王子の指揮する兵の数は、およそ二百、しかし城内にはまだ、五百以上の兵が残っている。前日より続く王宮騎士団の奮戦はここに極まり──」

　街まちの人々の間では、王宮騎士団の人気は高い。彼の部隊は、その団員のほとんどが平民の出しゆつ自じだけに、中には王都セイラムで育った者もいた。街の人々にとっては、貴族よりも遙はるかに親近感のある部隊である。

　そのつぼを押さえながら、講談師は巧みに、〝英雄フェリオ王子〟と、〝戦姫リセリナ〟の奮戦を言葉で描いていった。

　一言一句を聞き逃すまいと、聖堂はしんと静まり返り、そこに老人の声だけが響き渡る。

　やがて、内乱は終結した。

　阿片アヘンと女に溺おぼれ、道を誤った第二王子は自決。

　無実の罪で囚とらわれていた政せい務む卿きようや騎士団長ウィスタルも救いだされ、外がい務む卿きようとフェリオも身の潔けつ白ぱくを示す。

　そしてフェリオ王子は、兄のブラドーに王位を預け、これから新しい治ち世せいがはじまろうとしている──
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　聴衆は大だい団だん円えんに満足して、講談師に拍手を送ったのち、席を立ちはじめた。

　彼らを見送りながら、講談師のゴーダ・トレイスは眼めを細める。

　今日の語りも好評だった。日ひ頃ごろはフォルナム神殿の周囲、神しん域いきの街まちで講談師をしているゴーダだが、情報収集と実益を兼ねて、よくこうした出張講演もする。

　王都セイラムには馴な染じみの大きな教会もあり、特に講演がやりやすい。ちょうど今、神域の街に居づらい理由をもつゴーダは、ここで多少の金を稼かせいで、より北のほうへ移動するつもりでいた。

　聖せい堂どうからは、続々と人が出て行く。

　その背を見送りながら、講談を終えて一息をつくゴーダの元に、中年の司し祭さいが歩み寄ってきた。

　その男はこの教会に所属する者で、ゴーダにとっては歳としの離れた友人でもある。

「ゴーダさん。今日も、いい語りでした」

　温和な笑みを見せて労ねぎらう司祭に、ゴーダは会え釈しやくを送る。

「ありがとう。ここはいつも、講談がやりやすくて助かる。声が奥まで響くからな」

「音響効果は抜群です。もっとも、うちの司し教きようの退たい屈くつな説せつ教きようでは、聴衆もあまり集まりませんから──こうしてゴーダさんに使っていただけて、設計者も喜んでいることでしょう」

　司祭はにこにこしながら、さらりと厳きびしいことを言う。

「貴方あなたも口が悪いな。まぁ、年中ごった返している教会など、あまりいいものじゃない。普ふ段だんは人が少ないぐらいのほうが、かえって厳げん粛しゆくさが保たれるものだ」

　苦笑しておいて、ゴーダは演壇に残っていたコップの水を飲み干した。

　その手元に、司祭が一通の手紙を差し出す。

「ゴーダさん。これはたった今、配達人が届けに来たものです。確認を急いだほうがよろしいかもしれません」

　司祭は心持ち、声を潜ひそめて呟つぶやいた。

　ゴーダは手紙を受け取った。

　差出人の名は、シルヴァーナ──

　二人にとっては共通の知人である。さらにゴーダにとっては、本職である錬金術アルケミーの愛まな弟子でしでもあった。

　宛名はゴーダになっている。彼が今日、ここで講談をしていることは、シルヴァーナも承しよう知ちのことだが、明日の朝には旅立つ予定だった。それを考えると、ぎりぎりの手紙には違いない。

　すでに客達は出払っていた。聖せい堂どうに残っているのは、掃除をする神官とゴーダ達だけである。

　フォルナム神殿の系列に属するこの教会は、いってみればフォルナムからの出張機関のようなものだった。ゴーダやシルヴァーナといった〝柱はしら守もり〟達にとっては、連絡の重要な拠きよ点てんでもある。

　すぐさま開封して読み進むうちに、ゴーダは額を叩たたいた。

　手紙に綴つづられていたのは、彼女の苦く境きようだった。

「あの馬ば鹿かめ。神殿騎士にやられて、怪け我がをしたらしい。マゼットの施せ療りよう院いんに担かつぎ込まれて、動けないと──」

　ゴーダ自身は自覚していなかったが、その口調には彼にしては珍しい焦しよう燥そうが滲にじんでいた。

「シルヴァーナが？　それはまた油ゆ断だんしたものですね」

　差し出された手紙を覗のぞき込む司し祭さいもまた、その眉み間けんに皺しわを寄せる。ゴーダは鼻を鳴らした。

「アルセイフの味方をするよう、わしに長老連を説せつ得とくさせたいらしいな。しかし──」

「それは悪い案ではないように思いますが、何か不ふ都つ合ごうでも？」

　司祭が問う。タートムと敵対する北方民族にとって、アルセイフは今のところ、敵でも味方でもない。とはいえ、フォルナム神殿は同どう盟めい者しやであり、その神殿と同盟関係にあるアルセイフもまた、北方民族と利害は一致する。

　ゴーダは唸うなった。

「わしの言葉でどうこうなる問題でもない。長老連にしても迷うところだろう。他国の戦争に介かい入にゆうするとなると、いろいろ面めん倒どうなことにもなりかねん」

「まぁ、面倒なことにはなるでしょうな」

　司祭は簡単に言ってのけ、にっこりと微笑ほほえんだ。

「しかしゴーダさん。面倒なことというのは、何もしなくても──いや、何もしなかったからこそ、持ち上がることも多いものです。ならば我々はできることをすべきではありませんか？　怠たい惰だと傍ぼう観かんが許される状況でもないはずです」

「介入しろと言われるか？」

　司祭のけしかけるような言葉に、ゴーダは嫌な顔をした。司祭は首を横に振る。

「いいえ。それを決めるのは貴方あなたがたです。私はたんに、後こう悔かいせぬよう動くことをお勧すすめしているだけのこと。貴方にもわかっているのでしょう？　タートムとジラーハが今のまま態度を硬こう化かさせれば、北方民族は苦しくなるだけです」

　司祭の言は、街まちに出ている柱守達にはわかりすぎるほどわかっている現実だった。だが、遠く離れたセブラズ山地内の同どう胞ほう達は、まだそこまで危機感を持っていない。シルヴァーナや他の仲間が説せつ得とくしても、なかなか動こうとはしないはずだった。

「──御助言、ありがたく承うけたまわる。だが、長老連への連絡は別の者に任せるしかないな。わしはまず、馬ば鹿か弟子でしを叱りつけに行くとしよう」

　ゴーダはそそくさと背を向けた。

　その様子を見て、司し祭さいが小さく吹き出した。

「そんなに心配なさらなくても大丈夫ですよ。シルヴァーナ嬢の怪け我がは重傷ではないはずです。そんな手紙を書けるくらいですから」

　ゴーダは歩きながら、顔だけを振りかえらせた。

「何を言われるか。別に心配しているわけではない。軽けい挙きよを慎つつしむよう、あれだけ言い聞かせておいたのに──」

「はい、はい。わかりましたから、早くお行きください。荷物は保管しておきますから。定期便の馬車に乗り遅おくれますよ」

　妙な笑いを浮かべる司祭から適当にあしらわれつつも、ゴーダは急ぎ足に教会を出た。

　外はすでに日が落ちかけて、夕方になっていた。

　王都セイラムからマゼットまでは、さほど距離が離れていない。現地に着くのは真夜中になるが、今ならまだ、乗合い馬車の最終便に間に合うはずである。

〝あの馬鹿め。あれほど、神殿のことはしばらく傍ぼう観かんしろと言ったのに──だいたい長老も長老だ。あんな年とし頃ごろの娘をこんな危険な仕事に遣やることが、そもそも……〟

　愚ぐ痴ちの対象をやつあたり気味に設定しつつ、ゴーダは乗合い馬車の停留所に急いだ。

　停留所に着くと、そこにはもう十人ほどの客が並び始めていた。夕刻だけに、そのほとんどは所用で王都に来て、これからマゼットに帰る客である。

　ゴーダは彼らの後から列に加わった。

　埃ほこりっぽい土の上に立って、じりじりとしながら馬車を待つ。

　停留所のすぐ傍そばには、旅人の使う安価な宿があった。

　客らしい青年と宿の者が、その門前で話し込んでいる。馬車を待つゴーダの耳には、聞くともなしに、彼らの会話が聞こえてきた。

「……なんとかなりませんか。どうしても会いたいんです。できれば早いうちに」

「いやぁ、そうは言われましてもねぇ──」

　丁てい寧ねいな口調で問う青年に、宿の者は困こん惑わく気味である。

「実際に城に行って、取り合ってもらえなかったんでしょう？　そうなると、こりゃあもう、私なんぞに聞かれてもどうしようも……」

「いや、たとえば、城内に出入りできる有力商人とかに心当たりはありませんか？　直接の知合いじゃなくてもいいんです、こちらで交渉しますから。私はこの国に来たばかりで、あまり詳くわしくないですから、常識的なことでも教えてください」

　宿の者が唸うなった。

「うーん、心当たりねぇ──あ、そうだ。先日、剣士様がお助けになった騎士様を頼られてはいかがですか？　貴方あなたが担かついでいらしたあの方かたは、その王宮騎士団の一員だと名乗っておいででしたよ」

「え？　それは本当ですか!?」

　青年の声が、驚きのためか大きくなった。

「しまった、名前も聞いていない──御主人、知りませんか？」

「いや、私もお名前までは……気がつかれてすぐに、大急ぎで馬車を拾って出て行ってしまったものですから。一応、宿代と治療費は王宮騎士団に請求しろとのことだったので、つい昨日、取りにうかがったんです。払ってはいただけましたが、それも門前でのことだったので、詳しいことは私にもわかりません。何より城なんて場所は、我々にとっては恐れ多くて……」

　宿の者は申し訳なげに言った。

　青年が疲れたように溜ため息いきを吐つく。

「まいったな。まさかあの人が騎士だったとは──風ふう体ていからして傭よう兵へいだとばかり思っていました。じゃあ、どうにかあの人に会って頼めば、騎士団長の〝ウィスタル氏〟にも会わせてもらえるでしょうか」

　その名を聞くや、盗ぬすみ聞きしていたゴーダは耳をそばだてた。

　騎士団長でウィスタルとくれば、それは北方民族とも関かかわりの深い剣けん聖せい、ウィスタル・ベヘタシオンのことに他ほかならない。

　こっそりと宿のほうを覗のぞき見たゴーダは、そこで硬こう直ちよくした。

（──ウィスタル!?）

　一見して、そう見誤った。

　宿の門前で話している青年は、腰に刀を差していた。

　ウィスタルよりは、だいぶ体が細い。髪は玄げん鳥ちようのような漆しつ黒こくで、その点もウィスタルとはまるで違う。

　だがそれでも、ゴーダにはその青年と、十代の頃ころのウィスタルがだぶって見えた。

　彼のその身にまとった空気が、ゴーダの知るウィスタルと、不思議なほどにそっくりだったのだ。

　青年の歳としの頃は、二十代の半なかばといったところか──

　そのつもりで見ると、顔立ちにもどことなく、共通点があるような気がしてくる。

〝まさか、隠かくし子ごというわけでもなかろうが……〟

　ウィスタルを探しているらしいことからして、無関係とも思えない。

　ゴーダはほんの少しだけ迷って、青年に声をかけた。

[image: ]

「──そこのお若い方」

　すぐに青年が視線を向けた。やや日に焼けた精せい悍かんな顔に、青い眼めが輝いている。まっすぐな眼の光は、いかにも若い剣士らしい。

　──やはり、ウィスタルに似ている。

　ゴーダは内心の動揺を隠かくして、悠ゆう然ぜんと胸を張った。

「すまんな。盗ぬすみ聞きするつもりはなかったんだが──君は、王宮騎士団のウィスタルに会いたいのかね？」

「御老人、知合いなのですか!?」

　青年が慌あわてて列に駆け寄ってきた。宿の者は、これ幸いとばかりに一礼して奥へと引っ込む。

　ゴーダはゆっくりと青年に向けて頷うなずいた。

「左さ様よう。わしとウィスタルは、知合いといえば知合いだ。だがそのことを話す前に、まずは君の素す性じようを聞きたい」

「私は──」

　青年は一瞬、口くち籠ごった。

「──私はハーミットと言います。ウィスタル氏の甥おいです。会ったことはありませんが、父がウィスタル氏に宛てた手紙を、この国まで届けに来たのです」

　ゴーダはその言に驚きつつも、そこで納なつ得とくした。

　甥おいということは、ウィスタルの兄弟の子供だろう。青年の言葉が真実だとすれば、どことなく似ている理由にも合が点てんがいく。

　だが──

　表情には出さなかったが、ゴーダの心にはまた新たな疑ぎ念ねんが浮かんでいた。

　ウィスタルの親しん戚せきということは、彼の国籍も推察できる。

　──ラトロア。

　そこは遙はるか遙か西方の、巨大な国家である。神殿に関かかわる信仰のない、宗教的に断だん絶ぜつした国でもあり、その実態は田舎いなかのアルセイフではほとんど知られていない。

　ゴーダは、ハーミットと名乗った青年の眼めをじっと見た。

　年の功か、信頼していい人間かそうでないかは、だいたいにおいて判断できるつもりである。百発百中とは言わないが、八割程度までは自信があった。

　そのゴーダの眼に、ハーミットという剣士風の青年は、誠実そうに見えた。

「──城に行って、ウィスタルに会えなかったのかね？」

　ゴーダは小声に問う。ハーミットは頷うなずいた。

「はい。残念ですが、門前払いでした。親戚だと言っても、今は無理だの一点張りで──せめて手紙がある旨むねを伝えてくれと頼んだのですが、伝えておくから日を置いて出直して来い、と──手紙を預かるとも言われたのですが、これは会って直接、渡したいのです」

　会えないのは仕方のないことだろう。普ふ段だんならせめてウィスタル当人への連絡ぐらいはしてもらえるはずだが、今は時期が悪すぎる。

　なにせ肝かん心じんのウィスタルは今、アルセイフの城にいないのだ。

　そしてそのことが世間に対しては秘されていることも、ゴーダは知っている。

　今、アルセイフは二つの困難に直面していた。

　その一つ、国境付近でタートムの侵しん攻こうがはじまったことは、明日の発表を待って、王都の国民にも知れわたるだろう。だが、もう一つ──それと並行して起きている異変については、政府側はまだ秘密裏に対たい処しよを進めている。

　ゴーダは独自の人脈をもって、関連する情報をすでに得ていた。

　フォルナム神殿が神殿騎士達に制せい圧あつされたこと。

　その動きに備えるため、近隣に王宮騎士団が派は遣けんされたこと──

　ウィスタルはその指揮官として、上層部以外の誰だれにも知られぬまま、すでに王都を離れた後である。国民の、そして信徒達の不安を煽あおらぬようにと、その派遣は迅じん速そくに静かに進められた。

　この青年がいくら粘ねばったところで、理由は示されず、会うことも叶かなわないだろう。

　ゴーダは、ハーミットという青年を改めて見つめた。

　長い旅を経てきたことは、一目見てわかる。

　精せい悍かんな顔に、旅の疲労は少しも見えなかった。それはつまり、すでに旅を〝日常〟としていることの証明でもある。

〝ラトロアから、アルセイフまでとなると──旅路は半年か、一年か──〟

　通ったルートによっては、あるいはもっとかかったかもしれない。広大なソリダーテ大陸、その中央部を、ほぼ横断したようなものである。

　ただ手紙を届けるためだけに、そんな旅をしてきたとは思えない。何か他ほかにも事情を抱えているのだろう。

　彼がウィスタルの親しん戚せきならば、ゴーダとしてはほうってはおけない。仮かりにそれが噓うそだとしても、何を目的に動いているのか、見定める必要がある。

　ゴーダは素早く決断した。

「……青年よ、ハーミットと言ったな。わしはゴーダという、しがない講談師だ。君が信頼できる人間なら、力になってやりたいが……君のほうは、見ず知らずのわしを信用できるかね？」

「もちろんです。ウィスタル氏に会わせていただけるなら、決してご迷めい惑わくはおかけしません」

　ハーミットは身を乗り出してきた。

　ゴーダは微笑ほほえむ。青年のすっきりとした反応が、かつてのウィスタルとまただぶった。

「奴やつに似て素直だな。よし、わしはこれから、所用があってマゼットの街まちにいかねばならん。道中で話もできるだろう。共に来るといい」

　一瞬、青年はためらう様子を見せた。

「申し訳ないのですが、できれば移動は避けたいのです。せっかく城の前まで来ていますので──」

「ウィスタルは城にいない。世間に対してはまだ伏されているが、奴は任務のために移動中だ。ここでいくら待っていても、当分は会えぬぞ」

　声を潜ひそめて呟つぶやくと、青年はぴくりと反応し、不思議そうにゴーダを見た。

　世間に伏されていることを、どうしてこの老人は知っているのか──そう問いかける視線だった。

　青年が声を潜める。

「……ゴーダ殿、失礼ですが、貴方あなたとウィスタル氏の関係をお伺うかがいしてもよいでしょうか？」

「飲み仲間だ。ついでにいうと、昔は互いに背中を護まもって戦ったこともある。ま、戦友というやつだな。もし一いつ緒しよに来るなら、おいおい話してやる」

　ゴーダは即答した。とりあえず噓はついていない。二十年以上前の飲み仲間でも、仲間は仲間だ。

　ゴーダにとって──いや、北方民族にとって、ウィスタルは身内も同然の恩おん人じんであり、戦友である。アルセイフへの仕し官かん話ばなしさえなければ、ウィスタルは本当に、いずれは北方民族に仲間入りしていたかもしれない。

　道の向こうから、四頭の馬に引かれて、大きな幌ほろ馬ば車しやがやってきた。前に並んだ人々が次々と馬車に乗っていき、ゴーダもその後に続こうとする。

「どうするね。わしと来るか、ここで別れるか」

　問うまでもなく答えは確信していたが、ゴーダは青年ににやりと笑みを向けた。

　青年は、決意を固めるようにして小さく頷うなずいた。

「この馬車へ一いつ緒しよに乗れば、ウィスタル氏に近づくことになるのですよね？」

「少なくとも、ここにいるよりはな」

「それでは、お供ともさせていただきます」

　すでに迷う様子はない。ゴーダのことも、どうやらもう信用したらしい。

　ゴーダは思わず、笑みを漏もらした。

　いざとなれば、剣の腕をもって切り抜けられる──そんな自信もあるのだろう。見たところハーミットという青年も、よく鍛きたえた気配を発している。

　思えば、若き日のウィスタルもそうだった。

　人を疑うことを知らないわけではない。だが人の厚こう意いを信じるにあたって、裏切られることを恐れないのが、ウィスタルの美点だった。

　だからこそ、ゴーダをはじめとする北方民族の仲間たちは、彼に好感を持った。

　昔のことを思いだす。

　ゴーダと初めて会った時、ウィスタルはまだ十代の少年だった。

　その頃ころ、セブラズ山地へのタートムの理り不ふ尽じんな侵しん攻こうに対して、ゴーダ達は必死に戦っていた。

　ウィスタルと、彼の剣の師がふらりと現れたのは、そんな時である。武む者しや修しゆ行ぎようの旅路にあった彼らは、北方民族の名工が鍛えた刀を求めていた。

　客人として遇ぐうするうちに滞たい在ざいが長引き──彼らはタートムを敵に回して、一緒に戦ってくれた。

　ゴーダは憶おぼえている。

　──よく、憶えている。

　まだ少年の面おも影かげを残したウィスタルが、剣をもち、仲間の危機を幾いく度ども救ってくれた、あの姿を──

　今よりも戦いの激しかったあの日々に、戻りたいとは思わない。

　だが、あの日々を経た今だからこそ、ゴーダは平和の尊さを知っている。それはおそらく、ウィスタルも同じことだろう。

「ハーミット。君は剣士のようだが──戦争は好きかね？」

　順番に従って馬車に乗ったゴーダは、隣に座した青年にそう問いかけてみた。

　青年は、ふと険けわしい眼めをした。

「……私の父は政治家でした。〝戦争を嫌った〟政治家です。私は、そんな父のことを誇りに思っています」

　その答えは、ゴーダにとって好ましいものだった。

　そしてゴーダは、彼の答えからある事実を導き出す。

　今、彼は〝政治家〟という言葉を使った──その時点で、彼がラトロアの人間だということは明らかだった。

　王権国家であるアルセイフやタートム、宗教国家であるジラーハなどとは異なり、ラトロアでは民が指導者を選ぶのだ。選ばれた者は政治家となって、国政を主導していく。

　ウィスタルの兄は、そうした立場の人間らしい。

「──そうか。お父上は、もう隠いん居きよの身かね？」

　ハーミットが唇を嚙かんだ。その表情の変化を、ゴーダは奇き異いに思う。

「父は──一年以上前に、殺されました。私は叔父おじであるウィスタル氏に、その死についても伝えねばなりません」

　ハーミットのその答えに、ゴーダはしばし言葉を失った。
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　フェリオ・アルセイフとカシナート・クーガの交渉は、見事なまでの物別れに終わった。

〝囚とらわれの神官達に会わせて欲しい〟というフェリオの要求を、カシナートは即座に突っぱねた。

〝彼らは反はん逆ぎやく者しやであり、取調べが終わるまで外部の人間とは会わせられない〟というのがその理由だが、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな言葉でつけられたその理り屈くつに、フェリオは納なつ得とくしていない。

　神官達は、確かにある意味では反逆者なのだろう。彼らが北方民族に協力していたことは事実である。

　しかしそれでも、ウィータ神殿のやり口は横おう暴ぼうすぎた。

　カシナートの側は結局、〝事はウィータ神殿とフォルナム神殿の問題であり、第三者であるアルセイフに介かい入にゆうされるいわれはない〟との姿勢を崩さなかった。

　外交問題となると、フェリオ一人の権限ではどうにもならない。下手へたにごねれば状況がより悪化する。

　互いに歩み寄ることのないまま交渉は決裂し、まるで時の流れに解決を託すようにして、五日が過ぎた。

　表面上は、何事もなく──

　しかし水面下では、その五日の間にさまざまな動きがあったことを、フェリオもカシナートも承しよう知ちしていた。

　動きの一つは、近郊への王宮騎士団到着である。

　ウィスタルの派は遣けんについては、外がい務む卿きようラシアンも最後まで迷ったらしいが、もしも練れん度どの高い神殿騎士を相手にするとなれば、他の部隊では歯が立たない。

　王宮騎士団が近郊に到着したとの知らせを、フェリオは神殿内の自室で得た。内乱直後に社会不安を煽あおらぬため、表面上は隊商キヤラバンに偽ぎ装そうし、もうすでに神しん域いきの街まちにも潜せん入にゆうしているとのことだった。

　カシナート側には、その動きは名無し達の諜ちよう報ほう網もうによって漏もれているだろう。だが、国民や信徒達にはまだ悟さとられていない。それで充分である。

　人数は、王宮騎士団の精せい鋭えい百名に加え、一般の兵も四百人ほどいるらしい。

　神殿に駐ちゆう留りゆうする神殿騎士の数は六百──もし正攻法で戦えば勝てないが、競せり合あうことは可能だろう。周辺の諸しよ侯こうに要よう請せいし、増ぞう援えんも検討されていることから、時間が経たてば戦力は増えるはずである。

　もちろん可能なら、戦わずに神殿の問題を処理したいのが本ほん音ねだった。

　騎士団到着の報と一いつ緒しよに、フェリオの元にはタートム侵しん攻こうの凶きよう報ほうも届けられた。

　届いた書簡を一読するや、フェリオは顔色を変えた。

　戦せん端たんはまだ開いたばかりで、有利とも不利ともつかない状況だが、すぐにベルナルフォンが一部隊を率ひきいて援軍に向かったらしい。

　予想はしていたことだが、これでアルセイフは国内にフォルナム神殿の問題を抱えたまま、タートムとの戦争をしなければならない。

　本音をいえば、すぐにも国境へと駆けつけたかった。しかし今は、ベルナルフォンと国境の兵達を信頼するしかない。

　フォルナム神殿にはフォルナム神殿で、厄やつ介かいな問題が絡からみ合って山さん積せきしている。

　記憶を失ったウルクの今後。

　ジラーハに反はん逆ぎやくの意志を示したという、神官達の安あん否ぴ。

　タートムと連れん携けいして神殿を混乱させる、カシナートや神殿騎士達の思おも惑わく。

　そして、彼らが保護する来訪者ビジター達の所在──
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「まず何を優先するか決めないと、動きがとれないな」

　神域の街──

　会合場所として借りたサンクレット交こう易えきの支社に、フェリオ達一行は出向いていた。

　目の前には、この難局を共にする一同が揃そろっている。

　神殿内では落ち着いて対策も話し合えない。ここならば、周囲には騎士達の警備もあり、諜報スパイの名無し達でも容よう易いには入れないだろう。

　本来は、大きな商談用の応接室として使われている部屋である。床ゆかには絨じゆう毯たんが、壁には絵画が、天井にはシャンデリアとまではいかないが、吊つり下さげ式の燭しよく台だいが備わっていた。

　今は昼間だけに、中庭に面した窓から燦さん々さんと陽光が注いでいる。

　長机についたフェリオの隣には、来訪者ビジターリセリナと、狩人かりうどのエンジュがいた。正面には騎士団長ウィスタルの巨きよ軀くがあり、その左右には青年騎士のライナスティと女騎士ディアメルが控えている。

　仲間である彼らに向けて、フェリオは隣室に漏もれぬよう小声で囁ささやいた。

「いろいろ考えたんだけど……アルセイフとしては、フォルナムの自治権を守ることがまず第一だと思う。つまり、囚とらわれたレミギウス様達とどうにか接触して、彼らの言い分を聞き、それをカシナート司し教きようの側に認めさせる──これは無理かな？」

「──もし可能なら、それは悪くない方策であろうと思います」

　ウィスタルが厳おごそかに頷うなずいた。銀髪の下の顔は、この難局に対しても悠ゆう々ゆうたる表情を崩していない。

「ただ、フェリオ様もご懸け念ねんのとおり、カシナート司教はなかなかそれを認めぬでしょう。認めさせるためには、いくつかの政治的取引きが必要なはずです。ウルク様の記憶がもし戻れば、あの方を味方につけるもよし、輝石セレナイトの融ゆう通ずうに関して、多少はウィータ側への融通を譲じよう歩ほするのもいいでしょう。また、我々の戦力をもって圧力をかけるのも一策です。最後の案は危険な賭かけになりますが、そうでもしなければ、向こうの妥だ協きようを引き出すことは難しいでしょうな」

　ウィスタルの指摘は、フェリオとほぼ共通していた。

　フェリオは彼から、戦いのこと、戦術のこと、そして政治のことも多少は学んだ。ほとんど教師と生徒の関係だけに、思し考こうが近くなるのも自然なことではある。

　しかしフェリオには、ウィスタルの案に加えて、もう一つの腹ふく案あんがあった。

「──その、妥協を引き出す取引きについてなんだけれど」

　それはウィスタルの前では言いにくいことだった。

　否いな──城内の諸しよ侯こう達に対しても、とても言えないような取引きである。賛さん同どうしてくれるのは、思考が極めて現実的な一部の者達だけだろう。

「ウィスタル。こっちは一つ、カシナート司教の弱みを握っている」

　フェリオは隣のエンジュと目め配くばせをした。

　エンジュは困こん惑わくしたように眼めを逸そらせたが、彼とリセリナに対してはもう、フェリオはその案のことを話してあった。

「ほう。フェリオ様、その弱みとは？」

　首を傾かしげるウィスタルに、フェリオはより声を低くして応こたえた。

「──ラシアン卿きようにも知らせたとおり、カシナート司教は、父上と兄上を殺した〝来訪者ビジター〟達をすでに保護している。来訪者ビジター達のもつ知識が、ラトロアと戦うために必要だかららしい。俺おれ達はそのことを知っているし、リセリナやエンジュっていう証人もいる。この弱みをちらつかせて──彼らを〝見逃す〟代わりに、神殿の神官達を解放してもらう。そういう取引きだ」

　その場の空気が一瞬だけ凍こおりつき、ウィスタルの眼めが不自然に揺れた。

　重い沈黙が訪れた。

　ウィスタルの表情は変わらない。身じろぎさえしない。しかしその巨きよ軀くから、一種の剣けん気きが吹き出した瞬間、両りよう脇わきのライナスティとディアメルがびくりと腰を上げた。

　フェリオは動かずに、真まっ向こうからウィスタルを見み据すえる。

　ウィスタルの眼もフェリオの眼を見ていたが、彼の視線はまた、自らの中にある葛かつ藤とうを見ているようでもあった。

　互いの沈黙は長かった。

　やがてウィスタルが眼を伏せる。その喉のどから、掠かすれるような声が絞しぼり出された。

「──陛へい下かと、殿下の仇かたきを──見逃すと、申されますか」

「そうだ」

　フェリオは決意を込めて即答した。

「カシナート司し教きようがこの要求を飲むとは限らないが、ウィータ神殿も一枚岩じゃないらしい。カシナート司教と対立する勢力に、この情報を流すといえば──考こう慮りよする価値はあると、判断するはずだ」

　フェリオは一枚の羊よう皮ひ紙しを机の上に広げた。

　そこには、この五日の間にフェリオが整理した、カシナート側との和解案が記されていた。

　神じん師し達を解放し、フォルナム神殿の自治権を彼らの元に返へん還かんすること。

　駐ちゆう留りゆうする神殿騎士達を、以前と同じ人数に戻すこと。

　その見返りとして、フォルナム神殿とアルセイフは今後十年間、産出される輝石セレナイトの二割をジラーハへと無む償しようで引き渡すこと。

　その約束が履り行こうされる限りは、ジラーハはこれまで通り、フォルナム神殿の自治に干渉しないこと。

　そして明文化されないもう一つの譲じよう歩ほ内容が、アルセイフは来訪者ビジター達のことを見逃し、知らぬ振りをすることだった。

　輝石セレナイトの二割は大きい。現在でも、フォルナムはジラーハへの税として、二割の輝石セレナイトを引き渡している。この数字が、今後の十年間は四割になるということだ。

　結果だけを見れば、アルセイフが譲ゆずり、ジラーハが得とくをすることになる。ジラーハ側にとっては悪くない収穫だろう。もっとも、フォルナムの完全制せい圧あつに比べれば不ふ本ほん意いな内容に違いない。

　だが、ここがアルセイフにとっての最大限の譲歩であり、またジラーハにとってもどうにか妥だ協きようできるところだろうと思った。

　裏を返せば、アルセイフ側はカシナートに〝国王暗殺犯〟の引渡しを迫ることもできる。カシナートはなんだかんだと言い抜けて応じないだろうが、ジラーハ本国では意見が割れるだろう。それはカシナートも嫌がるはずである。

「来訪者ビジターの件に関しては、もちろん文書化はしない。文書化したら、向こうも困る内容だ。あくまで口約束になるけれど……政治的に考えると、妥だ当とうな和解案だと思う」

　フェリオにしても、それはよくよく考えた末の結論だった。王都へ送ったラシアンの手紙でも、このことは触れておいた。ラシアンからの返答は、フェリオに一任するとのことだったが、〝ウィスタルを説せつ得とくできれば〟という条件もつけられていた。

　そして案あんの定じよう、ウィスタルの顔色は険けわしい。常なら決して出さない、呻うめくような声を彼は漏もらした。

「──しかし、陛へい下かの仇かたきを見逃すことは──そこまで妥だ協きようする必要が、果たしてありますか？　せめてあのかぼちゃ頭だけでも引渡しを要求することも……」

　その声は悲痛だった。

　ウィスタルのラバスダン王に対する忠誠がどれほど厚いものだったか、フェリオは知っている。それはほとんど友情か絆きずなに近かったとも思う。だからこそ、この案をウィスタルに話すことはつらかった。

　だが、復ふく讐しゆうのためにジラーハを敵に回して、アルセイフの国を危機に追いやる選択はできない。

「──ウィスタル。もしあの時、来訪者ビジターに殺されたのが俺おれで、父上が今、この決断をする立場だったら──」

　フェリオは静かな声で諭さとす。

「きっと父上は、今の俺と同じ決断をすると思う。親子の情が薄いとか、そういう理由じゃなくて──王族のもつ国に対する責任は、そういうものだと思う」

　国を守るために、私情を捨てる──それは当のウィスタルからもよく言われていたことだった。

　そのことを思いだしたのか、ウィスタルがわずかに肩を震わせる。

　フェリオは重ねて言いつのる。

「相手と対立を深めて、戦うことは簡単だ。でも、それで実害をこうむるのは誰だれか……普通に暮らしている国民だ。これが個人同士の怨えん恨こんなら、俺も感情に走って復讐するかもしれない。でも俺達には、このアルセイフの民、全すべての生活を預かる責任がある。それに今は、囚とらわれの神官達の命もかかっているんだ。王族の立場だからこそ──私し怨えんを捨てて、譲じよう歩ほしなきゃいけないこともあると思う」

　ウィスタルが言葉に詰まった。

　その表情は硬かたいままで、さして変化はない。だが、内心では激しい葛かつ藤とうがせめぎあっているに違いなかった。

　その葛かつ藤とうに向けて、フェリオは最後の後押しをする。

「わかってくれ。タートムとの戦争を抱えている今、ジラーハとまで戦争を起こすわけにはいかない。そして長年の盟めい友ゆうであるフォルナム神殿を見捨てるわけにもいかない。そのためにできるだけのことをしたいんだ。父上もきっと──それでいいと言ってくれると思う。父上は、国の平和を何より尊そん重ちようした人だったから」

　フェリオはウィスタルを見つめた。

　ウィスタルも、フェリオをじっと見つめる。

　やがてその身からふと剣けん気きが抜けて、ウィスタルはどこか眩まぶしそうな眼めをした。

「──私は、フェリオ様の方針に従います」

　低く、そう呟つぶやいた。

「正直なところ、私自身はまだ割り切れてはおりません。実際に来訪者ビジター──特にあの、かぼちゃ頭を見つけたら、理性を保てるか、わかりません」

　ウィスタルの表情は、まだ硬かたい。

　フェリオと父、ラバスダンの関係は、ごく薄いものだった。だからフェリオは、その仇かたきを取りたいとはいっても、それは息むすことしての義務感によるもので、感情の面では折り合いがついている。

　だがウィスタルは、そうではない。彼は亡なき王の忠臣であり、友人だった。その復ふく讐しゆう心しんをいきなり捨てろと言っても、無理な話だろう。

「ウィスタル──すまない。無理を言っているのはわかる。でも──」

「わかっております」

　ウィスタルが決然として呟いた。

「私の私し怨えんをもって、この国に大乱を起こしたりすれば、それこそ亡き陛へい下かにあの世で合わせる顔がありません。フェリオ様のご決断に従いましょう。それに来訪者ビジターを見逃すことで、神官の方々の命を救えるとしたら──それはきっと、仇を取るよりも尊とうといことであろうと思います」

　ウィスタルはそう言って、やや悲痛な──寂さびしげな微笑を見せた。

　亡くなった王のことを思いだしているのだろう。

　彼自身、剣を復讐の道具として扱うことを、良しとはしていないはずだった。

　フェリオはかつて、ウィスタルから学んだ。

　剣は使う者の心こころ根ねによって、その存在意義を変える。剣士の心が歪ゆがめば、その剣もまた歪む。そして復讐は、心を歪めやすい要素の一つである。

　ウィスタルはこれから、彼の中にくすぶる復讐心を背せ負おい、自分の心と闘たたかっていくはずだった。それはある意味で、剣士としての運命さだめと言えるかもしれない。

　ともあれ、一つの説せつ得とくが実を結んだことで、フェリオはひとまず安あん堵どした。口を挟はさまずに聞いていたエンジュも、隣でほっと息を吐く。

　そしてフェリオは一同を見回し、今後の指針を示した。

「次のカシナート司し教きようとの交渉は、この方針で行く。もちろん、カシナート司教がこの案を聞き入れるかどうかはわからないから、交渉そのものは難なん航こうしそうだ」

「はい。それに先方は、交渉の引き伸ばしを図はかるかもしれませんね」

　ライナスティが悔くやしげに言った。

「国内での混乱が長引くほど、タートムの侵しん攻こうに対する援えん護ごになるはずです。事実、王宮騎士団がこっちにかかりきりになるのは厳きびしいですよ。俺おれ達も国境にいければ……くそっ」

　珍しく猛たけるライナスティに対し、フェリオは神妙に頷うなずいた。

「あぁ。でも国境の防衛に関しては、今はベルナルフォン卿きようと諸しよ侯こうの手しゆ腕わんに期待するしかない。国境が簡単に破れないと知れば、タートムも長期戦の構えになる。そうなったら、カシナート司教もこの和解案に乗ると思う。だからこっちも、多少は長い眼めで考えるつもりだ。それと、ウルクのことは──その後だな」

　フェリオ個人にとっては、ウルクのことは決して小さな問題ではない。だが今は、その私情を抑おさえるべき時でもある。

　ウィスタルもまた、堪たえ難いはずの復ふく讐しゆう心しんを抑えている。

　その姿はフェリオにとっても、見習うべき質のものだった。
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　フェリオ達の方針がちょうどまとまったところで、廊下に複数の足音が立った。

　ノックの音と同時に、脇わきにいたディアメルがすぐ扉ドアを開ける。

「失礼いたします、フェリオ様。お話はもうお済みでしょうか？」

　声をよこしたのは、満面の笑みを浮かべた小柄な中年男である。彼は目もく礼れいと共に、室内の一同に愛あい想そを振りまいた。

　サンクレット交こう易えきの商人、ロセッティである。

　彼は先の内乱の折にもフェリオ達に味方し、補給などの面で功を立てた。現在は、謹きん慎しん中ちゆうの主あるじであるクラウスに代わり、精力的に会社の経営を支えている。

　彼の後ろには数人の使用人がつき従い、それぞれに違った剣を抱えていた。

　ロセッティはそれらを手で示す。

「たった今、例の品が届きまして──いかがいたしましょう？」

　フェリオが頼んでいたそれらの品は、ライナスティらに使わせるためのものだった。

　五日前、来訪者ビジターのパンプキンによって、ライナスティは自らの剣を壊こわされた。来訪者ビジターの不可思議な刃やいばの前では、神しん鋼こうの剣以外は、まるで紙か何かのように断たれてしまう。

　神しん鋼こう製せいの剣は、タートムのザカード神殿で産出される〝火の輝石セレナイト〟がなければ造れない。

　鍛冶かじ師しの技巧が強く反映されるため、中には粗そ悪あく品ひんも多い。一方で、頑がん丈じような逸いつ品ぴんは高価で貴き重ちようなために、なかなか市場にまで出回らない。

　フェリオはサンクレット交こう易えきの力を借り、その逸品を探し出してもらった。

「ちょうどよかった、ロセッティ。たった今、話が済んだところなんだ。さっそく品を見せてもらいたい」

「承うけたまわりました。では、失礼をいたしまして」

　背後に連なった使用人達を、ロセッティが部屋に招きいれる。すぐさま机の上に、五振りの剣がずらずらと並べられた。

　北方民族の扱う刀が一本と、細剣レイピア、長剣が二本ずつ──

　ロセッティが両手をすり合わせた。

「まず、御ご覧らんください。取り急ぎ集めたわりには、なかなかの品が揃そろいました」

　ほう、と、ウィスタルが感かん嘆たんの声を漏もらした。

「これはすべて〝神鋼〟の品だな？　見たところ、質もいい」

「やはりわかりますか。フェリオ様に御依頼いただき、探してきたのです」

　ロセッティは愛あい想そよく応じて、まずは鞘さやも柄つかも無ぶ骨こつな、やや薄汚れた剣を指差した。使い込まれてはいたが、それだけに手に馴な染じみやすそうな印象がある。
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「こちらはジラーハの神殿騎士、その上位の士官に支給されるものですな。神殿騎士の剣は管理が厳重でして、着任と同時に支給され、解任と同時に神殿へ返へん還かんされる規則ですから、滅めつ多たに外へ出るものではありません。士官用ともなれば尚なお更さらです。戦場か何処どこかから流出したのでしょうが、なかなか珍しい品ですよ。拵こしらえこそ無ぶ骨こつですが、それだけに頑がん丈じようです。もちろん刃に損傷はありません」

　鞘さやから滑すべりでた刃は肉厚で、鈍にぶく光を反射していた。その佇たたずまいは、あくまで実用品としての凄すごみを感じさせる。

　ロセッティの指は滑って、次の長剣を示した。こちらは柄つかの部分に精せい緻ちな乙女おとめの裸ら身しんが彫ほられており、前の剣とは打って変わって優美な印象を醸かもしている。鞘の拵えも繊せん細さいで、調ちよう度ど品ひんとして壁に飾れそうな剣だった。

「こちらはタートムの名工、イデリカの作です。これほどの品となると、もはや芸術の域ですが、戦闘用としても素晴らしい出で来き栄ばえですよ。イデリカの剣はこの柄の長さが特徴でして、慣れれば通常の剣より扱いやすいはずなのですが──反面、剣士によっては、この柄が邪じや魔まに感じることもあるとか。好みの分かれる剣ですが、ま、玄人くろうと向けですな」

　商売ゆえか、ロセッティの説明はやや大おお仰ぎようだったが、フェリオもその剣の美しさには心惹ひかれるものを感じた。大言するにふさわしいだけの品でもあり、おそらく価格でいえば、五本の中でも随ずい一いちだろう。

　そしてロセッティの指は、次に二本の細剣レイピアへと移った。

　なだらかな刃が優美な曲線を描き、一見すると実用品には見えない。イデリカの剣は武器であると同時に芸術品だが、こちらはただの芸術品にも印象が近かった。とはいえ神しん鋼こうの刃やいばがついているなら、ただの剣よりもよほど強い武器となる。

「こちらは建たて前まえとして、二本で一組となっております。先日亡なくなった貴族の方かたが秘ひ蔵ぞうしていたもので、右が〝清風の乙女〟、左が〝満月の少女〟と言いまして、作者はラトロアの、ジーク・スピアーという──」

　その名がロセッティの口から出るなり、リセリナがびくりと細い肩を震わせた。

　彼女の眸ひとみが見開かれたのに気づいて、フェリオもその名を思いだす。

　リセリナと初めて会った時に、彼女が口にした義父の偽ぎ名めいの数々──その中に確か、〝ジーク・スピアー〟という名前があった。

「ロセッティさん！」

　リセリナが弾はじかれるようにして席を立った。突然のことに、ロセッティは説明の言葉を止めて眼めをしばたたかせる。

「その人──ジーク・スピアーっていう人は、ラトロアにいるんですか!?」

「は、はい？」

　リセリナの勢いに驚いて、ロセッティが身を引く。

　彼女はすかさず詰め寄ろうとしたが、フェリオが慌あわててその体を押し留とどめた。

　リセリナの肩を両手で摑つかみ、フェリオはゆっくりと耳元で諭さとす。

「落ち着け、リセリナ。そんなに興奮したら、ロセッティだって説明に困る」

「あ──す、すみません」

　リセリナが吐と息いきを漏もらし、しゅんとなって頭を下げた。しかしまたすぐに顔をあげ、今度は真しん摯しな眼まな差ざしでロセッティを見つめる。

「ロセッティさん、教えてください。その、ジーク・スピアーっていう人は──」

　その眸ひとみに宿った、真剣な──あまりに真剣な光に戸と惑まどいながら、ロセッティは丁てい寧ねいに応こたえはじめた。

「はぁ……えぇと、ジーク・スピアーという方かたは、私も素す性じようはよく知らないのですが、スピアー工こう房ぼうという鍛冶かじ場ばを仕切り、自分は意い匠しようを担当して職人達を雇やとい、数々の名品を生んだ方です。こちらでは無名ですが、ラトロアでは名が知られていたようで、他に別名で交こう易えき会社も運営していたとか──伝説に近い眉まゆ唾つばな話もいろいろありますが、まぁ、百五十年程前の粋すい人じんですな」

　ロセッティは淀よどむことなくすらすらと言った。

　リセリナは眸を震わせる。

「……百、五十──年前……？」

　年代を理解するや、リセリナがふっと肩の力を抜いた。

　人違いだということは、フェリオにもわかった。

　リセリナの父親が行方ゆくえ不明になったのは、彼女がこの世界に来る二ヶ月ほど前だったと聞いている。フォルナム神殿にはそんな時期の来訪者ビジターの記録はないが、あるいは他ほかの神殿の御柱ピラーから現れた可能性はまだ残っていた。

　だが、対象が百五十年も昔の人物では、重なるはずもない。

「……ただの同姓同名、ですね」

　リセリナが残念そうにぽつりと呟つぶやき、深ふか々ぶかと一礼した。

「大声を出してごめんなさい。私の勘かん違ちがいでした。探している人の名前と同じだったので、つい──」

　溜ため息いきの混じったその声に、フェリオは彼女の寂さびしさを見た気がした。

　来訪者ビジターとしての彼女が、この世界に来たばかりの時、まず気にしたのが父親の行方だった。この世界に来ているという保証もないが、もし来ているとしたら、なんとかして会わせてやりたいと思う。

「左さ様ようですか──見つかるといいですな。もしお役に立てることがありましたら、我々にもご相談ください」

　ロセッティは同情するように言ってから、再び剣のほうへと視線を戻す。

　残った最後の一本は刀である。フェリオが持つのと同じような、細ほそ身みのしなやかな刀だった。

「で、こちらが──」

　その説明の矢先に、ウィスタルが割り込んだ。早くも鞘さやから刀を抜き出し、その刃をじっと見つめている。

「これはわかる。北方民族の鍛うった刀だ。見たところ拵こしらえも新しいし、この波打つような刃は紋もんは──カイシュウの作だな？」

　ロセッティが驚きに眼めを丸め、軽く手を叩たたいた。

「さすが、御ご明めい察さつです。まさに希き代たいの名工、カイシュウの作さく刀とうでございます。これらの剣の中では、細身ながらもっとも強きよう靱じん、かつ輝石セレナイトの効果を存分に生かした名刀ですな。他の四本は探せば見つかる品ですが、こればかりは巡り合うのに運が必要かと存じます。ま、刀は遣つかい手ての数が少ないですし、これは時代の新しい品ですから、価格の面ではイデリカの剣に譲ゆずりますが、その真価は決して劣おとるものではありません」

　いかにも商人らしい大おお袈げ裟さな売り文句かと思えば、ウィスタルがしきりに頷うなずいていた。さきほどまでの沈ちん鬱うつな表情が和やわらぎ、彼は刀を懐なつかしそうに見つめている。

　フェリオも卓テーブルの上から、その刀を覗のぞき込んだ。

　なるほど、刃の模も様ようはなめらかに波打ち、いかにもよく斬きれそうな気配を放っている。かつて自分がウィスタルから貰もらい受けた刀と、その様子はよく似ていた。

「ウィスタル、ひょっとして──？」

　気づいたフェリオを誉ほめるように見て、ウィスタルが頷いた。

「はい。私がフェリオ様に差し上げた刀も、カイシュウの作でございます。あれは変わり者でして、気に入った相手にしか刀を鍛たぬことで有名でした。私は諸国を武む者しや修しゆ行ぎよう中に知り合いまして、鍛ってもらえましたが……この刀も、おそらくカイシュウが気に入った者のために鍛ったのでしょう。ロセッティ殿、この刀の元の持ち主は？」

　ウィスタルが問うと、愛あい想そのいい商人は苦にがい笑みを見せた。

「はぁ、残念ながら、売り手ははっきりしているのですが、遣い手のほうは不明でして──実はこの刀、こちらから探したわけではなく、何年か前に買取り依頼で偶ぐう然ぜんに転ころがりこんできましてね。貴き重ちような品ですから、あえて望まれるお客様が来るまではと、王都の本社に移して保管していたのです」

　ロセッティは頭を搔かいた。

「もともと持ちこんだのは、この神しん域いきの街まちに住む、ゴーダ・トレイスという講談師の老人です。生活費の足しにしたいから買ってくれと──私もその場にいたのですが、いきなりこんな名刀を見せられて驚きましたね。盗とう品ひんじゃないかとさえ疑って、老人にどこから入手したのか聞いたのですが、物置にあったのを適当に持ってきただけだからよくわからんと──買取りを拒きよ否ひしてよそに持っていかれてもあれですから、ありがたく引き取らせていただいたのです」

　ウィスタルがにやりと笑った。何か心当たりがあるらしい。

「──なるほど。そういうことならわかる。ともあれ、これはよい掘出し物ですぞ、フェリオ様。少しくらい高くとも、購あがなっておいて損はありません」

　と、ウィスタルが言えば、

「高くとも、とは心外です。他ほかならぬフェリオ様のご依頼ですので、決してあこぎな値段はつけません。物が物ですから、さすがにただとは参りませんが、精一杯のところで商あきないをさせていただきます」

　答えるロセッティも抜け目がない。どうにも憎にくめない男だった。

　フェリオは苦笑混じりに頷うなずいた。

「どのみち、来訪者ビジター相手には神しん鋼こうの武器がどうしても必要だし、神殿騎士達に対しても有効な武器になる。ここにあるのは全部買わせてもらいたい。代金の請せい求きゆうは、城のほうにまわしておいてくれ」

「はい。お買上げありがとうございます。では、どうぞこのままお持ちください」

　ロセッティはにこにこと応じた。フェリオは続けて彼に言う。

「それと、これよりは質が落ちてもいいから、神鋼製の武器や防具をできるだけ集めておいて欲しいんだ。王宮騎士団にも持たせたい。数と予算はラシアン卿きようやアゴール卿と相談してくれ」

「は。実はそちらはすでに、ラシアン卿より承うけたまわっております。五日でこれだけの品を集められたのも、そういう事情でして──まぁ、神鋼の剣は、一度手にした者は、なかなか手放しませんので──おまけにタートムとジラーハが頻ひん繁ぱんに回収を続けておりますから、アルセイフ国内ではなかなか手に入りません。両国と関係のない他国の商人達にも声をかけ、少しずつ集めているところです。しばらくはお時間をいただけますよう」

　ロセッティは深ふか々ぶかと頭を下げ、満面の笑みを見せた。

　クラウス・サンクレットが、彼を商人として重ちよう用ようした理由が、フェリオには少しわかった。ロセッティには、商売の話をするときに嫌味がないのだ。あくまで低姿勢に、義理堅く筋を通しながら、肝かん心じんのところでは抜け目がない。短期間でこれだけの品を揃そろえた手腕も頼たのもしい。

　敏びん腕わんの商人を労ねぎらい退出させた後で、フェリオはライナスティに向き直った。

「で、ライナスティは、どれを使う？」

「いや、フェリオ様……ほんとにいいんですか？　こんな高級品を」

　ライナスティは恐おそる恐おそる、卓テーブルの上に手を伸ばした。

　神鋼の武具は、ジラーハやタートムではまだ手に入り易やすいが、アルセイフでは珍しい。ロセッティも言ったことだが、両国からの持出しも制限されているため、国内では貴き重ちような品だった。

　同じ神鋼の武具でも、一般の神殿騎士が持つようなランクの低い品なら、多少の貯金があれば手が出ないこともない。

　だが今、机の上にあるような高級品となれば、剣一本の値段で、一家族が五年から十年は楽に暮らせる。つまりは、裕ゆう福ふくな貴族が見み得えのために持つような品でもある。

　珍しく遠えん慮りよがちなライナスティに、フェリオは〝何をいまさら〟とばかりの微笑を送った。

「もしまた来訪者ビジターと戦う羽は目めになったら、神しん鋼こうの剣がないと太刀たち打うちできない。遠慮なんかしないで、使つかい勝かつ手てのいいものを選んでくれ。そのために用意してもらったんだ」

「う、うーん──じゃあ、この神殿騎士の士官用の剣を──」

　ライナスティはそれぞれの剣に視線を動かし、そのうちの一本に手を伸ばした。

　この中ではまだ安そうな品を、とりあえずとばかりに選んだ様子である。

　それを遮さえぎったのは、団長のウィスタルだった。

「いや、おまえにはこっちがいい」

　彼が脇わきから渡した別の剣は、イデリカの剣──それは神殿騎士の剣よりも優美で、拵こしらえも立りつ派ぱな逸いつ品ぴんだった。

　ライナスティはおっかなびっくり、その品を手に受け取る。

「だ、団長？　いや、これはさすがに──」

「柄つかがこれぐらい長い方が、おまえの剣の使い方に合っている。それに神殿騎士の剣よりは軽いから、速さも期待できる。得とく意いな突きを生かすのにもちょうどいいはずだ」

　ウィスタルは淡たん々たんと言ったが、ライナスティは若じやつ干かん、頰ほおを引きつらせた。

「本気ですか……？　これ、この中じゃ一番高いような気がするんですが──」

　乙女おとめの彫ちよう刻こくといい拵えといい、一いつ介かいの騎士が持つような品でもない。それこそ王族が持っていそうな剣である。

　ウィスタルが首を横に振った。

「ライナスティ。剣の値段など、あってないようなものだ。自分に合う剣を手にいれる機会があったなら、その機会をわざわざ逃すのも馬ば鹿からしいだろう。おまえにはそれがちょうどいい」

「いえ、腕前のほうが、剣に負けている気がして仕方ないんですが……」

　ライナスティは冷や汗まで浮かべていた。

　彼も剣士である。剣をじかに持ってみて、その出で来き栄ばえに圧倒されたらしい。先日までライナスティが愛用していた安物の剣に比べれば、確かに雲うん泥でいの差さではある。

「まだ未み熟じゆくと思うならば、これからその剣に恥じぬ剣士になればいい。今後の研けん鑚さんを欠かさぬことだ」

　ウィスタルがそう諭さとすと、ライナスティはようやく頷うなずいた。

　イデリカの剣は造りこそ優美だが、本来は壁に飾って鑑賞するような物ではない。作者が武器として打った剣を、そのまま武器として使うだけのことである。

「じゃあ、ディアメルにはこっちの細剣レイピアがいいか」

　ライナスティの剣が決まったところで、フェリオは〝清風の乙女〟と紹介された細剣レイピアを手にした。手にしてみると、思ったよりもさらに軽い。

　ディアメルが眼めをしばたたかせた。

「私には自分の剣がありますが──」

「いや。フェリオ様の護ご衛えいとして、おまえも神しん鋼こうの品を一つ持っておいたほうがいい。いざという時に役立つ」

　ウィスタルにそう言われて、ディアメルもおずおずと剣を手にする。その頰ほおが年とし相そう応おうの娘らしくほころんだ。

「ありがとうございます。大切にいたします」

　フェリオに向けて、ディアメルは珍しく、はにかむような笑みを見せた。服や装飾品よりも、剣を貰もらうほうがよほど嬉うれしいという、やや変わった娘である。

「大切にしてくれるのは嬉しいけれど、あくまで実用品だからな。ちゃんと使って、早く慣れてくれ。それに少しくらい乱暴に扱っても、壊こわれるような品じゃないはずだ」

　フェリオは応こたえておいて、対ついとなるもう一本〝満月の少女〟を、リセリナに差し出した。

「リセリナは、こっちを使うといい」

　騎士達が剣を得る様さまを微笑ほほえましげに見守っていた彼女は、ディアメル以上に驚いた様子でフェリオを見た。

「え？　でも私は、剣を使えませんが……」

「うん。今は強しいて使う必要もないかもしれないけれど……今から持って慣れておくのは、悪いことじゃないと思う。その腕うで輪わから伸びる刃は、いつまでも使えるものじゃないんだろう？」

　来訪者ビジターが装備した腕輪の力──それを使うには、マテリアルコアという特殊な石が必要らしい。それがいつまで保もつのか、フェリオは知らない。

　できればリセリナには、剣など持って欲しくない。それどころか、戦いの場にさえいて欲しくなかった。

　だが、彼女はイリスという来訪者ビジターに命を狙ねらわれている。望むと望まざるとに関かかわらず、身を守る武器はいずれ必要になるだろう。

　フェリオのその意を察さつしたのか、リセリナはおずおずと細剣レイピアを受け取った。

「──わかりました。これから、練習してみます」

　そして剣をしげしげと見つめながら、彼女はぽつりと呟つぶやく。

「あの──時間のあるときに、使い方を教えていただけますか？　私、こういう剣って使ったことがなくて、よくわからないんです」

　フェリオは困こん惑わくして、首を傾かしげた。

「教えるのは無理かな。俺おれもまだ修しゆ行ぎよう中ちゆうの身だから──でも、練習相手にはなれると思う。俺もできるだけ毎日、訓練はしているから、時間を合わせて一いつ緒しよにやろうか？」

「はい。よろしくお願いします」

　律りち儀ぎに頭を下げるリセリナは、嬉しそうに頰を染めていた。

　フェリオは一瞬、どきりとした。

　同じはにかむような笑顔でも、ディアメルのそれとは何かが違っていた。

　反射的に眼めを逸そらしてから、フェリオは自問する。

（……この間のことを、俺おれもまだ引きずっているのかな）

　つい五日前に、リセリナは昇しよう華か状態に陥おちいった。その時はフェリオにじゃれついて、朝まで離れなかったが──フェリオの側も、困こん惑わくしたのは確かである。

　最初にリセリナと出会った時は、まだ彼女のことを少しも知らなかった。そんな状態で甘あまえられても奇き異いに思うだけだったが、今は互いに気心も知れている。気き恥はずかしさは、前回の比ではない。

　包帯を巻くときもできるだけ肌を見ないようにしたし、フェリオ自身にやましいことは何もない。

　ただ──ずっと平常心でいられたかというと、さすがにそうでもない。人肌の温かさに眠ってしまったが、眠るまでの間は赤面しっぱなしだった。

　あの日あたりから、リセリナの態度もどこかよそよそしかったり、逆に急に親しげになったりと、妙な波がある。

　そしてフェリオの側でもつい、彼女を見ては、あの夜のことを思いだしてしまう。

　ぎこちないのは自覚していたが、日が経たてば互いに、元に戻るはずだった。

　長机に残った神しん鋼こうの剣は、神殿騎士の剣とカイシュウ作の刀だった。

　ライナスティがその両方を手に取る。

「フェリオ様。この二本は、とりあえず持ち主を決めずに保管しておきますか？」

「そうだな──いや、神殿騎士の剣は、グラムに贈おくろう。体格的にもちょうどいいはずだ」

　王宮騎士グラムは、神殿の状況を王都へ知らせた際に、その使者となった騎士である。彼は道中でカシナートの配下と思おぼしき者に襲われ、傷を負いながらも使いの任を果たした。

「任務のために怪け我がまでしてもらったんだ。幸い、命に別状はなかったらしいし、そのうち復帰できそうなんだろう？」

　フェリオが問いかけると、ウィスタルが苦にがい笑みを見せた。

「確かに、復帰はじきに可能でしょうが──あの男、受け取るかどうか」

「何か問題でもあるのか？」

　ウィスタルが肩を竦すくくめた。

「グラムは今回のことを、えらく悔くやしがっています。刺し客かくに囲まれたところを通りがかりの剣士に助けられ、本人は意識を失って手近な宿屋にまでわざわざ運んでもらい、眼が覚めたらその恩人はもういなかった──と。この有あり様さまでは、褒ほう美びなど受け取らぬと突っぱねそうな気がしますな」

　ウィスタルが今言ったことは、フェリオもついさきほど、知ったことだった。その恩おん人じんの素す性じようは不明らしいが、もしその人物がいなければ、グラムは命を落とし、使者の任も果たせず、王宮騎士団の到着は遅おくれていたことだろう。

　フェリオは眼めを伏せた。

「いや、グラム一人に行かせたのは俺おれだ。今思うと、刺し客かくが来るのを予想できていたのに──最低でも他の騎士と二人いれば、切り抜けられたかもしれない」

「しかし使者の人数を増やせば、フェリオ様の警護も薄くなりますし、その後の連絡にも支し障しようが出ていたはずです。一人のほうが早いと言い張って、その上で油ゆ断だんしたのはグラムの不ふ覚かくです。少なくとも、本人はそう思っていることでしょう」

　ウィスタルは笑いながら言った。笑ってはいても、グラムの頑がん固こさとその気質を、彼は高く買っている。なればこそ、ウィスタルは傭よう兵へいあがりの彼を騎士団に抜ばつ擢てきした。

　フェリオはしばらく思し案あんした。グラムの性格は、自分もよく把は握あくしているつもりである。

「じゃあ、俺からの褒ほう美びとかじゃなくて、ウィスタルからの見舞いってことにして、機会を見て渡してくれ。この剣はグラムに向いていると思うし、彼が命を張ってくれたことは確かなんだから。グラムが自分の不覚を恥じるのもわかる気がするけれど、受け取る資格はあると思う」

「は。承うけたまわりました」

　ウィスタルが請うけ合あい、頭こうべを垂たれた。

　最後の一本は刀である。

　フェリオは狩人かりうどの少年に視線をやった。

「どうする？　もしエンジュが剣の練習をするなら──」

「いや、王子、気持ちは嬉うれしいけど、俺は弓専門だ。練習する気もないし、まだ家臣でもないのに、こんなにいい刀は貰もらえない」

　エンジュは訥とつ々とつと答えた。その声は誠実で、特に遠えん慮りよしている様子でもない。

　その脇わきでウィスタルが頷うなずいた。

「フェリオ様。弓と剣とでは、必要とされる筋肉や感覚がかなり違います。双方を使いこなすことも、もちろん可能ではありますが──エンジュのように弓の腕が突出している場合、剣を使うようになると、鍛たん錬れんの時間も削けずられ、かえって弓の腕を損そこなうことにもなりかねません。この刀は当面、フェリオ様の予備としてとっておいてはいかがですか？　そもそも刀を扱う剣士自体が、このアルセイフにはそう多くありません。今、無理に持ち主を決めることはないでしょう」

「わかった。じゃあ、王宮騎士団の方で預かっておいてくれ」

　フェリオはひとまず、ウィスタルのその提案を受け入れることにした。

　そして、今後に関する一通りの話し合いが済み、フェリオとリセリナ達が神殿へ戻ろうとした時のこと──

　打ち合わせの場として借りていたサンクレット交こう易えきの支社に、とある珍ちん客きやくが訪れた。
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　辺へん境きようにしては、そこは大きな街まちだった。

　そこかしこに建つ石造りの建築物も立りつ派ぱで、高くそびえた鐘しよう楼ろうなどには、確かな建築技術も感じられる。

（東方の蛮ばん族ぞく──か）

　ラトロアで一般に広がる認識が、いかにずれたものだったか、ハーミットはこの一年の旅路で身をもって実感していた。

　なんのことはない。ラトロアを出れば、他の国ではラトロアより西の民のことを〝西方民族〟などと呼こ称しようしていた。つまりは互いが互いのことを知らぬままに侮あなどっていただけで、そのあたりには政治的な思おも惑わくも見え隠かくれしている。

　ある土地には、瀕ひん死しの患かん者じやを的確に治療する天才的な医者がいた。

　またある土地には、何度見ても種タネを見破れない、不思議な手て品じなを使う芸人がいた。

　哲学者、科学者、錬金術師アルケミスト、風ふう水すい師し、鍛冶かじ師し、神官、農民、商人、貴族──さまざまな立場のさまざまな人々とこの旅路で出会い、別れてきた。

　当初の目的を忘れてしまいそうになるほど、その旅は新鮮な驚きに満ちていた。

　国が変わり、風土が変わり、住む人々が変わるたびに、ハーミットは不思議な感動を覚えたものである。

　この世界がいかに広いか。

　そしてこの世界では、いかに多た彩さいな人々が、それぞれの人生を抱えて生きているか。

　旅はハーミットを変えた。おそらくは、よい方向に。

　今、ハーミットは親切な老人に連れられて、ようやく目的の人物に辿たどり着こうとしている。

　一年に及ぶ旅路の先に着いたのは、フォルナム神殿、神しん域いきの街まち──

　そこは〝大地の輝石セレナイト〟を産出する、この世界でも有数の豊かな土地だった。

　豊かさとは物量ばかりではない。旅をしてハーミットが知った豊かさとは、そこに住む人間が幸福を感じているか否いなかと、密接に関かかわっていた。

　金や食糧が唸うなるほどあっても、心の貧まずしい人々もいた。そうした時、ハーミットの眼めに、彼らは決して豊かそうには見えなかった。

　しかしこのアルセイフという国の民は、おおむね幸福そうに見えるのだ。

　国に入った当初は、まだ暗部が見えていないだけだろうとも思った。これまでに見た神殿のある土地では、物量こそ豊かでも、人の心に歪ゆがみの多い印象もあった。

　しかし、この国は、どうやら例外的な存在らしい。王族による施し政せいが良心的であり、さらに土地が豊かなため餓うえることがない。

　民の気質は自然と穏おだやかになり、街まち並なみにはいかにも平和そうな印象が漂っていた。

　いい国だと、素直にそう思う。

　ラトロアを捨てた叔父おじがこの国に住んでいるのも、そうした部分に魅み力りよくを感じたからかもしれない。

「ハーミット、ここだ。ここがサンクレット交こう易えきの支社でな」

　講談師の老人、ゴーダが、表通りに面して長く続く石壁を指差した。

　背を伸ばし手を掲かかげても届かないほど高い壁が、ずっと先まで続いている。

　構えだけを見ると、貴族の邸てい宅たくかとも思えた。だが、広い表門は大きく開け放たれ、馬車と人が多く出入りをしている。

　石いし畳だたみの上に立つ門番に気安く片手を上げ、ゴーダはその前を通過した。

「先の内乱の折に、サンクレット交易は微妙な役回りを演じてな。主あるじであるクラウス卿きようは第二王子側に、そしてその腹ふく心しんの商人だったロセッティ氏は第四王子側についた。結果的には第四王子が勝って、クラウス卿は謹きん慎しん処分となり、サンクレット家は評判を落としたが──ロセッティ氏のおかげでサンクレット交易のほうは安あん泰たいだ。上手うまく立ちまわったと、周囲の商人達はやっかんでおるよ」

　ゴーダは小声で囁ささやき、やや人の悪そうな含み笑いを漏もらした。ハーミットは興味深くその言を聞く。ゴーダの語るアルセイフに関する知識は、ハーミットの耳には新鮮でおもしろい。

「そういう縁があるから、第四王子を支持するウィスタルも、しばらくの間、ここに滞たい在ざいすることになっている。おそらく社内にも騎士達が潜せん伏ぷくしているのだろう。さっきの若い門番も、あるいはその一人かもしれんな」

　今日のゴーダは饒じよう舌ぜつだった。

　マゼットの街で弟子の見舞いを済ませてからというもの、彼の機嫌はすこぶるいい。ハーミットは病室に入らなかったが、彼の錬金術アルケミーの弟子はまだ若い娘で、騒そう動どうに巻きこまれ怪け我がを負ったらしい。

　ゴーダはその娘のことがよほど心配だったようで、交流のごく浅いハーミットにも、彼の安あん堵どはよくうかがえた。

　石畳の敷かれた門道を抜け、ゴーダはずかずかと社内に入っていった。

　正面には巨大な円柱が連なり、その中央に、格こう子し状じように硝子ガラスをはめた大きな扉ドアがある。

　建物そのものは年代を感じさせたが、同時に清潔感もあった。

　夏でもあり、その扉ドアは開け放たれていた。

　社屋に入ると、一面に絨じゆう毯たんが敷かれていた。正面には来客用の受付があり、その周囲を商人達が忙せわしげに行き来している。活気のあるその光景は、ラトロアの商人達ともさほど変わらない。

　受付には、二人の若い娘が座っていた。

　ゴーダはにこやかな笑みをたたえ、彼女らの前に立つ。

「失礼する。わしは講談師のゴーダ・トレイスという者だ。こちらに王宮騎士団のウィスタル・ベヘタシオン殿どのが滞たい在ざいしているはずだが、ゴーダが会いに来たと、伝えてもらえるかね？」

　受付の娘は、まだ幼さの残る顔を不思議そうに歪ゆがめた。

「申し訳ありませんが、そのようなお客様はいらしておりません」

　やや甲かん高だかい声で応こたえる。

「……ほう。来ていないか。とすると、どこかで追い抜いたかな」

　ゴーダがわざとらしく頭を搔かいた。

　一方でハーミットは、素早く周囲に視線を走らせる。

　ウィスタルの名を出した瞬間──受付から離れた場所で立ち話をしていた商人達が、数人ほど、妙な剣けん気きを発した。

　よくよく見れば、彼らも剣を携帯している。隊商キヤラバンを守る理由で、剣を持つ商人自体は珍しくないが──商人にしてはやや、その体たい軀くが鍛きたえられ過ぎていた。

　ゴーダが穏おだやかな微笑を見せた。

「すまんな、ハーミット。ウィスタルはまだ着いておらんそうだ」

「……ゴーダ殿。こちらの商人達には、やけに剣の達人が目立つようですが」

　小声で囁ささやき、ハーミットは腰にした刀に指先を添そえた。商人達は視線を逸そらしていたが、その注意が自分とゴーダに向いていることが、ひしひしと伝わってくる。

　ゴーダが笑って、小声に呟つぶやいた。

「そこは気づかぬ振りをしてやれ。それと剣は抜くな。ややこしいことになるからな」

　ハーミットの指摘を、ゴーダはあっさりと認めた。

　王宮騎士団の騎士達が、ウィスタルを護ご衛えいするため、商人に変装している──つまりはそういうことらしい。

　少し心得のある者が見れば、すぐにわかる状態ではある。それほど隠かくす気もないのだろう。サンクレット交こう易えきを利用する他の商人や客達に対して、威い圧あつを与えないための変装なのかもしれない。ウィスタルがいないという噓うそも、ゴーダの身元を警戒してのことに違いなかった。

「まさか無む理り矢や理りに押し入るわけにもいかんな──では、ここでしばらく待たせてもらおうか」

　ゴーダがその場に腰を下ろすと、受付の娘が慌あわてて机の脇わきにまわった。

「こ、困ります。そんなところで！」

「じきにウィスタルが通りかかるだろう。奴やつがわしを一目見れば、それがなによりの証明になる」

　ゴーダがわざと大きな声で言ったことに、ハーミットは気づいた。周囲の騎士達に聞かせているつもりらしい。事実、すぐに何人かが、両りよう脇わきの広い階段から二階に上がっていった。

　ウィスタルは、上の階にいるのだ。

　それを横目で見て、ゴーダがにやりと頰ほおを緩ゆるませた。

「ハーミット。もうじき会えるぞ。君の叔父おじに」

　老人の言葉に、ハーミットは我知らず胸が熱くなるのを感じた。

　一年の旅路を思い返すと、その日々が今のこの時につながっていると実感できる。

　ハーミットはしばし眼めを閉じると、逸はやる心を抑おさえるように、大きく深呼吸をした。
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　サンクレット交こう易えきの敷地を正面に見張る空き部屋には、屈くつ強きような男達が集つどっていた。

　窓際には二人の男が張り付いている。

　彼らに見張りを任せて、他の十人ほどの男達は、思い思いに座り込んでいた。

　その全員が、神しん鋼こうの胸当てと剣を装備している。

　彼ら──神殿騎士達が見張っているのは、サンクレット交易の様子だった。

　ついさきほど、神殿を出たフェリオ王子達の一行が、その中に入っていった。

　尾び行こうした神殿騎士達にとって、そこまでは予想できたことである。支社の門前が監かん視しできるこの空き部屋を借りたのは、ほんの数日前だった。以来、二人ほどが交代で常じよう駐ちゆうし、監視の眼を光らせていたが、フェリオ王子の外出に伴ともなって他の騎士達も訪れてきた。

　だから部屋にいるほとんどの騎士達は、フェリオ達が帰れば、その後をつけて神殿に戻る者達である。

　狭せまい中で息苦しいのも、わずかな間のことと我が慢まんして、騎士達は息を潜ひそめていた。

　フェリオ王子とサンクレット交易の関係は、先の内乱で強く結ばれている。この神しん域いきの街まちで、フェリオ達が拠きよ点てんとできるような場所は、他ほかにそれほど多くない。

　司し教きようのカシナートからは、彼らの行動を監視して報告するだけで、特に手出しをするようには言われていなかった。

　だが、団長のベリエからは──また別の指示を受けている。その指示について果たせるかどうかは、相手次し第だいだった。

　狭い空き部屋に密集し、男達は退たい屈くつなひとときを過ごしていた。

　王子達一行が入ってから、しばらくして──

　その支社に、彼らの求める顔が訪れた。

　窓から遠とお眼鏡めがねを覗のぞいていた若い騎士が、あ、と驚きの声をあげる。

　彼の眼に見えたのは、見覚えのある老人と、見知らぬ剣士風の青年だった。

「おい、あの老人は──？」

　騎士が遠とお眼鏡めがねを同僚に渡すと、その男も唸うなった。

「──間違いない。手配書にある柱はしら守もりの爺じじいだ。前に講談でも見たことがある」

　部屋の奥にいた別の騎士が、身を乗り出してきて笑った。

「へぇ。あの爺は神しん域いきの街まちから逃げ出したと聞いていたが、まさか戻ってくるとはな」

　フォルナム神殿の柱守──つまり潜せん伏ぷくしている北方民族の姓名は、来訪者ビジター達が奇妙な技を用いて神官から聞き出した。

　容よう姿しが不明の者もいるにはいるが、その老人──ゴーダ・トレイスは、すでに面めんが割れている。

「一いつ緒しよにいるもう一人の若い男は誰だれだ？」

「わからんが、北方民族の仲間かもしれん。おい、隣にいる副団長殿どのに伝えて来い」

　隣室では、副団長のリカルド・バーゼスが仮か眠みんをとっている。彼を起こしに一人が走り、見張りの騎士達は、ばらばらと動き出した。

「やっぱり出るのか？」

「あの王子がいるところで、こっちから揉もめ事ごとを起こすのはまずい気もするが……」

「ここで逃すのも馬ば鹿からしいだろう。団長からも、もし〝柱守〟の連中を見かけたら、何をおいてもとっ捕まえろと指示されている。見つけておいて見逃しましたじゃ、団長の雷かみなりが俺おれらに落ちるぞ」

「じゃあ、出てくるのを待って行くか」

「裏口から逃げられる可能性もある。それにもし王子達と合流されたら、俺達だけじゃ余よ計けいに手が出しにくい。多分、副団長も──」

　騎士達が話す最中に、隣室の扉ドアが軋きしみながら開いた。

　副団長、リカルド・バーゼス──隣室に待たい機きしていた青年騎士は、口元を引きつらせるようにして、無言で嗤わらっていた。

　すでにその剣は、鞘さやから抜かれている。

「──ほら、やる気だ」

　呟つぶやいて、神殿騎士は遠眼鏡を机に置いた。

　その場にいる神殿騎士達は十数人。

　それぞれに視線を交わして頷うなずき合い、彼らはぞろぞろと部屋を出て行った。
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　サンクレット交こう易えきの正面玄関では、受付の娘があたふたとゴーダの腕をとっていた。

　ゴーダは座り込んだままである。

「おじいさん、立ってください。そんなところに座り込まれたら、私が怒られちゃうんです。お待ちいただくなら、せめて奥で──」

「いやいや、お嬢さん、お気き遣づかいなく」

「気遣いじゃなくて、困るんですってば！」

　孫のような歳としの受付嬢をからかいながら、ゴーダはふと聞こえた不ふ穏おんな足音に耳を澄ませた。

　石いし畳だたみを踏む軍ぐん靴かの音が、いくつも重なって駆けてくる。

　傍かたわらに立っていたハーミットが、その眼めを据すわらせ、刀の柄つかに指を添そえた。

　ゴーダも眉まゆをひそめ、扉ドアのある側を見つめる。

　警備の者達の制止する声を振り切って入ってきたのは、黒い胸当てを装備した十数人の騎士達だった。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんにずらずらと連なり、たちまち入り口を封ふう鎖さする。

　支給品である神しん鋼こうの武具で装備を統一した姿は、一見して神殿騎士と知れた。

　騎士達の先頭に立った青年騎士が、座り込むゴーダを一目見るや、朗ろう々ろうたる声を張る。

「騒ぐな、神殿騎士団の者だ。北方民族、ゴーダ・トレイス！　ウィータ神殿に対する敵対行為により、今ここで召めし捕とらえる！」

　思わずゴーダは額を押さえた。

　フォルナム神殿騎士団の副団長、リカルド・バーゼス──性格と女おんな癖ぐせの悪さで有名だが、厄やつ介かいなことに剣けん腕わんもそれなりにある。

「ふむ──シルヴァーナだけでなく、わしの名と顔まで漏もれていたか」

　舌打ちして腰をあげ、ゴーダは受付の娘を安全なほうへ突き飛ばした。少女は転ころげるようにして、机の影に隠かくれる。

　誰だれが口を滑すべらせたのかはわからないが、カシナートの側には柱はしら守もりの情報がかなり流れているらしい。連絡経けい路ろもほとんど潰つぶされ、今のゴーダ達はまともに諜ちよう報ほう活動もできない。弟子でしのシルヴァーナが無理をして神殿に忍しのび込んだのにも、そのあたりに一いち因いんがある。

　ゴーダもかつては剣をとって戦った身である。老いたりとはいえ、相手が一人二人ならばどうにでもなるが──さすがに人数が多い。

　周囲には変装した王宮騎士団の者達もいたが、ゴーダは護ご衛えいの対象ではない。どうしたものかと判断に迷っている様子で、頼たよりにはできそうもなかった。

　神殿騎士達の側は、変装した王宮騎士団に気づいていないのだろう。知っていれば、もっと人数を揃そろえてきそうなものである。

「捕らえなさい！」

　部下の騎士達に向けて、リカルドが指揮の声を張った。

　ゴーダは懐ふところの薬くすり瓶びんを確認する。錬金術師アルケミストなりの護ご身しん具ぐとして、シルヴァーナと同じように、彼もいくつかの薬品を携帯していた。だが、しばらく前にシルヴァーナがそれを使って危機を脱したばかりである。同じ手にすんなり引っかかるほど、リカルド達も愚おろかではないだろう。

　剣を抜いた騎士達が、薬品を警戒しながら、じりじりと距離を詰めてくる。

　包囲に穴はない。

　ゴーダは傍かたわらのハーミットに告げた。

「ハーミット、ここは押さえるから、君は先に逃げろ。わしと一いつ緒しよのところを見られた以上、君にも嫌けん疑ぎが及──」

　ハーミットは、ゴーダの言葉を遮さえぎり、その前に歩を進めた。

「ゴーダ殿どの、一つ問います。彼らに捕まりたいですか、それとも、ここでは捕まりたくはないのですか」

　ハーミットが、ぽつりと問いかけてきた。

　声はいたって冷静である。状況が摑つかめていないわけでもないだろうが、少しも臆おくした様子はない。

　ゴーダは笑った。この青年の厚こう意いは嬉うれしいが、十人以上の神殿騎士となれば、これはいかにも相手が悪い。

「むろん捕まりたくはないし、これから抵てい抗こうするつもりだがな。だが、君が剣を抜く必要はない。これはわしと連中の問題だ。巻き込まれると後々が厄やつ介かいだぞ」

「捕まりたくないのであれば──微び力りよくながら、助すけ太刀だちをつかまつります」

　ゴーダの言葉を無視して、ハーミットがすらりと刀を抜き放った。

　神しん鋼こうの品ではない。良い刀ではあったが、ゴーダの見たところは、よくある一般の刀に過ぎなかった。

　ハーミットの剣けん気きが増したのに気づいて、ゴーダは焦あせった。この状況で彼が戦えば、彼も罪人扱いにされかねないが、さすがにそれは申し訳がない。

「おいおい、君は──」

「ゴーダ殿。貴方あなたは正しいことをしているがゆえに、こいつらに狙ねらわれている──違いますか？」

　ハーミットが問う。ゴーダは首を横に振った。

「事の善悪はさておき、君は無関係だろう。いいかね、君にはこいつらを敵にまわす理由がない。余よ計けいなことに首を突っ込む理由も──」

「理由ならあります」

　ハーミットが微笑を見せた。

「私は貴方に恩おんがある。それを返す、絶好の機会と見定めました」

　ゴーダは言葉に詰まった。

　青年の気配に、憶おぼえのあるものを感じた。

　かつて北方民族の土地を訪れた、二人のラトロアの剣士──

　一人はまだ若い少年の剣士で、もう一人は彼の師だった。

　二人は共に仲間となって、タートムと戦ってくれた。

　その二人の姿が、不意にゴーダには思いだされた。

　ハーミットが、すっと刀を片手で構える。

　半はん身みとなってその場に立ち、静かな声を紡つむいだ。

「神殿騎士のお歴れき々れき。まず私がお相手を──」

　ハーミットの言葉が終わらぬ間に、駆けてきた騎士の剣が突き込まれた。問答無用の初撃を、ハーミットは涼すずしい顔で受け流した。

　刀捌さばきには、さして力が籠こもっていない。水が流れるように柔やわらかな動きで、騎士の勢いをあっさりと殺していた。

　騎士が呆ぼう然ぜんと眼めを見開く。

　続けざまに、周囲から他の騎士達が殺さつ到とうした。

　ハーミットは退ひかない。逆に一歩二歩と前に踏み出し、その刃を一振り二振りと、華か麗れいに振り回した。

　──速いことは速い。だが、少しも力が籠もっているようには見えず、それはただの剣けん舞ぶにも似ていた。

　そのハーミットが、数歩を歩いた後に──

　最初に飛びかかった神殿騎士が、その場にがくりと膝ひざをついた。

　後から突っ込んだ騎士は四人。

　うち二人の手からは剣が零こぼれ落ち、残り二人は倒れ伏す。

　舞うような太刀筋に、ゴーダは眼を疑った。

　ハーミットは平然と立っている。血がどこにも流れていない状況を見ると、どうやら刀の峰みねで相手を打うち据すえただけらしい。

　太刀筋は見えたが、いつ、騎士を打ち据えたのか──それがわからない。

（この男──）

　そう戦せん慄りつしたのは、ゴーダばかりではない。神殿騎士達の気配がそこで変わった。

「……何者だ、貴き様さま」

　騎士の一人が苦にが々にがしげに問う。ハーミットは眼光鋭するどく彼らを睨にらんだ。

「名を名乗ってもわからぬでしょうし、せめて礼を尽くす相手にでなければ、名乗る気はありません。貴方あなたがたの味方でないことは確かです」

　ハーミットは騎士に対して半身となり、白はく刃じんを片手で構え直す。

　五人もの騎士がたちまちに打ち倒されたことで、彼らはより慎しん重ちようになった。

　副団長のリカルドが、険けわしい眼まな差ざしでハーミットを見据えた。

　十五人いた騎士達は五人が倒され、すでに十人となっている。まだ数的な優位は彼らにあったが、ただの一瞬で流れはハーミットが握った。

　青年の剣士は、容よう姿し通りの涼すずやかな声を張る。

「──退ひきなさい。その程度の戦力で、私をどうこうすることはできません。そして私がいる限り、この御老人にも手出しはさせません。貴方あなたがたの剣はあまりに歪ゆがんでいる。私は──そのような剣に、負けはしません」

　威い圧あつするハーミットに対抗するように、リカルドが一歩前に出た。

　口元は嗤わらっていたが、その眼めは怖こわいほどに据すわっている。ゴーダはごくりと唾つばを飲んだ。

「──なるほど。腕に自信がおありのようだ。だが、ここまで虚こ仮けにされて黙っているほど、私も人間が練ねれていません」

　リカルドが薄く笑い、剣を構えた。

　ハーミットは動かない。切っ先をぴたりとリカルドに向けたまま、その動きを見守っている。あしらった他の騎士達のようにはいかない相手だと、彼も察したらしい。

　リカルドは、じりじりと間ま合あいを詰めていく。

　二人の剣けん気きに圧おされて、周囲の騎士達は声を発さない。

　ゴーダもまた、声を出せずに固まっていた。

　空気の流れもが止まったような静せい寂じやくが、しばらく続く。

　数歩の距離を保って、リカルドがぴくりと立ち止まった。

　睨にらみ合うこと、数すう瞬しゆん──

「──そこまでだ！　双方、剣を納めろ！」

　高らかに大だい音おん声じようが響き渡った。

　両者の張っていた緊張の糸がぷつりと切れて、互いの剣は触れ合わぬままに静止する。

　ゴーダが声のしたほうへ視線を向けると、二階に続く大階段の踊おどり場ばに、一人の少年が立っていた。

　彼の声が、広い正面玄関の隅すみ々ずみまで響く。

「この騒そう動どうは、アルセイフ王家の名をもって、このフェリオ・アルセイフが預かる！　まがりなりにもここは、アルセイフの貴族、クラウス・サンクレットが主あるじを務める交こう易えき会社だ。この敷地はつまりサンクレット家の領有地であり、神しん域いきの法ではなくアルセイフの法が適用される場所でもある。その地で、なんの断りもなくこのような騒動を起こすとは──リカルド卿きよう！」

　公的な立場に立ってのフェリオの声は、殊こと更さらに凜り々りしく響いた。

「このことは、カシナート司し教きようの指示か!?　もしそうであれば、アルセイフはその真しん意いを質ただすべく、しかるべき手順を踏むが──」

　リカルドが露ろ骨こつな舌打ちをした。

「──いいえ。指名手配の犯罪者を発見し、ここに追い詰めたまでのことです。アルセイフ側への敵意はありません。もっとも──その犯罪者を、貴方がたが庇かばうとなれば、それは当然、我々の自治権に関する干渉として取り扱うことになります」
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　段上を見上げるリカルドの眼めは険けわしい。

　見下ろすフェリオの側も、厳きびしい顔をしていた。

　両者の間に敵意が交こう錯さくするのが、ゴーダにも見て取れた。

　いかにも剣けん吞のんな空気である。さきほどまでとはまた質の違った緊迫感が、その場を支配していた。

　階段の踊おどり場ばから、フェリオがゴーダを見た。その王子の背後には、ウィスタル・ベヘタシオンの姿もある。彼もなんともいえない苦にがい顔で、事の成り行きを見守っていた。

　ゴーダは気まずい思いに駆られた。どうやら自分は、とんでもない迷めい惑わくの種たねとなってしまったらしい。

「フェリオ王子。我々は彼らを追ってきただけです。捕らえていって構いませんね？」

　リカルドの問いに対して、フェリオはしばらく考え込んだ。

　ほんの数秒、沈黙が訪れる。

「──わかった。それでは──」

　そしてフェリオは緊張の面おも持もちで、一ひと際きわに大きな声を張った。

「王宮騎士団の騎士達に告ぐ！　そこの老人と青年を、神殿騎士団に代わって、当方で〝拘こう束そく〟しろ！」
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　司し教きよう、カシナート・クーガの執しつ務む室しつには、フォルナム神殿騎士団団長のベリエと、増ぞう援えん部隊の長おさであるレーヴェとが、揃そろって訪れていた。

　黒こく衣いの大男と金髪の女騎士は、それぞれ見苦しくない程度に衣服を整えている。特にレーヴェの側は、女性士官用の地味な服装ではありながら、首飾りで飾った胸元を広く開け、ちょっとした娘らしい艶あでやかな印象を醸かもしていた。

　カシナートは彼らに椅子を勧すすめながら、自らは執務机に座った。

　二人の騎士を正面に据すえ、カシナートは机に肘ひじをつく。

「眼めの具合は、もうよろしいのですか？」

「俺おれもレーヴェもすっかり治った。問題ない」

　ベリエが鷹おう揚ように肩を竦すくめて答えた。

　二人とも、数日前に錬金術師アルケミストの娘を追い詰めた際、閃せん光こうを発する特殊な道具に眼をやられた。ここしばらくは具合がおかしかったらしい。

「あの小こ娘むすめ──次に会ったら、切り刻んでやる」

　さして怒りを表すこともなく、ベリエは淡たん々たんと呟つぶやいた。それはつまり、今の言葉が紛まぎれもなく本気であることを意味する。こうした時のベリエはカシナートでも怖こわい。

　その怒りが自分に向いていないことは幸いだったが、彼の暴走は警戒すべきだろうと思う。

「それで、今日はなんの御用です？」

　カシナートは、机に置いた書類の束たばを眺めながら問いかけた。

　椅子にふんぞりかえったベリエが、すっと眼を細める。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞く。いつ、戦争をはじめる気だ？　俺はそろそろ待ちくたびれているんだが──」

　カシナートは内心の不快感を隠かくし、表面上は穏おだやかに応こたえる。

「ご期待に添そえず心苦しいのですが、ここでの戦争は回かい避ひできるはずです。もちろん、ベリエ司し祭さいが戦いくさを求めていることは知っていますから、私と一いつ緒しよにウィータ神殿へと戻り、その後、西方か南方の前線へ部隊を率ひきいてもらうことになるでしょう」

　ほう、と、ベリエが笑った。

「ありがたい話だ。だが──ここでの戦争を回避するとは、どういう了りよう見けんだね？」

「アルセイフとの間に今、戦せん端たんを開くのは、得とく策さくとはいえません。つい先日、本国から連絡が届きました。ラトロアの動きが活発です。西方のキャルニエ神殿にも兵を送りたいこの時期に、東方に割さく戦力が惜しいのです。貴方あなたの戦列復帰も、この動きに伴ともなう決定だと思ってください」

「──そいつは、おかしくないか？」

　ベリエが指先で髭ひげをしごいた。

　同じ騎士団長のレーヴェは、ベリエの隣で沈黙を守っている。彼女は神殿騎士の中でも、上官の指示をより遵じゆん守しゆする性格だった。カシナートの閥ばつに近い人間でもあり、その意味では、ベリエよりも扱いやすい騎士である。

　ベリエは静かな──しかし、底に悪意を感じさせる声を紡つむいだ。

「カシナート。タートムはこれからアルセイフを侵しん略りやくする。おまえはその動きを援えん護ごする──そうだな？」

　カシナートは頷うなずいて、机の上に指を組んだ。

「はい。そのつもりで、このようにフォルナムを制せい圧あつしました。あとは反乱の意を示した高位の神官達を、ウィータへと護ご送そうし、下位の神官達のうち、従う者は神殿に残して、残りを周囲の教会に引き取らせるだけです」

　カシナートはおおまかな戦略を説く。

「ジラーハがアルセイフに出兵するとなると、間にサンフェデルを挟はさんで兵を出さねばなりません。サンフェデルは応じるでしょうが、そのための戦せん費ぴも馬ば鹿かになりません。あとのことは、タートムに任せればいいでしょう。我々は神殿を制圧したわけですから、もう充分なことをしたはずです」

「馬鹿を言え。タートムだけじゃ、この国はもう倒せんよ。少なくとも、今後十年くらいはな」

　ベリエが吐き捨てるように言った。カシナートは目許をひそめる。

　彼の指摘は、カシナートの判断とは食い違っていた。

　ベリエは犬歯を剝むく。

「来訪者ビジターに殺された皇太子、あれがそのまま王位を継ついでいたら、タートムだけでも倒せたかもしれん。レージクとかいう第二王子が政権をまとめていた場合には、倒す必要すらなかった。だが──今の体制は、手て強ごわいぞ。これからのことを考えると、このアルセイフという国は、長年の戦争で疲ひ弊へいしたタートムより怖い相手になるかもしれん」

　そう告げられるや、カシナートはぴくりと眉まゆを跳ねさせた。

　──記憶を失わせる前のウルクも、同じようなことを言っていた。

〝このアルセイフは、タートムよりも、ずっと強い国です〟──カシナートを相手にそう言い切った時の、ウルクの強い眸ひとみは、まだ印象に残っている。

　ベリエが視線で凄すごみを利きかせる。ウルクとはまるで質の違う強さだが、彼は彼なりにカシナートを威い圧あつしていた。

「正直に言おうか、カシナート。俺おれは先の内乱が、たったの数日で終わるとは思っていなかった。どちらかの勢力がもう少し馬鹿だったら、必ず長期戦になって、この国に大きな傷きず跡あとを残し、タートムの侵しん攻こうを容よう易いにしたはずだった。だが、現実にはどうだ？　さほど被害が出ていないどころか、あの乱をきっかけに徴ちよう兵へいが進み、諸しよ侯こうがまとまりだし、切れ者の外がい務む卿きようが強い発言力を持つ新たな指揮系統が確立された。あのフェリオって第四王子も曲者くせものだ。若い指導者ってのは、時に理り不ふ尽じんなほど民心を惹ひきつける。街まちの講談師どもも、その人気を煽あおって焚たきつけているらしいじゃないか。あの王子を象しよう徴ちよう的てきな存在として、民までが団結したら──フォルナム神殿を抱えるこの国は、東方でもっとも厄やつ介かいな国になるぞ」

　ベリエは珍しく饒じよう舌ぜつに語った。椅子に座ったその巨きよ軀くが、心なしかより大きく見える。

「いいか。この国が寝ていたのは内乱の前までだ。タートムの奴やつらが小こ細ざい工くをして揺さぶったせいで、今はちょうどいい具合に起きつつある。まだ兵の調ちよう練れんが済んでいないから、今のところはまだ寝ね惚ぼけ眼まなこだが──これから数年先には、危険な存在になることは疑いない。その認識はあるのか？」

　ベリエの指摘を否ひ定ていも肯こう定ていもせず、カシナートはただ眉まゆ根ねを寄せた。

「しかし──本国では、アルセイフのことはもうタートムに任せるべきとの判断が主流のはずです。すでに我々はフォルナムの実権を把は握あくしつつある。さらに欲張って直接に兵を出し、侵しん略りやくに参戦するとなれば、これは私の一存では──」

　ベリエが嚙かみ付くように顔を突き出した。

「いまさら何を言っている。だったら、あの王子のほうから喧けん嘩かを売らせるように仕し向むければいいだろう。アルセイフの側から宣せん戦せん布ふ告こくされれば、ジラーハの奥にいる老人共だって受けて立つはずだ。そのための努力を、お前は放ほう棄きする気か？」

　ベリエの好戦ぶりに、カシナートは辟へき易えきした。

　カシナート自身は、今のアルセイフにジラーハが派は兵へいする必要性を特に感じていない。自分達はフォルナムを抑おさえておき、後は国境を接するタートムに任せればいいと思っている。それだけで、援えん護ごとしては充分だろう。それで侵しん攻こうが失敗するようなら、タートムもその程度の国ということになる。

　ジラーハ本国からアルセイフまでは距離もあるし、間に他国を挟はさんでいる。ラトロアという脅きよう威いを西側に抱えている今、この距離を越えてアルセイフに侵攻するだけのメリットはあまりない。レーヴェの連れてきた増ぞう援えん部隊程度ならば、あと二つ三つは用意できるが──本格的な侵攻となれば数万単位の兵力が必要となり、そこまでいくと対ラトロアの軍略にも支し障しようをきたしかねない。

　しかしベリエにそんな理を説いても、納なつ得とくはしないだろう。彼は現場の人間で、要は戦いたいだけである。

　仕方なくカシナートは、この場をなだめるために噓うそをつくことにした。

「……わかりました。貴方あなたの案は、本国に戻ってから掛け合ってみましょう。ともあれ、今はまだ穏おん便びんに──」

「甘あますぎるぞ、貴き様さま」

　ベリエが一言で断じた。カシナートの言葉を、その場しのぎと看かん破ぱしたのだ。

　これにはカシナートも鼻はな白じろんだ。さすがに無礼と聞き咎とがめて、隣のレーヴェが仲ちゆう裁さいに入る。

「ベリエ司し祭さい、落ち着いてください。カシナート司し教きようも掛け合うとおっしゃったではありませんか」

　窓から差し込む日差しの下で、ベリエはにやりと嗤わらった。その笑みの下に、ぞっとするような暗い気き迫はくが満ちている。

「俺おれは落ち着いているぞ。この男の認識の甘あまさを指摘しているだけだ。カシナート、おまえは賢かしこい奴やつだが、いくつか大きな勘かん違ちがいをしている。タートムはおまえが思うほど強い国じゃない。連中は飢うえているだけだ。そしてアルセイフは、以前はともかく、今はおまえが思うほど弱い国じゃない。この国の連中は、争あらそう必要がないから争わずに生きてきただけだ。今はまだ、比較すれば確かにタートムのほうが強い。だが──あと数年もすれば、その差はおまえが思うほど歴れき然ぜんとしたものじゃなくなっているだろう。今の時点でさえ、もしもジラーハがアルセイフ側についたら、タートムを滅ほろぼせる程度の差だ。そして逆に、もしアルセイフとタートムが結びついたら、俺達ジラーハも危ないかもしれん。こいつはあり得ない仮か定ていだがな」

　カシナートは溜ため息いきで応じた。こうなるとベリエは厄やつ介かいである。なまじ戦争に関する鼻が利きくだけに、無視することもできない。

　アルセイフという国がもつ潜せん在ざい力りよくは、カシナートも決して過か小しようには評価していない。ジラーハやタートムと比して、国土こそさほど広くないが、この国は土が豊かなために飢き餓がが存在しない。男おと手こでのほとんどが兵役に出で払はらっても、おそらくは農業を維持できる。その強みがどれほどのものかを知るからこそ、タートムもアルセイフの土地を強く求めている。

「ベリエ司祭。では私に……どうしろと？」

　ベリエが唇の端を引きつらせた。

「なに、単純なことさ。おっぱじめればいいんだよ。ここで、戦争を」

　ベリエは立ち上がり、カシナートを見下ろした。机に両手をつき、獣けものが獲え物ものを見定めるような様子で身を乗り出す。

「さっきも言ったが、本国の偉えらいさん達の眼めがあって、こっちから喧けん嘩かを売りにくいなら、向こうから売ってくるように仕し向むけることだ。あの王子さんを挑ちよう発はつして、怒らせればいいんだろう？　簡単さ。人ひと質じちになっている馴な染じみの神官を五、六人、むごたらしく殺してやればいい。なんならリカルドあたりをけしかけて、女の神官を犯おかさせるか？　ああいう子供の王子さんなら、それだけで即座に激げつ昂こうするだろうよ」

　カシナートは目め頭がしらを押さえた。

　神殿騎士達のこういうところは、彼らの強みでもあり欠点でもある。良心がないことは頼たのもしい反面、時に上官としては御ぎよしにくい。

「──それはいささか、乱らん暴ぼうではありませんか？　相手がいかに謀む反ほん人にん達とはいえ、貴方あなたがたの汚お名めいがさらに際きわ立だつことにもなりそうですが──」

「信しん教きよう監かん査さ院いんだって、裏で似たようなことはやっているはずだ。いまさら、善人ぶる気か？　本国に連れて行った後で、どうせ処しよ刑けいする連中だろうが」

　カシナートは首を横に振った。

「失礼。手段を責せめる前に言うべきでした。そもそも私は現状、ジラーハがアルセイフにあえて出兵する必要性を感じていません。これから先、考えが変わる可能性はもちろんありますが……」

　机についたベリエの両手に力が籠こもり、その眼めが底光りした。

「いいか、カシナート。何度も言うが、俺おれは戦争がしたいんだよ」

　声は笑っている。

「戦争、けっこうなことじゃないか。タートムの連中にも恩おんが売れる。東方の他の国々に対しても、ジラーハを怒らせると怖こわいってことを再認識させるきっかけにもなる。この神殿の支配だって安あん泰たいだ。少しばかり戦せん費ぴがかさんだって、悪くない利益があがると思うね、俺は」

　カシナートも席を立った。

　ベリエの威い圧あつを受け流すようにして窓際に寄り、毅き然ぜんとして声を出す。

「費用対効果の試算は済んでいます。アルセイフに関しては、可能ならタートムだけに侵しん攻こうさせたほうがいい。今の段階でなら、ジラーハにもアルセイフ侵攻に割さける余よ剰じよう兵力がありますが──ラトロアの動きが、予想よりも早く活発になってきています。数年以内に西方国境での戦いが本格化すれば、アルセイフに構かまう余よ裕ゆうはなくなるでしょう。さきほども申し上げましたように、その戦費も馬ば鹿かになりません。あまり本国を手て薄うすにすれば、ラトロアに隙すきを見せることにもつながります」

　ベリエがにやりと笑った。

「政治家らしい受け答えをするようになったな、カシナート」

　その皮ひ肉にくを、カシナートは受け流す。

「ベリエ司し祭さい。何事も騒そう動どうを起こさなければ、貴方あなたの望みどおり、西でも南でも、戦乱のある地を次の任地にして差し上げます。ここの後任をレーヴェに任せれば、貴方が早い時期に前線に赴おもむくことは充分に可能でしょう。それでは不満ですか？」

「いいや、不満などとんでもない」

　即答して、ベリエは両手を挙げた。

　声の変質に気づいて、カシナートは振りかえる。

　一瞬前の表情とは打って変わって、ベリエはもう穏おだやかな微笑を見せていた。その素早い変へん貌ぼうは不気味ですらある。

「意見は言うが、もちろん俺はおまえに従うよ。神殿上層部の中では、おまえはかなり、俺とうまが合うからな。仲良くさせてもらおう」

　さきほどまでの凄すごみはどこへやら、冗じよう談だんめかして言う。

「──ご理解いただけて、なによりです」

　肩かた透すかしを食ったような思いで告げると、ベリエは大きく頷うなずき、くるりと背を向けた。

「なに、俺おれも言ってみただけだ。おまえが乗り気になるようなら、そのほうがよかったんだが……まぁ、慎しん重ちようさは一つの美び徳とくだろう。特に政治畑の連中にとってはな」

　軽い口調でわかったようなことを呟つぶやき、ベリエはそのままあっさりと部屋を出て行った。

　カシナートは妙にすっきりとしないまま、その背を見送る。

　あれだけ嚙かみついてきたにしては、ベリエの引ひき際ぎわは不自然なほど潔いさぎよい。

　後に残ったレーヴェも、気味が悪そうに閉まった扉ドアを見ていた。

「──不自然でしたね」

　カシナートの言葉に、レーヴェも小さく頷く。

「……カシナート様。これは余よ計けいなことかもしれませんが……先日、シルヴァーナという娘に出し抜かれた際のことが、ベリエ司し祭さいの怒りを余計にあおっているのです。私ももちろん腹を立てましたが、ベリエ司祭の怒り方には、見ていてぞっとするものがありました。何も言わず、殺気だけをあたりに振りまいていて……出すぎたことを申し上げますが、危険な兆ちよう候こうと思います」

　レーヴェの言は、珍しく歯切れが悪い。

　彼女は腕の立つ騎士である。その腕前ゆえに、ベリエの怖こわさもわかっている。

　獅し子しの聖せい女じよを恐れさせるベリエの怖さとは、たんに戦闘力のことだけではない。上官を上官と思わず、自らの信念だけで行動するベリエは、神殿内でも厄やつ介かい者もの扱いである。好戦的な性格にも関かかわらず前線から外されたことにも、その資質が影響していた。

　カシナートは深く息を吐き、首を横に振った。

「難しい方かただ。しかし、ここは堪こらえてもらわないと困ります。レーヴェ、貴方あなたのほうで気づいたことがあったら、報告してください。私もできるだけ本国を急せかして、ベリエ司祭の望む赴ふ任にん地ちを決めてもらいます。いざ戦場が定まれば、司祭の腹の虫も多少は治まるでしょう」

　カシナートの依頼に一礼で応こたえて、レーヴェも部屋を出て行った。

　二人の騎士が去ると、カシナートは隣室に待たい機きさせていた腹ふく心しん、ヴェルジネ司祭を呼んだ。

　神官姿が清せい楚そな彼女は、ジラーハの有力神官の娘でもある。

　共にアルセイフへ来た歳としの近いウルクとは、長く意識し合う関係だったが、カシナートにとっては、ウルクは政敵であり、彼女は味方だった。

「ヴェルジネ。今から本国に、ベリエ司祭の人事に関する催さい促そくの手紙を書きます。往復にかかる日数が恨うらめしいですね」

　カシナートが言うと、ヴェルジネは怜れい悧りな顔を少しだけ微笑ほほえませた。あまり笑わない彼女だが、カシナートにだけは時折、こうした柔やわらかい顔も見せる。

「名無し達に急がせます。鳥を使って連絡地を経けい由ゆさせれば、確実さには欠けますが、手紙は人よりも遙はるかに早く届きますわ」

　ヴェルジネの言葉を受けて、カシナートはふと思う。

　もしも、鳥の早さと人の正確さを兼ね備えた連絡手段があるとしたら──それはおそらく、純粋な戦力とはまた違った意味で大きな力になる。

　あのタートムが、〝玄げん鳥ちよう〟を操あやつる北方民族相手に長く苦戦を続けているのには、そのあたりにも一いち因いんがあるのだろう。

　カシナートは改めて思し案あんした。

　北方民族とフォルナム神殿、アルセイフ、タートム──この四者の関係性は、古来からあまり変わっていない。ジラーハは最近になって、タートムの味方としてそこに介かい入にゆうをはじめた。

　その行動は、政せい略りやくとして正しかったと判断している。

　だが──最良の手段であったかと問われれば、今のカシナートはより深く思案せざるを得ない。介入をはじめて現地に来てから、やっと見えてきたことも幾つかある。

「……カシナート様。ウルク司し祭さいのことをお考えですか？」

　沈黙したカシナートの意を、ヴェルジネは別の意味に受け取ったらしい。

「彼女をあまりアルセイフに長居させるのも、不安ではありませんか？　本国の神しん姫きも、ウルク様のことを御心配されていることでしょう。先にそろそろ送り出してはいかがでしょうか」

　ヴェルジネは控えめにそう提案したが、カシナートは首を横に振った。

　もうしばらくここに残りたいというウルクの希望を、カシナートは聞き入れた。

　──聞き入れざるを得なかった。

「体調が悪いと言われては、仕方もありません。アルセイフとジラーハの間にはセブラズ山地があります。体調が優すぐれないままで、あの地帯を無理に旅させるのは、さすがに忍しのびないでしょう」

「……仮け病びようではないのでしょうか？」

　ヴェルジネが首を傾かしげる。

　カシナートは頷うなずいておいた。

「たとえそうであっても──彼女は記憶を失っているとはいえ、神姫の妹です。体調が悪いというのを無理に送りだせば、後々の問題になりかねません。幸い、今は来訪者ビジターの少女と一いつ緒しよに行動しているようですし、我々や来訪者ビジター達と一緒にジラーハへ戻ってもいいでしょう」

　ウルクがここに残った理由自体も、どうやら来訪者ビジターの少女にあるらしい。シアという名のその子供を、今のウルクは傍そばに置いてしきりに可愛かわいがっている。

「──わかりました。あの賢さかしらだったウルク司祭も、すっかり従じゆう順じゆんになられましたから、それでもよろしいかと思います」

　ヴェルジネはカシナートに逆さからわない。提言はするが、彼女はいつもカシナートの決断を支持する。

　ウルクとヴェルジネは、どちらも良家の出で歳としが近いせいで、何かと比較されてきたらしい。記憶を失った今のウルクに対する彼女の感情には、複雑なものがあるのだろう。

　だがカシナートにとっては、女神官達の軋あつ轢れきなどは他人ひと事ごとだった。

「ウルク司し祭さいのことはさておき──ヴェルジネ。フォルナムの神官の方かた々がたはいかがお過ごしですか？　逮たい捕ほされて五日目、そろそろ頭も冷えて、我々に従う方かたが出てきてもよさそうなものですが──」

　ヴェルジネは眼めを伏せ、大きく吐と息いきをついた。

「御老人が多いだけに頑がん固こです。いえ──物腰は柔やわらかく、聞けば多くのことには素直に答えるのですが──肝かん心じんの筋すじを曲げません。ああした方々を翻ほん意いさせるのは難しいと思われます」

「やれやれ──意外なところで手て間ま取どることになりましたね」

　カシナートにとっては、彼らの気の強さも誤ご算さんだった。ジラーハの者達なら、権力をちらつかせ、名みよう利りや金銭といった餌えさで交渉ができる。しかしフォルナムの純粋な神官達には、それが通用しない。世間知らずが多いだけに、暴力や脅きよう迫はくには屈するかと思えば、それも通用しなかった。

　問うだけ無む駄だと知りつつ、カシナートはもう一つ、確認をする。

「では……シャジールの方々は？」

「同じです。コウ司し教きよう以下、シャジールの方々については、全員の行動を制限していますが──淡たん々たんと心穏おだやかに日々を過ごしていらっしゃいます。少なくとも、表面上は」

　抵てい抗こうを諦あきらめたのか、それとも開き直ったのか──おそらくは後者だろう。

「仕方ありません。では、レミギウス様をはじめ、人間の高位神官に関しては移送準備をはじめてください。まずは上位の二十人ほどを、ジラーハの信しん教きよう監かん査さ院いんに収容し、取調べの期間を置いてから、反はん逆ぎやく罪ざいの容よう疑ぎで裁判を行いましょう。今から、最初に移送する者達を選定します」

　苛か烈れつな措そ置ちだが、相手が折れない以上、見逃すわけにもいかない。

　カシナートはさして感かん傷しようにひたることもなく、あくまで事務的に、そのリストを作成しはじめた。
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　カシナートの執しつ務む室しつを後にしたベリエは、神殿騎士団の宿舎に戻った。

　慣れ親しんだ自室は、調ちよう度ども整い、広々としていたが、彼にとっては牢ろう屋やとさほど変わらない。

　神殿騎士団の団長職に就ついて、何年が経たつか──彼自身は、あまり意識して憶おぼえてはいなかった。

　物心ついた時には、ベリエはもう戦場にいた。

　南方の内乱が彼の親である。

　実際の父親と母親については顔も知らないし、名前も憶おぼえていない。

　ベリエは南方で戦っていた神殿騎士団の誰だれかの息子むすこで、両親が死んだ後、父の上官だった騎士団長に引き取られた。

　彼は代わりの父親と呼べるような男ではなかったが、ベリエ自身は彼のことを気に入っていた。無ぶ愛あい想そうで冷れい徹てつで、ベリエのことを義理の息子としてではなくただの戦力として扱う、その割り切り方に惹ひかれた。

　そして事実、ベリエには戦力として数えられるにふさわしい剣の才があった。自分でも鍛たん錬れんを重ねていたし、騎士達からも鍛きたえてもらった。

　彼が初めて敵を倒したのは、十歳の時だった。

　奇襲をかけてきた敵兵達に対し、彼は何もできない子供の振りをして、背中から刃を突き入れた。

　動どう転てんする敵の兵達の刃をかいくぐり、その後の数分間で三人を斬ざん殺さつした。

　その経験は、彼がそれまでも抱いていた戦いへの欲求をさらに倍加させた。

　それまでは上官である団長の小間使いじみた真似まねをしていたが、その後は騎士見習いの一人として認められ、自分用の剣も貰もらった。

　戦えば戦うほど、面白いようにベリエの立場は上がっていった。十七歳の時には、南方の神殿騎士団内でも十指に入る遣つかい手てとなり、分隊を任せられるほどになっていた。

　その後、ジラーハ上層部の指揮に従って、各地の戦場を渡り歩いた。

　育ての親だった団長が戦死すると、戦地でその跡あとを継ついで、ベリエが団長になった。異論を唱える仲間はいなかった。その頃ころにはもう、若いベリエが部隊で一番の古株で、騎士団の誰もが一いち目もくを置く存在になっていた。

　団長の死しに際ぎわを、ベリエは見ていない。共に戦っていた者達の話では、幾人もの敵兵を倒して敵陣を突っ切り、全身に矢を受けつつ狂戦士の如く笑って死んだと聞く。

　そういう男だった。ベリエに彼を見習う気はさらさらなかったが、自分と彼とは似た者同士だったのだろうと思う。

　訃ふ報ほうを聞いても、特に泣きもせず、哀かなしいとも思わなかった。ただ、その男が死んだために、戦力が減ったことだけは実感した。

　以来──ベリエは戦い続けてきた。

　神官を殴なぐってしまい、このフォルナムの地に左さ遷せんされてからは、毎日が獄ごく舎しやの中のように退たい屈くつで仕方なかった。

　カシナートの来らい訪ほうで、多少は戦う機会が増えるかとも期待したが、その後の偶ぐう発はつ的てきな来訪者ビジターとの戦いが唯ゆい一いつの収穫で、後は特に刺激もない。

　つい五日前の、シルヴァーナという娘との戦いも、ベリエにとっては不ふ本ほん意いな結果に終わった。

　剣と剣がぶつかり合うこともなく、眼めくらましを受けて取り逃がしただけである。かえって不満を鬱うつ屈くつさせるだけのつまらない戦いだった上に、眼まで痛めつけられた。

　ベリエは今、闘争そのものに飢うえている。

　血が沸わき、肉が踊おどり、緊張で脳のう髄ずいがしびれるような、そんな戦いが恋しい。

　あの小こ生なま意い気きなシルヴァーナという娘は、北方民族だと聞いた。彼女ら以外の獲え物ものも、ベリエはすでに見定めている。

　いかにも手て応ごたえのありそうな来訪者ビジター達は、カシナートが保護しているが、このアルセイフにはまだ、彼が求めてやまない強つわ者ものがいた。

　おそらく戦えば、どちらかが死ぬ。

　そうしたぎりぎりの攻防を経て、その戦いに勝ち残ること──それがベリエにとっては何よりの快楽でもある。

　この地を離れる前に、可能ならば〝その男〟と戦いたい。

　かつて剣けん聖せいと謳うたわれ、先のアルセイフ国王が請こい願ねがって召めし抱かかえた剣士──その男、ウィスタル・ベヘタシオンは今、神しん域いきの街まちにまで来ていた。

　カシナートが飼かい馴ならしている名無し達の報告は、ベリエの耳にも入っている。

〝さて、どうやって、喧けん嘩かを売るかな──〟

　団長室に籠こもったベリエは、舌なめずりをしてにたにたと笑った。

　国同士のことなど、ベリエにとってはどうでもいい。極端なことをいえば、ジラーハが滅ほろびようとそれはそれで構わない。自分だけなら身一つでも生きていけるし、腹黒い神官達のために死ぬ義理もない。

　神殿騎士団という居場所だけはそれなりに気にいっているから、ベリエは左さ遷せんされてもまだここにいる、それだけのことなのだ。この居場所をあえて守る気もない。おそらく自分のような人間は、それこそ傭よう兵へいにでもなった方がいいのだろうとも思う。

　そろそろ、長い休息は苦痛になってきた。

「……くそっ。あのヒヨコ頭の馬ば鹿か王子め！」

　そんな悪あく態たいをつくリカルドの声が、不意に外から聞こえた。

　ベリエは椅子から立ち上がり、廊下に出る。

　副団長のリカルドは、ちょうどそこを通過するところだった。

　暗がりから、ベリエは彼を呼び止める。

「どうした、リカルド。荒れているな？」

　気づいたリカルドは立ち止まって敬礼をする。

　いつもにやけた顔をしている青年が、今は怒りを露あらわにしていた。

「団長！　ちょうど今、御報告にあがるところでした。ついさっき、柱はしら守もりの老ろう爺やを一人、追い詰めたんですが……」

「その口ぶりだと、また逃げられたな。連中、逃げることにかけては一流らしい」

　ベリエは嗤わらって問いかけたが、眼めには真剣な怒りを込めた。

　柱守の連中から、あの娘の居場所を聞きだし──そして、眼を痛めつけられた礼もしてやりたい。

　リカルドが悔くやしげに下を向いた。

「──そいつがサンクレット交こう易えきの支社に逃げ込んだため、後を追ったのです。えらく腕の立つ剣士も一いつ緒しよでして……いえ、そこまではよかったんですよ。力ずくで捕らえようとした矢先に、社内にいたあの──」

「フェリオ王子に止められた、か」

　リカルドが鼻筋を震わせた。あの王子に一度負けてから、リカルドは彼を目めの仇かたきにしている。

「小こ賢ざかしいことに、神殿とアルセイフとの間で結ばれている協定を持ちだし、サンクレット交易は貴族の敷地であり、つまりその支社内もアルセイフの法が及ぶ範囲だと──柱守の連中は罪人だからと告げ、引き渡すように迫ったのですが、奴やつらは自分達で柱守を捕らえ、取調べを経た後にこちらへ引き渡すと屁へ理り屈くつをこねて──」

　そういえば、罪人の引渡しに関する協定があったか──ベリエは思いだして、鼻を鳴らした。

　サンクレット交易の支社は、アルセイフの貴族であるサンクレット家の敷地にあたる。そして貴族の持つ敷地内では、そこが神しん域いきであってもアルセイフの法が適用される。そこでアルセイフの兵に捕らえられたのならば、後日、神殿側から要よう請せいして引渡しを迫ることになるだろう。

　神殿で罪を犯した者が、神域の外に出た場合、アルセイフは神殿の要請に応じてこれを取り締まることができる。その後、罪人を引き渡すか否いなかは、建たて前まえとしては話し合いで決められることになっていた。

　実際には、神殿で罪を犯して外に逃げる者などまずいなかったし、有名無実化した協定である。また、神殿とアルセイフが蜜みつ月げつを過ごしていた時期ならば、話し合いなど経るまでもなく罪人は引き渡されただろう。

　だが今、アルセイフと神殿を牛ぎゆう耳じる自分達とは、対立する存在である。

　彼らが素直に罪人を渡すとは思えない。

「ふむ。どうせ〝手違いで取り逃がした〟とでも言って、適当に謝罪してしらばっくれる気だろうな」

　ベリエがそんな予想を口にすると、リカルドは廊下の石壁を[image: 拳]こぶしで叩たたいた。

「──それにしても、荒れすぎじゃないか？」

　ベリエはやや奇異に思った。リカルドはもともと激情型だが、それだけのことでこうも荒れるのは珍しい。

「他ほかにも何かあったな？」

　問うと、リカルドは小さく頷うなずいた。

「……柱はしら守もりの老人と共に、若い剣士がいました。刀を遣つかっていましたから、北方民族の仲間かもしれませんが……」

「お前、また負けたのか？」

　半なかば呆あきれてそう問いかけた。リカルドが、きっと顔をあげる。

「負けてはいません！　戦う前に水を差されたんですよ！　あのヒヨコ頭に！」

　リカルドが声を荒げた。

　ベリエは得とく心しんした。

　おそらく──リカルドは彼と対たい峙じして、一瞬かもしれないが〝負ける〟と思ったのだ。

　そして、実際に戦う前にフェリオから止められたことで、その思いが錯さく誤ごであると証明する機会を失った。

　実際に錯誤であったかどうかは、この際、問題ではない。

　リカルドは彼と戦い、そして自分のほうが強いと証明したかったのだろう。それは子供じみた八つ当たりだが、ベリエには理解しやすい感情である。

「なるほど。悔くやしそうだな、リカルド」

「もちろんです。今すぐにも殺してやりたいですよ、あの餓が鬼き──でも」

　リカルドは吐き捨てるように呟つぶやく。

「カシナート司し教きようの方針では、アルセイフ側から喧けん嘩かを売ってこない限り、こちらから刺激してはいけないと……宮仕えの身をこんなに恨うらめしく思ったことはありません。せめて我々の力を思い知らせてやりたいところです」

　リカルドの心理が、ベリエには手にとるように理解できた。

　ベリエには、ある腹ふく案あんがあった。

　数日前に思いつき、どういう形で実行に移すべきか、しばらく考えていたが──リカルドがこういう状態ならば、うってつけである。

「なぁ、リカルド──」

　猫ねこ撫なで声で副官の名を呼び、ベリエは口元に笑みを浮かべた。

「おまえは、あのフェリオって王子をへこませたい。俺おれはここで戦争がしたい。そのために、お互いにとってちょうどいい策があるんだが──」

　リカルドがいぶかしげに眼めを細めた。

「……団長、何を考えているんです？」

「何、たいしたことじゃない。カシナート司教の決意が定まらぬらしいから、ちょっと背中を押してやろうと思ってな。ま、部屋に入れよ」

　リカルドの背を押して、ベリエは彼を執しつ務む室しつに入れた。いつになく愛あい想そのいい上官の態度を受けて、リカルドは薄うす気き味み悪そうに肩を震わせた。

「団長、悪わる巧だくみですか」

「野や暮ぼなことを聞くなよ。内うち々うちの話だ」

　ベリエは声を潜ひそめた。

「リカルド、知っているか？　記憶喪そう失しつになったあのウルクって司し祭さいと、フェリオ王子とは、恋仲だったらしい」

　リカルドはおもしろくもなさそうに頷うなずいた。

「噂うわさでは聞きましたよ。本当かどうか知りませんが、記憶を失ったのはいい気味です。もっとも、あの王子は手の早いことに、もう代わりの女を傍そばに置いています」

「あの来訪者ビジターの娘か。あっちに直接、手を出してもいいが──」

「……なんですって？」

　リカルドが反射的に問い返すのへ、ベリエは片目を瞑つぶってみせた。

「おまえの得とく意い分野だろう？　俺おれは剣の扱いは得意だが、女の扱いが下手へただ。おまえはそういうのが得意だろう」

「団長、それは、つまり──」

　ベリエはその大きな掌てのひらで、リカルドの肩を叩たたいた。

「リカルド。ウルク司祭に手を出してみる気はないか？」
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　何を馬ば鹿かな──とは、リカルドは言わなかった。

　黙ってベリエの眼めの色をうかがい、彼が本気と知るや、無言で居い住ずまいを正す。

　リカルドが若くしてベリエの副官を務めているのは、こうした賢けん明めいさによるところが大きい。日常生活は乱れているリカルドだが、ベリエの指示を常に真しん摯しに受け止めるという点では、他の騎士達よりもずっと忠実な部下といえた。

　たとえそれが、常じよう軌きを逸いつした指示であっても──

「団長。私を断頭台ギロチンに送る気ですか？」

　直接、嫌とは言わずに、リカルドはそのことを確認した。

「真夜中に顔を隠かくして襲えば、たとえ誰だれかに見られてもばれやしないさ」

　ベリエは事もなげにそう応こたえる。

「散さん々ざんに弄もてあそんでやれ。暴あばれるようならその後で殺してもいい。いや──むしろ殺してやった方が後あと腐くされがなくていいかね？　そうすれば、あの王子も怒りで我を忘れるだろうさ。俺おれ達が犯人だと教えてやる必要はないが、他ほかにやりそうな奴やつもいないから、予測はつくだろう。公式には、どこかの変へん質しつ者しやがやったことにすればいい。奴を怒らせりゃいいんだから、おまえにとっては簡単なことだろう」

「……確かに簡単ですね。それに、おそらく効果的です」

　リカルドが微笑ほほえんだ。肝きもが据すわっているというよりは、この男もどこか壊こわれている。そのくらいでなければ、この若さで副団長にまではなれない。

　リカルドの薄笑いは、邪よこしまな欲を隠そうともしていなかった。

「ですが、本当によろしいのですか？　相手は神しん姫きの妹ですよ」

「誰だれの血けつ縁えんだろうと、ただの人間だ。殺せば死体になる。それとも高位の神官てのは、殺しても生き返るのかね」

　ベリエは皮ひ肉にくを口にした。本国の神官達、それこそ神姫本人にしても、結局はただの人間である。その存在の政治的な重みはともかくとして──ベリエの眼から見れば、高位神官達の命に、戦場で死ぬ雑ぞう兵ひようと比して特別な価値は見出せない。むしろ自分達は安全圏にいながら、兵達を死地にけしかけるような下げ卑びた連中だ。

　ベリエにとって、彼らは戦場を提供してくれるありがたい存在だったが、わざわざその命を重く扱う義理もない。戦場も提供してくれない、無関係のウルクの命などは、ことさらに軽い。

「俺が許す。好きなように犯おかした後で、殺してさらし者にしてやれ。できればあの王子の視界に入るところに、素すっ裸ぱだかの死体を置いてやると効果的かな」

　リカルドは肩を揺すって、くっくっと笑った。

「団長もお人が悪い。あの王子がどんな顔をするか、見み物ものですね。決行は今夜でいいんですか？」

「いつでもいいさ。おまえがやりやすいときでな。何かしら火ひ種だねを提供してやれば、カシナートの腰も動くだろう。なによりウルク司し祭さいが殺されたとなれば、本国の神しん姫きをはじめ、多くの神官達が黙っちゃいない。そういう変事でもないと、ここは退たい屈くつでいかんよ。なぁ、リカルド？」

　ベリエの口調は、あくまで淡たん々たんとしている。殺しの算さん段だんを話し合うにしては、互いに屈くつ託たくがない。

　リカルドが獣けものの眼めをして、唇を舌で湿しめした。

「団長、このご提案に感謝しますよ。あんな上じよう玉だま、滅めつ多たに味わえるものじゃありません。なんでしたら、団長もどうですか？」

　ベリエは肩を竦すくめる。

「俺おれはあんな小こ娘むすめは趣味じゃない。一人で楽しんで来い。あぁ、そうそう。司祭は最近、来訪者ビジターの子供と寝ているらしい。その子供が寝た後に、外へ呼びだすといいかもしれん。いざ決行の時には、周辺の警備を手薄にしておいてやる」

「わかりました。策はじっくり考えますよ。こういうのは得とく意いですから」

　心しん底そこから楽しそうに言うリカルドを眺めて、ベリエは深く頷うなずき眼を細めた。

　ベリエの脳のう裏りには、ウルクではなく──剣けん聖せいウィスタルの姿が浮いていた。

　ウルクを殺すことで神殿に混乱を起こせば、流れ次し第だいでは彼と戦う機会も生まれるかもしれない。

　そのことを楽しみに思いながら、ベリエは頰ほおを引きつらせるようにして薄く嗤わらった。
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　神殿騎士が去ったサンクレット交こう易えきの支社内で、フェリオは二人の異い邦ほう人じんを前に戸と惑まどっていた。

　一人は柱はしら守もりにして北方民族の、ゴーダ・トレイス。

　いま一人は、ハーミットという名の青年剣士──

　どちらとも初対面である。

　神殿騎士達と揉もめた際、フェリオは咄とつ嗟さに、彼らを〝逮たい捕ほ〟することで保護した。

　少し早まった感もあるが、結果的に騎士達を追い払えたことは僥ぎよう倖こうだった。

　内乱の以前にも、この世界に来たばかりのリセリナを巡って、神殿騎士と対立したことがあった。その時に、世話役の少年神官、エリオットから〝自覚がない〟と叱られて、神殿の内ない規きを憶おぼえさせられた──その記憶が、咄嗟の機き転てんにつながった。

　守る守らないは別としても、規則は憶えておくものである。あの時は面めん倒どうに思ったが、フェリオは少しだけエリオットに感謝した。

「さて──名前は伺うかがったけれど、重ねて素す性じようを伺いたい」

　得え体たいの知れない二人を前に、フェリオはそう切りだした。

　同席したウィスタルがわずかに苦笑する。

「フェリオ様。まずこちらの御老人の身元については、私が保証いたします。陛へい下かにお仕つかえする以前、私は北方民族の客分として、師と共にタートムを敵に回して戦ったことがあったのですが……彼はその時の戦友です。ゴーダとは偽ぎ名めいで、正式の名は〝カイシュウ〟と申します」

　フェリオはその名に聞き憶おぼえがあった。

　ついさきほど──商人のロセッティから購入した刀の作者が、確かカイシュウといったはずである。その刀は、この神しん域いきの街まちに住むゴーダという男が持ち込んだと聞かされていたが──そのゴーダも今、目の前にいる。

　つまり──

「……カイシュウって、まさか、さっきの刀かたな鍛冶かじのか？」

　フェリオの問いに、ウィスタルが笑って頷うなずいた。ゴーダもにこにこと笑みを見せている。

「ほう、ご存知とは光こう栄えいですな。戦いくさで腕を痛め、鍛冶の場を退しりぞき、今は神殿に仕える柱はしら守もりの一員として生活しております。ま、神殿騎士からすれば罪人扱いですが」

　フェリオは、ロセッティから買ったばかりの刀をその手に取った。

　ゴーダがそれを見て眼めを細める。

「む、これはまた、古めかしい物をお持ちで」

「これは……鍛うった御本人である貴方あなたが、素す性じようを隠かくして商人に売られたのか」

　フェリオは意外に思った。鍛冶師というのも商売だけに、作った物を売ることは当然のことである。だが、それが神しん鋼こうの刀でしかも傑けつ作さくとなると、作り手としては持ち主を選びたいのではないかと思った。

　ゴーダはしかし、そんなことにこだわらない様子である。

「はぁ。財さい布ふの足しにしようと思いましてな。思ったよりも高く売れたので、ずいぶんと助かりました。まだここに残っていたとは意外です。とっくに誰だれかの手に渡ったものと思っておりました」

　瓢ひよう々ひようとうそぶき、老ろう爺やはその刀を懐なつかしげに見た。

「刀というのは、持ち主を選びますな。たまに間違った持ち主の元へ行ってしまうものもありますが、幾いく度どか人の手を経るうちに、いずれはふさわしい持ち主へと渡るものです。若き日には、私も意い固こ地じになって、自分の気に入った相手だけに刀を鍛っていたものですが──作り手のわがままで持ち主を定めていたことを、今は刀に対して申し訳なくも思います。なにより、刀は数百年ともつのに、人の命はせいぜい百年ももちませんからな。いずれ持ち主が変わるのは当然のことです」

「だからといって、いきなり商人に売るのもどうかと思いますぞ」

　ウィスタルが呆あきれたように言うと、老人は鼻を鳴らした。

「仕方なかろう。北方民族の収入源はそう多くない。高価な書籍や薬品を購あがなおうと思えば、やむを得んことだ」

「貴方あなたは講談師だけでなく、施せ療りよう師しもやっているのか？」

　書籍や薬品と聞いて、フェリオはそう問いかけた。ゴーダは首を横に振る。

「いえいえ、私がたしなんでいるのは、〝錬金術アルケミー〟のほうでして──先日来、王子には、我が弟子でしのシルヴァーナがご迷めい惑わくをおかけしております」

　彼女の名が老人の口から出たことに驚いて、フェリオは思わず眼めをしばたたかせた。

　ウィスタルも怪け訝げんそうに眉まゆをひそめている。彼はまだ、シルヴァーナのことを知らないのだ。

　ゴーダは軽い声で話し続ける。

「シルヴァーナからの言こと伝づてです。〝怪け我がの具合はよい。この恩おんはいずれ返す〟とのことでした。あのはねっかえりにも、多少は堪こたえたようですな。それと、付つき添そいのクゥナという施療師の娘からも言伝です。フォルナムには戻らず、当分、シルヴァーナの監かん視しをしてくれるそうです。あの馬ば鹿か弟子は、怪我を負っていても動こうとするものですから──いやはや、親に似たと申しますか──」

「ゴーダ殿。そのシルヴァーナというのは、誰だれの娘です？」

　ウィスタルが不思議そうに問う。北方民族達と面めん識しきがあるらしい彼にとっては、気になることなのだろう。

　ゴーダは片目を瞑つぶった。

「誰の娘っておまえ、ユキノだよ。長老が引き取って育てていたが、何年か前に柱はしら守もりとしてこちらへ下りて来てな。何度もおまえに会いに行って来いとせっついたんだが、本人は恥ずかしいのかなんなのか、一いつ向こうに行かず──機会があったら、何か話してやってくれ」

　ウィスタルは一瞬だけ驚いた顔を見せたが、すぐに頷うなずいた。

　ウィスタルの昔の知合いらしいと察さつして、フェリオは何も言わずにおいた。彼もあまり、過去を語りたがらない男である。

　ゴーダという老人は、続いてフェリオに向き直った。

　低いわりには張りのある、よく響く声を紡つむぐ。

「さて、フェリオ様。我々、北方民族とウィスタル卿きようの間には、なかなかややこしい過去が絡からんでおりましてな。時間があれば全すべてをお話したいのですが、今はそれよりまず──」

　ゴーダが、隣に座った青年の肩を押した。

　ハーミットという名のその青年は、心持ち堅かたい表情のまま立ち上がった。

　黒髪、長身──精せい悍かんな顔立ちをしている。その青い眼に、フェリオは既き視し感かんを覚えた。

　つい、傍かたわらのウィスタルを見つめる。似たような感かん慨がいを抱いたのか、ウィスタルもやや首を傾かしげていた。

　──似ている。何故なぜかそう思った。

「フェリオ様、そしてウィスタル卿。さきほどは危あやういところを助けていただき、ありがとうございました」

　深ふか々ぶかと一礼してから、その青年は二通の手紙を取りだした。

　油紙で丁てい寧ねいにくるまれたそれらを、ウィスタルに向けて差し出す。

　ウィスタルはさらに首を傾かしげた。

「私に？」

「はい。私の父、ルースターから、貴方あなたにあてた〝遺ゆい言ごん〟です。もう一通は、私の家庭教師、リーブルマン先生からの──」

　青年の口から漏もれた二つの名前に、ウィスタルの表情が固まった。フェリオもはっきりとそのことに気づくほど、彼の変化は劇げき的てきだった。

　ウィスタルは無言のまま──より正確には言葉を発せないまま、その手をやや震わせつつ、手紙を受け取った。

　丁寧に油紙を開け、その中の封筒を開け、さらに便びん箋せんを開く。

　手紙を読み進むウィスタルの姿を、フェリオは注視した。その場の誰だれもが、何も言わず、ただ尋じん常じようならざる様子のウィスタルを見つめた。

　二通目の手紙も読み終えた後で、やがてウィスタルは大きく溜ため息いきを吐ついた。

「これが……遺言──そうか、兄上は亡なくなられたのか──」

　脱力したように、ウィスタルが憮ぶ然ぜんとして呟つぶやいた。

「……もう六十近かったはずだな。そうか。あるいは亡くなられているかもしれないとは、思っていたが──そうか」

　ぽつぽつと呟く。フェリオは言葉をかけられない。

　手紙は、ウィスタルの兄からウィスタルにあてられたもので、ハーミットという青年は、どうやらウィスタルの親しん戚せきらしい。顔は互いに知らなかったようだが、それは無理もない。ウィスタルがアルセイフの家臣となってすでに二十年以上の月日が経たっているし、ウィスタルが祖国を出たのは、さらにその前だと聞いている。

　対する青年はまだ、二十代の半なかばだった。

　慰なぐさめる言葉も思いつかないまま、フェリオはウィスタルの顔を見つめた。

　やがてウィスタルは、独ひとり深ふか々ぶかと頷うなずいた。

「……ありがとう。ハーミット。兄上の息子むすこということは、私の甥おいにあたるわけだな。こんなに遠くまで、危険を冒おかしながらもこの手紙を届けてくれて……本当に、ありがとう」

　ウィスタルはやや涙なみだ眼めになりつつも、確固たる口調で礼を述べた。

　そしてウィスタルは、フェリオに向き直る。

「フェリオ様。お見苦しいところをお見せしました。この手紙は私の兄からのものです。私が我わが儘ままで家を出たことについて、怒ってはいないと……それから、生きているうちに一度会って話をしたかったと──そう書かれていたのです。国を捨ててから、もう三十年ほど……兄が私を案じていてくれたことに、つい、感かん極きわまってしまいまして」

　ウィスタルは照てれたように微笑を見せた。

　兄の死を知り、寂さびしげではあったが、その顔は晴はれ晴ばれとしている。

　フェリオは頷うなずいた。

「ウィスタルの祖国は、確かビリアナだったな？　兄君も剣士だったのか？」

　手紙を届けに来た青年も、剣士のような風ふう体ていをしている。剣士の家系なのかもしれないと思ったのだ。

「いえ。私の兄は──」

　答えかけて、ウィスタルが言い淀よどんだ。

　その様子を見たゴーダが、ひっそりと口を挟はさむ。

「……なぁ、ウィスタルよ。フェリオ様も、もう分ふん別べつのつくお年とし頃ごろだ。そろそろ本当のことを話してもいいんじゃないかね」

「……本当のこと？　ウィスタル、何か隠かくし事ごとがあるのか？」

　フェリオは意外に思った。ウィスタルの性格をよく知るだけに、彼に隠し事などがあるとは、にわかに信じ難い。

　ウィスタルは眉み間けんに皺しわを寄せ、むずかしげな表情を浮かべていた。

「……カイシュウ、いや、ゴーダ殿どの。そうは言うが……」

「潮しお時どきだろう。他ほかの連中にはともかく、今後のことを考えると、フェリオ様にだけは話しておいてもいいはずだ。亡なきラバスダン王もよくご存知のことだったのだからな。言いにくければ、わしから言ってやる」

　老人は諭さとすように言い、ウィスタルが止める間もなくフェリオに向いた。

「フェリオ様。この男の生まれた国は、西方の大国、〝ラトロア〟でございます」

　その言葉に、フェリオは眼めを剝むいた。

「ラトロア？　そんな話、今まで一度も……」

「亡くなられたラバスダン王が、隠すように提案されたのですよ。貴族達の手前、神殿と敵対する国の出身者を仕し官かんさせるわけにもいきませんからな。またウィスタルは武む者しや修しゆ行ぎようとして、師と共に諸国を巡り歩いておりましたが、ラトロアの出身者にはさまざまな偏へん見けんがつきまとい、無用の混乱を生むことがあります。そこで、神殿の勢力に与くみするビリアナの出身ということにしていたのです」

　フェリオ自身、ラトロアのことはほとんど何も知らない。彼らは西方民族と呼ばれることもあるが、アルセイフとは距離が離れていることもあり、関係はほぼ完全に断だん絶ぜつしていた。

　ゴーダの説明を聞きながら、ウィスタルは苦にがい顔をしていた。

「フェリオ様──申し訳ありません」

　言いい訳わけはせずに、ウィスタルは頭こうべを垂たれた。

　フェリオは首を横に振る。驚きはしたが、別に怒るようなことではない。

「謝あやまらなくていい。どこの出身だろうと、ウィスタルはウィスタルだ。ラトロアの出身だって聞いても、いまさら、ウィスタルの忠義を疑う者は貴族達の中にもいないよ」

　フェリオは本心からそう告げた。

　幼い頃ころの自分も、ウィスタルによって救われたのだ。たかが生まれた場所のことで、ウィスタルから受けた恩おんの数々が変質するわけでもない。

　ゴーダが補足するように付け加えた。

「ラトロアの出身といっても、ウィスタルは国を捨てた男です。ラトロアの体制に眼めをつけられたとかで──確か、そうだったな？」

　ゴーダはフェリオからウィスタルに視線を移した。

　その問いに、ウィスタルは神妙に頷うなずく。

「今の体制がどうなっているかはわかりません。ですが、私の師がラトロアの当時の体制と対立しておりました。私も政府のことは嫌いでしたから、師が国を出ると決めた時に、頼み込んで供ともをさせていただきました。ちょうどいいことに、私は一族の中でも変わり者として扱われていましたので──その時に手引きをしていただいたのが、このもう一通の手紙の差出人である、リーブルマン氏でした」

　ウィスタルは少し寂さびしそうに言った。

「私が消えたことで兄達には迷めい惑わくがかかったはずです。その点は、ずっと心苦しく……」

「いえ。それはさほどでもありませんでした」

　ハーミットが身を乗り出し、すかさず口を挟はさんだ。

「叔父おじ上うえ──叔父上と呼ばせていただきますが、叔父上が出しゆつ奔ぽんなされた後、しばらくは我が家にも警察の監かん視しがついたようです。ですが、祖父の尽力で政治的に決着し、父などは亡なくなる前、国家元首の地位にまで出しゆつ世せしておりました」

　ウィスタルが眼を見開いた。

「元首!?　それはまた……本当か？」

　驚くウィスタルとは裏うら腹はらに、フェリオは首を傾かしげた。元首ということは、国の最高位である。

「ウィスタルは、まさかラトロアの王族だったのか？」

　その疑問には、ゴーダが苦笑で答えた。

「いいえ、フェリオ様。ラトロアという国の制度は変わっておりましてな。国の最高位を、民が投票によって選ぶのです。これを選挙と申します。この最高位には任期が定められており、その任期が切れるとまた選挙を行い、そうして政局が変化していく──つまり貴族や王族ではなく、元は一いつ介かいの民だったものが、この最高位に達することが多いのです。こちら側では考えられませんな」

　フェリオはウィスタルのことより、むしろその制度のことに驚かされた。

「──それはつまり──王の長子でも、王になる必要はないってことか？」

　ハーミットが頷うなずいた。

「はい。こちら側の国々は、王権国家がほとんどのようですが……ラトロアには、そもそも王家が存在しません。特権階級としての貴族は存在しますし、貴き族ぞく院いんの議員はほぼ世せ襲しゆう制せいですが、そちらは形けい骸がい化かしています。ほとんど民から選出された者が議員となり、そしてその議員の中から立候補を認められた者達が候補となり、国民の投票を経て元首となるのです」

　フェリオは啞あ然ぜんとした。

「……すごいな。そんな政治制度が、成立するのか？」

　純粋な興味に心を震わせ、フェリオはそう問いかけた。

　しかし返ってきたハーミットの答えは、期待に反するものだった。

「成立はしますが──所しよ詮せん、人間のすることですから、良い事ばかりではありません。恥ずかしながら、現在のラトロアは、おそらく叔父おじ上うえがいなくなった時よりも酷ひどい状況に陥おちいっています」

　ハーミットの声は陰いん鬱うつな響きを宿していた。

「王家がないということは、暴ぼう君くんが生まれない代わり、名君も生まれないことを意味します。いえ、議会だけでも、腐ふ敗はいが進んだ政治を立て直すことは、不可能ではなかったはずですが……ラトロアは、その機を失いました。もはや現政府は利権に眼めがくらみ、正道を見失い、それが誰だれの意思かさえも曖あい昧まいなまま、暴走をはじめています。周辺国にとっては、極めて危険な状態です」

　真しん摯しなその声に、フェリオは耳を傾けた。

　ハーミットは硬かたい表情で話し続ける。

「いつの頃ころからか、ラトロアには、表には出ない〝黒くろ幕まく〟ができてしまったのです。彼らは政治を思うがままに操あやつり、私し腹ふくを肥こやし、偏かたよった思想を振りかざして人々を煽せん動どうしています。外敵を設定して脅きよう威いを勝かつ手てに創つくり出し、その脅威への対抗策として戦力を蓄たくわえ、そこに利権を見出した者達が群がっています。民に選ばれた国家元首でさえ、結局は彼らの傀かい儡らいです。彼らは責任を取らない。彼らは民に姿を悟さとらせない。彼らは選挙とも関係がない。彼らは常に安全なところにいて、笑いながら政治を玩がん具ぐにしている──そのことに薄うす々うすとでも感づいている者は、ラトロアでも少数です。いえ──感づいた時には、罠わなに嵌はめられていることが多いようですが」

　ハーミットの言葉を受けて、ウィスタルも険けわしい顔になった。捨てたとはいえ、故国の良くない状況を知らされて、心穏おだやかではいられないのだろう。

「私の父は、そのまともに見えない黒幕と戦おうとしました。ですが──ですが、天運には逆さからえなかったということでしょう。病やまいに倒れ、そのまま──」

　そのハーミットの言葉に、フェリオはわずかな違い和わ感かんを覚えた。悲しみのために言いい淀よどんだようにも聞こえたが、何か隠かくし事ごとをしようとして、咄とつ嗟さに噓うそをついたようにも思える。

　あるいは──ハーミットの父は、その体制から、邪じや魔ま者ものとして殺されたのではないのか？

　同じ疑問はウィスタルも感じたらしい。

「ハーミット。正直に話してくれ。兄上は……暗殺されたのか？」

「いえ──私が看み取とりました」

　ハーミットは首を横に振ったが、その仕し草ぐさはどこかぎこちない。ウィスタルが身を乗り出した。

「兄の死について、私が気に病やむと思っているなら、その気き遣づかいは無用だ。あの国がそういう国だということは、私も知っている。ハーミット。兄上は──殺されたんだな？　そうなる危険性を知っていたからこそ、私への遺ゆい言ごんを遺のこされたのだろう」

　ウィスタルが静かな声で問い詰める。有う無むを言わせぬ調子ではないが、だからこそ逆に、聞く者の心に入り込む声だった。

　ハーミットは、否ひ定ていするのをやめた。その代わり、頷うなずくこともなかった。

「……父上は、叔父おじ上うえの幸せを願っておられました。どうかその遺い志しを汲くんでください。ラトロアのことには今後、干渉せぬことをお勧すすめします」

「ところが、そうもいかないのだよ。ハーミット殿どの」

　脇わきから呟つぶやいたのはゴーダだった。皺しわの寄った頰ほおを掌てのひらで撫なでながら、老人はゆっくりと語る。

「ラトロアは現在、ジラーハやタートムへの侵しん攻こうを画かく策さくしている。その脅きよう威いに怯おびえた両国は、この肥ひ沃よくなアルセイフを属ぞつ国こくにしようと、ここの制せい圧あつを目もく論ろんでいる。迷めい惑わくな話だ。ラトロアがもし、両国への侵攻を諦あきらめるようなら、タートムはともかくジラーハはアルセイフから手を引くだろう。つまり、干渉せぬようにと言われたところで、今後の我々は相当な関心をもってラトロアの動どう向こうを注視していくことになる。まぁ──距離がある上に国交が断だん絶ぜつしているから、その情報は知りたいと思っても入ってくるものではないんだがね」

　ゴーダがフェリオに目め配くばせをした。

　その意い図とを察さつしかねて、フェリオは首を傾かしげる。ゴーダは指先を組みながら、ゆっくりと言葉を紡つむいだ。

「フェリオ様。さきほど、我々は貴方あなた様によって、神殿騎士から助けていただきましたが……いかがでしょうか？　貴方様がもし今後も我々を助けてくださるならば、我々も微び力りよくながら、ご協力したいと思うのです」

　フェリオは微笑を返した。その提案はありがたいが、彼らは神殿騎士達に睨にらまれている。おおっぴらに味方に引き入れれば、揉もめ事ごとの種たねになるだろう。

「ゴーダ殿、申し出はありがたいけれど、俺おれとしては、貴方達にはこのまま何処どこかへ逃げてもらおうと思っている。神殿騎士達には、こちらの手違いで取り逃がしたとでも言っておくよ。それじゃいけないかな？」

　ゴーダが頷いた。

「むろん、公式にはそれでよろしいでしょう。私の提案は裏のことです。現在、柱はしら守もりはフォルナム神殿との連絡手段を絶たれ、どう動いたものか、仲間内でも意見が割れております。私はシルヴァーナとも相談して、一時、アルセイフの指示に従うことを仲間に提案しました。その判断については、まだ保ほ留りゆうとされていますが……もしフェリオ様が我々を諜ちよう報ほうの戦力として認めてくださるならば、残りの仲間を説せつ得とくする材料になります。いかがですか？」

　そしてゴーダは、ハーミットの肩を叩たたいた。

「今なら、現在のラトロアに関する情報源も一いつ緒しよにお付けいたしますぞ」

　これにはハーミットが慌あわてた。席から腰を浮かせて、卓テーブルに手をつく。

「ゴーダ殿どの、それは……」

「覚かく悟ごは決まっているんだろう？　君は、何をしにこんな辺へん境きようまでやってきた？」

　ハーミットが答えに詰まる。

「君の素す性じようを聞いて、わしにはぴんと来たぞ。父の仇かたきを討うちたいのだろう。それも、君が倒したいのは実行犯や指示した者だけじゃない。ラトロアの現体制、そのものを敵として捉とらえている。だから、この大陸東側諸国が、彼らに対抗し得る存在になるか否いなか──それを見極めに来たのじゃないか？　叶かなうことなら、自らラトロアの情報を流す裏切者となってでも、あの国の暴走を止めたいはずだ。そのくらいの覚悟がなければ、こんな所まで旅をしてはこないだろう」

　ゴーダが片目を瞑つぶった。ハーミットはしばしの間を置いて、深ふか々ぶかと息を吐いた。

「──もうしばらく、諸国を巡って状況を見定めるつもりでしたが……確かに、その覚悟はあります。わかりました。私が知ることは、お話いたします」

　ハーミットの声は清すが々すがしい。

　フェリオはじっと彼の顔を見定めた。

　他国の人間であっても、彼は信頼できると思った。その眼めに陰いん惨さんな雰囲気がない。自分の中に、確固たる誇ほこりをもって生きている──そんな印象を受けた。

　ゴーダが指を立てた。

「フェリオ様。今後、カシナート司し教きようと交渉するためには、〝ラトロア〟のことを知る必要があると考えます。ジラーハがタートムと協力し、アルセイフの制せい圧あつに手を貸しているのは、すべてラトロアに対する怯おびえの裏返しです。おそらくカシナート司教は、今の我々よりもラトロアの事情に詳くわしい。だからこそ、怯えているのです。その危機意識を共有し、解決策を示すことができれば──ジラーハは、アルセイフを共きよう闘とう者しやとみなすかもしれません。いずれにせよ、アルセイフにとって決断が必要になることは変わりませんが」

　ゴーダの鋭するどい指摘に感心しながら、フェリオは深く頷うなずいた。

　これまで、どうすればフォルナムを取り返せるか、そんな目先のことばかりを考えていた。だが問題の本質は、おそらくアルセイフとジラーハの関係ではなく、ラトロアとジラーハの関係にこそあるのだ。

　タートムの侵しん攻こうさえも、その背景にはラトロアに対するタートムの怯えがある。

〝──ラトロアというのは──それほどの国なのか？〟

　フェリオはその疑問を新たにしつつ、ゴーダの手を取った。

「ゴーダ殿どの。アルセイフは、柱はしら守もりの方かた々がたと共に戦うことを約束しよう。兄上や外がい務む卿きようにもそう進しん言げんする。おそらく、我々の利害は一致しているはずだ」

「まさにその通り、利害の一致こそが、我々の何よりの共通項です」

　ゴーダが嬉うれしそうに頷うなずいた。

　フェリオが視線で促うながすと、ハーミットもそこに手を重ねた。

「王子、私はあくまでよそ者ですが──しかし、このアルセイフという国に対しては、好意をもっております。叔父おじ上うえのこともありますが、旅をしてきた中で、この土地の美しさ、人の心の豊かさには驚きました。この地を守りたいということが王子の願いであれば、私も協力を惜しみません」

「──ありがとう、ハーミット。では、遠えん慮りよなくお二ふた方かたの力を借りたい」

　フェリオはがっちりと両手で、二人の手を握った。
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　隣室に控えていたリセリナと騎士達は、客きやく人じん達とフェリオ達の間に約束が交わされたことを知り、ほっと安あん堵どの息を吐いた。

　要は盗ぬすみ聞きである。もっともこの場合、フェリオの指示でもあり、あくまで警護のための措そ置ちだった。

　相手方の素す性じようとその目的がはっきりすると、リセリナ達は揃そろって扉ドアから離れた。

「ラトロア──ねぇ」

　ライナスティが小声に呟つぶやいた。

「西の大国、ですよね？」

　リセリナが問うと、青年騎士は神妙に頷いた。

「えぇ。遙はるか西に存在する大国家です。行ったことはもちろんありませんが、なにせ遠い国ですから……あのハーミットという剣士も、よく旅をしてきたと思いますよ。距離的にもそうですが、いったい山をいくつ越えたんだか」

「おまけに元、国家元首の息子むすこときたか。変わり者もいたものだ。もっともウィスタル様の親しん戚せきらしいから、変わり者なのはある意味、納なつ得とくがいく」

　女騎士ディアメルが呆あきれたように続けた。

　扉ドアの脇わきでは、エンジュが無言で首を傾かしげていた。

「エンジュ、どうした？　なにか気にかかることでもあったか」

　ライナスティが気安く問いかけると、エンジュは曖あい昧まいに頷いた。

「うん。あのハーミットっていう剣士──さっきの騒そう動どうの時、上から少しだけ見たんだけど、なんだかウィスタル卿きようよりも、フェリオ王子に似ているような気がしたんだ。気のせいかもしれないけど……」

　ライナスティが笑った。

「えぇ？　いや、ぜんぜん似てないだろ。目鼻立ちも違うし、だいたい似てる理由わけがないのに」

「いや、外がい見けんじゃなくて……なんていうか、こう──ごめん、俺おれの勘かん違ちがいだと思う」

　エンジュとしても漠ばく然ぜんとした感想だったらしく、それきり口を閉ざす。

　その隣でディアメルが頷うなずいた。

「あの剣士殿どのも刀を使うらしい。ひょっとしたらそれで、フェリオ様と足捌さばきや動きが似ているのかもしれない。刀を遣つかう剣士は、独特な気配を持っていることが多いからな。おまけにウィスタル様はラトロアの剣術で育って、フェリオ様はその技術を教えられたわけだから、そうした部分では似ていたとしても自然なことだろう」

　ディアメルのその解釈に、ライナスティは納なつ得とく顔がおに頷いたが、エンジュのほうはまだ釈しやく然ぜんとしない様子である。

　リセリナはリセリナで、別のことに驚いていた。

　話に聞こえたラトロアの国家体制は──この世界としては異い質しつな、民主主義のものに近い。民が投票によって元首を選ぶと聞かされた時には、妙な違い和わ感かんを覚えたものである。こんな中世風の世界において、その政治形態は明らかに浮いていた。

　もっとも──民主政治自体は、リセリナ達の世界でもかなり昔から存在していた。古代のギリシャでは、実際にそれが行われていたと記録にもある。

　ただしそれは、衆しゆう愚ぐ政治につながりやすい危険を常にはらんでおり、実際、その後の長い人類の歴史を見る限りでは、その危険が多くの悲劇とつながっていた。

　だからといって専制君主制がいいなどとは、もちろんリセリナも考えない。政治の問題は、おそらく時代と人物次し第だいだし、いずれにも長所と短所がある。

　もしフェリオのような者が王を務めるなら、それは良いことだとも思う。だが、その子々孫々がずっと名君になり続けるかといえば、そんなことはあり得ないはずだ。

　同様に、民主主義も腐ふ敗はいしてしまえばどうしようもない。表面だけの腐敗した民主主義は、かえって改革のしにくさという点が仇あだとなり、専制君主制よりも長く酷ひどい暗黒時代を生むことがある。

　歴史のすべては、おそらく結果論なのだ。

　暴ぼう君くんを生んだ時の不幸を思えば、民主政治の方が遙はるかにましに思える。

　その暴君が死ぬことによって、新しい治ち世せいがはじまることを思えば、いつまでも物事の本質を隠かくして事態を悪化させていく、腐くさった民主主義よりはましかもしれない。

　今のリセリナにとっては、判断に迷うことだった。

〝お父さんなら、なんて言うかな──〟

　おそらく義父なら、強く民主主義を支持するだろうと思う。それは彼が、〝人々が結束した時の力〟を信じていたからだ。

　たった一人の人間が政治を背せ負おうなど、ただの歪ゆがんだ傲ごう慢まんだと、そう言うかもしれない。結果論などという逃げ言葉を使わず、強い意思で可能性を信じるだろう。

　リセリナも以前までなら、そのことに頷うなずいたと思う。

　だが、フェリオを見ていると──彼が王になる姿なら、見たいとも思ってしまう。

　──あるいはそういう考えこそが、危険なのかもしれない。

「……リセリナ様、リセリナ様！」

　ディアメルの呼ぶ声に、リセリナははっとして我に返った。

「は、はい？」

　ディアメルが片目を瞑つぶって、リセリナに微笑を向ける。

「申し訳ありませんが、隣室に飲み物を運んでいただけますか？　社内の召使いにやらせると盗ぬすみ聞きされそうですし、騎士の私達では無ぶ骨こつすぎて……」

「いや、俺おれはディアメルのメイド姿ってのも、それはそれで珍しくて悪くないと──痛い痛い！　耳を捻ひねるな！　悪かった、冗じよう談だん！」

　いつも通りに余よ計けいなことを言って、ライナスティが痛い目を見ている間に、リセリナはてきぱきと飲み物の支度したくをはじめた。この二人のやりとりにも初めは戸と惑まどったが、もうすでに慣れっこである。

　ティーセットは部屋に揃そろえられていた。

　人数分のカップを揃え、ポットの中の茶葉が程よく抽ちゆう出しゆつされるのを待ってから、リセリナは隣室の扉ドアを叩たたいた。

「失礼します。お茶をお持ちしました」

　それなりに体てい裁さいを保ってそう告げ、リセリナが扉ドアを押すのと同時に──すぐに向こう側からも、扉ドアが開いた。

　目の前ではフェリオが微笑を見せている。一瞬どきりとしてから、リセリナは室内を見渡した。

　騎士団長ウィスタルの正面に、見知らぬ老人と青年がいた。

　老人はやや大柄で、もうじき夏だというのに黒こく衣いをまとっている。ごく薄うす手でのもので、さほど暑苦しくは見えない。

　青年はかなりの長身で、黒々とした髪と涼すずしげな青い眼めが印象的だった。

　そしてその青年は、リセリナを見るなり何故なぜか怪け訝げんそうな顔をする。

　フェリオがリセリナを卓テーブルに先導した。

「ありがとう。リセリナ」

　フェリオがその名を口にした瞬間──怪け訝げんそうだった青年の眼めが、大きく見開かれた。その反応の意味も、リセリナにはわからない。

「こちらはシルヴァーナの仲間のゴーダ氏と、それからウィスタルの甥おいのハーミット氏だ。それから──ゴーダ、ハーミット。この子は俺おれの友人のリセリナ・エリニュエス。内乱の時には一いつ緒しよに戦ってもらった」

「はい、よく存じておりますよ。お会いできて光こう栄えいです」

　老人、ゴーダがすかさず立ち上がり、握手を求めてきた。リセリナは微笑で応じる。握った老人の手はごつごつと堅かたく、古こ民みん具ぐのような重厚感があった。

　そして老人は唐とう突とつに、高らかによく響く声を張った。

「──戦せん姫きリセリナ、血ち煙けむりの中を縦じゆう横おう無む尽じんに駆け巡り、フェリオ王子の血けつ路ろを開きし戦場の舞まい姫ひめ──いやいや、間近で見てもなるほど、お美しい。兵達が騒ぐのも当然ですな」

　その言葉に、リセリナは戸と惑まどった。フェリオも不思議そうな顔をしている。

「は、はぁ……？　あの、〝戦姫〟って……？」

　ゴーダが満面の笑みを見せた。

「はい。私の副業は講談師でしてな。つい先さき頃ごろまでも王都で興行をうち、皆様のご活躍を喧けん伝でんしておったところです。今のはその一節ですな」

「講談師──ですか？」

　その職業のことはよく知らなかったが、話わ芸げいの一種だろうと想像はついた。

　フェリオが脇わきから補足する。

「最近の情報とかを、街まちで人々に話して聞かせる仕事だ。神話や伝承を話すこともあるんだっけ？」

「はい、そこは講談師によりますな。私は最新情報専門です。そのほうが客の入りがよろしい。話すだけで小こ銭ぜにを稼かせげますから、なかなかありがたい仕事です」

　ゴーダは愛あい想そよく応じる。

「リセリナ様、彼らは政府の広報を補ほ佐さする者達でもあるのですよ」

　ウィスタルが説明を付け加えた。

「たとえば政府が新しい法を決めた時、立て札などでの布ふ告こくもしますが、それと合わせて彼ら講談師に依頼し、民間への浸しん透とうを図はかるのです。その法がどういう目的をもっているのか、何故なぜ定められる必要があったのか、その罰ばつ則そく、期待される効果など──アルセイフは伝統的に、講談師をうまく活用している国です」

　そしてウィスタルは、ことさらに小声で呟つぶやいた。

「今回の内乱の正当性を訴うつたえる目的でも、彼らに依頼がいっているはずです」

「わしは別口だぞ」

　ゴーダが不服そうに口を尖とがらせた。

「御用講談師の知人から補足情報は得たが、王宮の依頼ではない。純粋に、アルセイフ王家への好意だ」

　ゴーダのそんな主張をひとまず聞き流し、リセリナは顔を赤らめた。

「正当性を訴うつたえることは必要だと思いますけど……それと私のことは関係ないはずです。戦せん姫きだなんて大おお仰ぎように呼ばれるのは困ります」

　フェリオが可笑おかしそうに笑った。

「恥ずかしがることはない、それだけの活躍をしたんだ。それにリセリナ、戦場では確かに目立っていたよ。あれじゃ講談の種たねにされるのは仕方ない」

　リセリナはさらに頰ほおを染めて俯うつむいた。

「あの──失礼ですが」

　ハーミットが、控えめに声を発した。

「話に割り込んで申し訳ないのですが、この国では、リセリナという名は珍しくないのですか？」

　唐とう突とつなその質問に、リセリナをはじめ、周囲の人々も首を傾かしげた。それに気づいたハーミットも、慌あわてて首を横に振る。

「いや、変な事をお伺うかがいして──失礼いたしました。忘れてください」

　ハーミットはそう言って問いを撤てつ回かいしたが、フェリオが代わりに答えた。

「珍しいといえば珍しいかもしれないけれど、探せば他ほかにもいると思う。何か、引っ掛かることでもあるのか？」

「いえ、なんでもないのです。たまたま同じ名に心当たりがあったものですから……偶ぐう然ぜんに驚いただけのことです」

　曖あい昧まいに誤ご魔ま化かすハーミットを、リセリナは改めてよく観察した。

　──ふと、さきほどのエンジュの言葉が思いだされた。

〝フェリオさんに……似ている？〟

　どこが似ているということではない。何故なぜ、エンジュがそう思ったのか。そして今、自分がそう感じたのか──それもよくわからない。

　ただ、彼の眸ひとみの青い色には、不思議とどこか懐なつかしいものを感じた。
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　サンクレット交こう易えきから見て、神殿を挟はさんだちょうど反対側の区画に、エアル交易の支社がある。

　暗殺者のシズヤは、このエアル交易の敷地内を、拠きよ点てんとしてよく借りていた。

　エアル交易は、タートムともつながりの深い貿易商だが、元を辿たどればラトロアから離り反はんした商人達だと聞く。タートムをはじめ、東側諸国で手広い商売を続けているが、政治的な要素は薄い会社で、シズヤにしても商人達とはまともに面めん識しきがない。ただ、そのエアル交こう易えきの社内に幾いく人にんかの〝同志〟が潜もぐり込み、便べん宜ぎを図ってくれている。ことにアルセイフ内にあるエアル交易の支社は、そのほとんどがタートムの影響下にあると言っていい。タートムから派は遣けんされた商人達も、何食わぬ顔をして多く詰めている。

　支社の空いている倉庫を借り、傷を負った玄げん鳥ちようのホムラをそこに休ませながら、シズヤはこの神しん域いきを動き回っていた。

　内乱の直前に、相あい棒ぼうのホムラは王子のフェリオから刃を受け、その羽にわずかな傷を負った。今はもうほぼ回復しており、シズヤを乗せて飛ぶこともできたが、できるだけ休ませるようにしている。

　シズヤがゆったりとした気分でホムラの羽を撫なでていると、倉庫の扉とびらが開き、茶色い髪の少女が顔を見せた。彼女はシズヤの部下で、エイミーという偽ぎ名めいを持っている。

「シズヤ様、連絡が届きました。ええと、カルバイ卿きようからと、あと──」

「……本命のほうも？」

「あ、はい。そっちもです。やっとですね」

　昼でも暗い倉庫の中を、少女は足音を消して駆けてくる。

　そしてエイミーは、二通の手紙をシズヤに差し出した。

　どちらにも署しよ名めいなどはない。正式の書状ではなく、読んだ後に焼き捨てるべき代しろ物ものだった。

　倉庫の中、寝ね床どこ代わりにした馬車の荷に台だいにランタンをつるし、シズヤは一通目を開いた。

　それはタートムの貴族、カルバイからのものだった。国境付近の戦況がつづられ、カシナートへの伝言が合わせて書かれていたが、内容に新鮮味はない。

　国境の兵達はそれなりに奮ふん戦せんを続けており、容よう易いには侵しん攻こうができずにいるらしい。だが、増ぞう援えんも順を追って来るらしく、時間をかければ砦とりでは落ちると書いてあった。

　カシナートに対しては、引き続き神殿側を押さえて欲しいと要よう請せいしている。読んでみれば、さほど重要な手紙ではない。

　シズヤはもう一通の手紙を開いた。

　その手紙は、彼女にとって久しく受け取る機会のなかった、〝本当の雇やとい主ぬし〟からの手紙である。長い長い旅路の果てに、もうじき届くはずだと思っていた。

　シズヤは薄く笑いながら手紙を開く。

　文字を読み進むうちに、その眼めは細さを増していく。

　傍かたわらに控えたエイミーが、ごくりと唾つばを飲んだ。

「──シズヤ様？」

　シズヤは手紙を畳たたみ、ランタンの火をその端に移した。

　金属製のテーブルへそれを置き、燃えていく様さまを見守る。

「朗ろう報ほうよ。私達の働きを誉ほめてくれてた。で、なんとかして、アルセイフとジラーハの間にも戦せん端たんを開かせろ、って。タートムのほうはアルセイフ制せい圧あつに動いているけど、ジラーハは兵を出すのを渋しぶってるみたい。慎しん重ちようすぎるのね、あのカシナートって司し教きよう──なかなか隙すきを見せないわ」

「あの、シズヤ様。それで、薬の方は──」

　少女がおずおずと問うのへ、シズヤは微笑を向けた。

「そっちは問題ないわ。もう皆のほうで受け取っているはず。こっちの分もそのうち、届くでしょう」

　エイミーはほっとしたように息を吐いた。

「よかった。しばらくは困らない量があるといっても、やっぱり補充が届くと安心します」

「心配しなくても、あの人たちは、そう簡単には私たちを切り捨てないわよ。私たちの使い道なんて、いくらでもあるもの」

　少し自じ嘲ちようするように言って、シズヤは手を叩たたいた。

「さ、お仕事、お仕事。どうしようかしら。ジラーハとアルセイフを戦争させるには、やっぱりフォルナム神殿関係を利用するのが一番楽よね」

　シズヤの呟つぶやきに、エイミーは穏おだやかな微笑で同調を返す。

「そう思います。重要人物を何人か暗殺して、どちらかに濡ぬれ衣ぎぬを着せるとか」

　お茶会の世間話と変わらぬ声こわ音ねで、彼女はそんなことを言う。シズヤは首を傾かしげた。

「常じよう道どうすぎて、面おも白しろみがないけど──楽は楽ね。でも、誰だれをどう殺すかが問題だわ」

「カシナート司教はどうですか？　あの方かたは神しん姫きのお気に入りなんですよね。ジラーハを動かすには、それくらいでもいいんじゃないでしょうか」

　エイミーの提案は、シズヤも少し前に考えていたことだった。だが、その有効性はやや疑わしい。

「どうかしら──あの人、ジラーハでは強きよう硬こう派はの偉えらい人なのよね。殺しちゃったら、穏おん健けん派はが勢いづいたりしないかしら。殺すなら、ジラーハ本国が怒るくらい地位が高くて、なおかつ強硬派にとって損害にならない人がいいけど──ちょうどよさそうな子が、一人だけいるわよね。記憶喪そう失しつらしいけど、死体にする分には問題ないわ」

　あ、と、エイミー頓とん狂きような声を上げた。

「そういえばいましたね。その人にしますか？」

　シズヤは微笑ほほえんだ。

「そうね。第一候補にしておきましょう。ともかく私達は、アルセイフとジラーハの間に戦争を起こせばいいんだから。そのためには、両方の怒りを煽あおって、理性を失わせることも必要かしら。エイミー、貴方あなた、雑用を頼まれてくれる？」

「はい。何をすればいいんですか？」

　エイミーは素直に頷うなずいた。

　シズヤはその耳元に囁ささやく。

「〝向こう〟に返事を出しておいて。方針に沿って、こっちでも上手うまくやっておくから、って。一応、働いていることをアピールしておかないとね」

　エイミーはにっこりと頷き、「夜までには」と言い残して倉庫を出て行った。

　彼女を送り出した後で、シズヤはランタンの火に燃やした手紙の灰を、ごみ入れに落とした。

　かつて滞たい在ざいした土地からの手紙に、その頃ころの思い出を馳はせる。

　その土地で、シズヤは〝死の神霊アービタ・スピリット〟の力をうまく盗ぬすみ出した。しかしその力を得たことによって、特殊な薬なしではまともに生きていけない体となった。

　そして──その後、彼らに捕らえられたシズヤは、報ほう酬しゆうと薬を得るために、二重スパイとして生きはじめた。

　タートムは、あくまで表向きの雇やとい主ぬしである。

　本当の雇い主は、遙はるか遙か西方の地に在あって、この東方の様子をうかがっているのだ。彼らは東方に混乱の種たねをまき、その戦力を東側に集めさせた上で、西からタートムとジラーハの隙すきを狙ねらおうとしている。

　シズヤはくすりと微笑ほほえんだ。

　雇い主に対する忠誠心などは別にない。だが、彼らのことは嫌いではない。
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　彼らがとても歪ゆがんでいることを、シズヤは知っている。そしてシズヤは、そうした歪んだものに親近感をもち、同時に好ましく思っている。

　ラトロアという名のその雇やとい主ぬし達は、シズヤにとって、少しだけ他ほかよりも価値のあるものだった。
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　カシナート・クーガの元に、フェリオから面会の申し出があったのは、その日の夕刻のことだった。

　多た忙ぼうだからと追い返そうとしたものの、フェリオはどうしてもと食い下がっており、仕方なくカシナートは時間を空けた。

　互いに平行線を辿たどるだけの話を繰り返すのは億おつ劫くうだったが、相手はまがりなりにも王族である。決して友好的な関係ではないものの、あまり粗そ略りやくに扱うのは具合が悪い。

　やがて執しつ務む室しつに招き入れたフェリオを見るや、カシナートは違い和わ感かんを覚えた。

　フェリオは悠ゆう揚ようとしていた。

　その眸ひとみから、しばらく前までの焦あせるような気配が薄れ、代わりに少しばかりの余よ裕ゆうまで感じられる。

（何か、新しい交渉でも思いついたか──？）

　カシナートはそう判断して、警戒を強めた。

　席を勧すすめて、互いに向かい合う。

　さして広くもない執務室に、この神殿の現在の責任者であるカシナートと、そしてアルセイフの代表であるフェリオとが、机を挟はさんで対たい峙じした。

　フェリオは隣に、来訪者ビジターのリセリナだけを伴ともなっていた。他ほかの護ご衛えい者しやは連れていない。

　カシナートの側には、ヴェルジネがいるだけである。廊下側には警護の神殿騎士達もいたが、部屋の中にはその四人だけとなった。

　本来なら、ベリエあたりも同席させたいところだったが──今の彼とフェリオを会わせると、それこそ戦争のきっかけを作りかねない。神しん域いきにはすでに王宮騎士団も到着している。双そう方ほうの緊張は今が頂点であり、逆にいえば今さえ乗り切れば、あとは流れが定まるはずだった。

　席につくなり、まずフェリオが口を開いた。

「カシナート司し教きよう。今日は折り入ってご相談があります」

　口調は固いが、斬きりつけるような気き迫はくはない。カシナートにとっては、それがやや不気味にも感じられる。

「相談、ですか。受け入れられるかどうかはわかりませんが、ひとまず、内容をうかがいましょう」

　タートムへの援えん護ごとして神殿を制せい圧あつしている今、受け入れられることなど何もないはずだったが、相手の動どう向こうを知る意味では聞く価値がある。

　カシナートを前にして、フェリオが声を潜ひそめた。

「来訪者ビジターのことについてです。カシナート司教は──イリス達を保護されたそうですね」

　カシナートにとって、それは思わぬ言葉だった。

　数日前に、パンプキン達がフェリオを襲ったことは聞いている。気づかれていることは承しよう知ちしていたが、確たる証しよう拠こはないはずだった。

　すっと眼めを細めて、返答に間を置く。

「さて、イリスといいますと……失礼ですが、心当たりがありません。フェリオ様は、何か間違った情報を得ているのではありませんか」

　そうとぼけてはみたものの、フェリオの側に動どう揺ようは見られない。

「カシナート司し教きよう。六日前、このリセリナが、他の来訪ビジタ者達に襲われたことはお聞き及びのはずです。この神殿に彼らがいることはわかっています。それに──神殿騎士のリカルド殿が来訪者ビジターを保護する前に、彼らと接触した少年がいます。彼は外がい務む卿きようであるラシアン卿の領地の人間でした。その証言から、確証は得ています」

　カシナートは内心で舌打ちをこらえた。来訪者ビジターの要求もあって、その少年のことは処分しなかったと聞いていた。だが、どうやら甘あまい処置だったらしい。

　廊下に漏もれぬようにという気き遣づかいか、フェリオの声はやけに小さい。

「彼ら来訪者ビジターは、国王と皇太子を殺した大罪人です。アルセイフとしては、彼らを許すことはできません。当然、その引渡しを求めることになります。場合によっては、貴方あなたにではなく、ジラーハ本国に対してその使者を差し向ける可能性もあるでしょう」

　それはつまり、カシナートと対立する穏おん健けん派はの人々に、カシナートを攻撃する材料を渡すという脅おどしである。

　不快に思いながら、カシナートは首を傾かしげた。

　もしそのことをウィータ本国に知らせるなら、ここでカシナートに話さぬ方が、不意打ちとして有効に作用する。

　それをわざわざ、話しにきたということは──

「──カシナート司教。取引きをしたい」

　フェリオが一ひと際きわに声を潜ひそめた。

　カシナートは何も言わず、耳をそばだてる。

「アルセイフの要求は二つです。神じん師しをはじめとする囚とらわれの神官達を解放し、フォルナム神殿の自治権を彼らの元に返へん還かんすること。そして、ここに駐ちゆう留りゆうする神殿騎士達を、以前と同じ人数に戻すこと」

　──何を馬ば鹿かな、と、カシナートは失望した。とても吞のめる要求ではない。

　しかし、フェリオの言葉には続きがあった。

「その見返りとして、フォルナム神殿とアルセイフは今後十年間、産出される輝石セレナイトの二割をジラーハに無む償しようで引き渡します。現在、フォルナムからジラーハへ、税として納められている輝石セレナイトは約二割です。今後十年間は、これが四割になる計算となります。そして、もう一つ──司教がこの交渉を受け入れてくださるならば、アルセイフは国王殺しの犯罪者に対する捜そう索さくを、水面下で打ち切る用意があります。カシナート司し教きようの手元にいるイリス達の存在を、我々は関かん知ちしない、ということです」

　思わずカシナートは眼めを見張った。

　すかさず、その脳のう裏りに思し考こうを巡らせる。

　輝石セレナイトの四割──

　その数字は魅み力りよく的てきだった。無む論ろん、フォルナムを制せい圧あつすれば、そのほぼ十割をジラーハの資産とできる。だがあまり露ろ骨こつにそれをすると、東側の周辺国も黙ってはいないだろうし、アルセイフ側も外がい聞ぶんを捨てて神殿の制圧に動くだろう。そうなれば、内乱が続く南方の二にの舞まいである。

　実際にフォルナムを制圧しても、アルセイフに二割、フォルナムから他国への販売分に二割を融ゆう通ずうするとして、せいぜい六割がジラーハの取り分だった。

　制圧で犯おかす危険を思えば、たとえ十年という期限つきであっても、ただで四割が手に入るのは悪くない。もしその間にタートムの侵しん攻こうが成功すれば、この十年ももっと長い歳月に変わるかもしれない。逆にタートムの侵攻が失敗すれば、この取引きの旨うまみはさらに増す。

　フォルナムの神官達が反抗を決めた今では、精製に携たずさわるシャジールの民が素直に言うことを聞くかどうかという懸け念ねんもあった。だがフェリオの要求を吞のむ限り、そうした懸念も一いつ切さいが避けられる。

　──悪くはない。

　カシナートの心に、思し索さくの余よ地ちが生まれた。

　輝石セレナイトの事情に加えて、来訪者ビジター達のこともある。彼らのことをアルセイフに知られたのは痛つう恨こんのミスだが、アルセイフ側がそれを黙もく認にんしてくれるとなれば、これは願ってもないことだった。

　カシナートはその脳裏で、損そん得とくの計算を続けた。

　本国の連中に来訪者ビジターのことを知られても、対たい処しよできる自信はある。だが、もしそれが因いんでアルセイフとの戦争になれば、自分がその責せめを追つい及きゆうされる。

　一方、輝石セレナイトの四割を無む償しようで徴ちよう収しゆうできれば、そのうちの二割ほどをタートムに回すこともできる。もしも別べつ枠わくの予算を組んで、フォルナムが商人達に卸おろす輝石セレナイトを購入すれば、さらに一割程度は押さえられるだろう。ジラーハに回る輝石セレナイトが合計五割となれば、がめついジラーハの神官達でさえ納なつ得とくするはずだった。

　むろん、考こう慮りよすべき点は他にも多いが──検討する余地はある。

「そして、これらの約束が履り行こうされる限りは、ジラーハはこれまで通り、フォルナムの自治に干渉しないで欲しい。これが取引きの内容です。来訪者ビジターのこと以外は、文書で約束を交わすことができます。来訪者ビジターに関しては……貴方あなたのほうでも、文書化は困るはずですから、そのあたりは融通を利きかせるつもりです」

　淡たん々たんと告げるフェリオを見み据すえて、カシナートは唸うなった。

　正直なところ意外だった。ある意味で生なま臭ぐさい、こうした政治的な譲じよう歩ほができる人間だとは、思っていなかった。

　国王殺しの犯人は憎にくいはずだ。それでなくとも、王家の人間が、王族殺しの犯人を見逃すなどあってはならないことである。

　それをこの王子は、神官達のためならあえて見逃してもいいと言っている。

（意外に食えないな──この王子）

　あるいは外がい務む卿きようラシアンの入れ知恵かもしれない。

　カシナートは、眼まな差ざしも鋭するどくフェリオの眼めをうかがった。その真しん意いを探るべく、いくつかの質問を整理する。

「……そこまで譲歩されるとは意外でした。四割もの輝石セレナイトを我々に渡すということは、貴方あなたがたにとっては屈くつ辱じよくのはずです。フェリオ王子、一つ伺うかがいたいのですが、フォルナムの神官達とは、貴方にとってどんな存在なのですか？」

「敬けい愛あいすべき友人です」

　フェリオは即答した。

「友人が無実の罪で囚とらわれ、連れていかれそうになっている以上──アルセイフは、彼らをなんとしても護まもります。カシナート司し教きよう、貴方がたがこの交渉に応じなかった場合には、我々は神官達を救うべく、この神殿をジラーハの手から解放する用意があります。神しん域いきには王宮騎士団の騎士達がおりますので」

「それは可能ですか？　失礼ながら、王宮騎士団は百人程度の部隊とうかがっています。雑ぞう兵ひようを加えても、国境にタートムがいる現在では兵の融ゆう通ずうもままならないはず。神域にいる戦力は五百人程度かとお見受けいたしました。この神殿には、神しん鋼こうの装備に身を固めた神殿騎士が六百人ほどもいます。さらに神域の街まちにも騎士を散らしてあることは、すでにお気づきでしょう。これに練れん度どの低い通常装備の兵で対抗するなら、数千に及ぶ兵力が必要ではないでしょうか」

　カシナートはわざと物ぶつ騒そうな指摘をしてみた。

　フェリオはやや、顔を強こわ張ばらせる。

　傍かたわらのリセリナが、その袖そでをそっと押さえるのが眼めに入った。

　フェリオが頷うなずく。自制は効いたらしい。

「神殿の制せい圧あつは、あくまで最後の手段です。ですが、我々は必要とあらば動きます。そうならないことを祈っておりますが──」

　そう言って、彼は一呼吸の間を置き、話題を転じた。

「カシナート司教。私は今日、ラトロアから来たという、ある剣士と出会いました。そして、向こう側がどんな状況にあるかを聞きました。そのおかげで、ジラーハとラトロアの国境についても、多少はその現状を理解しているつもりです」

　カシナートは眼めを据すわらせた。

　国境では小こ競ぜり合あいが続いている。神殿騎士達がちょっかいを出しているのか、向こう側がちょっかいを出しているのか、あるいはその両方か──大規模化はしていないが、争あらそいが長引いて久しい。

　それより奥のラトロアの詳しよう報ほうは、カシナートでもなかなか入手できない。潜せん入にゆうさせた名無し達からの連絡は入るものの、それも途と切ぎれ途と切ぎれである。そのうちの幾いく人にんかは行方ゆくえ知れずになっていた。

　フェリオの言葉は続く。

「その剣士は我々への協力を約束してくれました。彼はラトロアの中央をよく知る人物で、その情報によって、我々も向こうへの認識を新たにすることができました。したがって、今後はアルセイフも、ラトロアの動きを注視していくことになります。輝石セレナイトを四割も渡すことは、ラトロアの脅きよう威いを近く感じる貴き国こくへの支援でもあるのです」

　カシナートは表情を変えずに、フェリオを見み据すえた。

　今の時点では、本気で〝支援〟などと口にしているわけではないだろう。だが、ここでカシナートがもしこの交渉に乗るようなら、結果としてはアルセイフの決断が支援となる。

「ラトロアと貴国の関係は、我々も把は握あくしています。タートムがここに来て急な侵しん攻こうをはじめた理由も合わせて理解しています。ですが──アルセイフは、両国からただ踏みにじられるつもりはありません。攻められれば民を守ります。これからの成り行きを、貴方あなたにはよく見守っていただきたい」

　囁ささやくように言うフェリオの眼めに、鋭するどい光が宿った。

「貴方は、我が国がタートムに負けると思っているようです。ですが、タートムはこれまで、幾いく度どもアルセイフへの侵攻を画かく策さくし、そのたびに失敗してきました。今回はジラーハが手を貸し、神殿を制せい圧あつするという形で、アルセイフ側に圧力をかけてきましたが──その援えん護ごがあってもなお、今回も彼らは失敗します」

　フェリオの放つ怒りの混じった気き迫はくに、カシナートではなく、脇わきのヴェルジネがたじろいだ。彼女が半歩退しりぞいたのに気づいて、カシナートは自分だけが彼に圧おされているわけではないことを知る。

　フェリオの声こわ音ねは静かだが、少年のものとは思えぬほど強い芯しんをもっていた。

「アルセイフは他国に侵攻しません。それは国力に自信がないからではありません。国土を無む闇やみに広げることよりも、内政に力を注いでいるからです。だからこの国は、いざ守りに入れば固い──私の兄のレージクは、その力を信じませんでしたが、私は信じられます。タートムの侵攻は、タートムが諦あきらめぬ限り、おそらく長引くでしょう。その間、アルセイフはずっとこの国内を守り続ける自信があります。はっきり申し上げれば──貴方は、この国のことを、何もわかっていない。これからそのことを思い知るはずです」

　カシナートは沈黙を守った。

　──何も、言えなかった。

　フェリオが席を立つ。

「すぐに結論を求めはしません。ですが、ラトロアの脅きよう威いがある以上、貴方あなたがたもこの東側で乱らんが長引くことを良しとはしないはずです。今ならまだ間に合います。時期を見て神官達を解放してください。この譲じよう歩ほは、当方ばかりではなく──貴方達のためです。神官達が解放されない場合、アルセイフは戦闘をしてでも彼らを救うでしょう」

　捨すて台詞ぜりふには聞こえなかった。

　話を終えるや、フェリオはすぐに執しつ務む室しつを出て行き、その従者たるリセリナも一礼を残して後に従った。

　カシナートは、黙ってその背を見送る。

　フェリオとリセリナ、二人の〝敵〟が去った後ではじめて、自分が掌てのひらに汗を握っていることに気づいた。

　威い圧あつされた──そのことに、我ながら驚く。神殿騎士団団長のベリエをはじめ、カシナートが威圧を感じる相手はそう多くない。

　フェリオに威圧されたわけではないだろう。彼の背後に垣かい間ま見えたこのアルセイフという国の真しん価か──それに、フェリオを通して威圧された気がした。

　沈黙の後に、カシナートは傍かたわらのヴェルジネへと低く囁ささやきかけた。

「──名無し達を動かして、国境付近の戦況を詳しよう細さいに渡って探らせなさい。それから、神官達の護ご送そうを一時、延期いたします」

「彼の要求を飲むのですか」

　ヴェルジネが驚いたようにカシナートへ視線を向けた。

　カシナートは卓テーブルに肘ひじをつき、その指を組み合わせる。

「──それを決めるまでには、もう少し時間が必要でしょう。国境付近での戦況が、あの王子の強がりなのか、それとも──いずれにせよ、彼の申し出には一考の価値があったと思います。今後十年間、輝石セレナイトの四割を渡し、さらに来訪者ビジターの件を不問にする──状況を思えば、ずいぶんな譲歩です。思いどおりの展開ではないにせよ、ここまでの譲歩を引き出せたのなら、この神殿で強きよう硬こう策さくを進めた甲斐かいもありました。あの王子の態度は無礼ですが、それはこちらもお互たがい様さまです」

　カシナートは呟つぶやいて、さらに思し案あんする。

　捕らえた神官達は、アルセイフのために命をかけている。

　アルセイフの側は、その神官達の救出に国運をかけている。

　その両方を敵に回すことを、カシナートは恐れない。

　恐れはしないが──あえて敵に回す必要がなくなるなら、それもいい。もっとも、これからタートムがアルセイフの侵しん攻こうに手こずるようなら、という前提条件もつく。

「ヴェルジネ。我々は当面、時間を稼かせぎます。神官達の扱いは、情勢がはっきりしてから決めても遅おそくはないでしょう。この国は、確かに──思っていたよりは、強い国かもしれません」

　あるいは、これから強く変わろうとしているのか──

　だとしたら、カシナートの方針にも調整が必要となる。

　椅子に深ふか々ぶかと腰かけ、カシナートは嘆たん息そくした。

　政治にこうした迷いは付きものだが、いずれは決断しなければならない。その決断がアルセイフに有利なものである必要はまったくないが、ジラーハにとってだけは、絶対に有利なものでなければならなかった。

　さしあたって、今の関心事は国境の状況である。名無し達からの報告が届くのには、どうしても一週間以上はかかるだろう。

　そのための時間が、今のカシナートには酷ひどく長く感じられた。
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「……そして、王子様とお姫様は、いつまでも幸せに暮らしました──はい、おしまい」

　古びた絵本を読み終えると、ウルクは膝ひざに抱えたシアの髪を撫なでた。

　本は神殿の図書室にあった、神官の子供用のものである。珍しくもないただの童話だったが、シアは食い入るように夢中になっていた。

「よかったね、シア。王子様もお姫様も、幸せになれて」

「──うん」

　シアは絵本の挿さし絵えから眼めを離さぬまま、こくりと頷うなずいた。

　ウルクは微笑ほほえむ。

　彼女と過ごしはじめて、もう六度目の夜を迎えた。

　はじめのうちは遠えん慮りよがちに戸と惑まどっていたシアも、もうすっかりウルクに懐なついている。

　ウルクには、それが嬉うれしい。まるで本当の妹のように、シアのことを愛いとしく思う。

　シアは素直で、優やさしく──繊せん細さいな子供だった。

　時折、記憶の戻らないウルクのことを気き遣づかう素そ振ぶりも見せる。そうした時、ウルクは彼女のことを痛いたましく思う。

〝……思いだせそう？〟

　上うわ目め遣づかいにそう問う、その気遣い方が切せつ羽ぱ詰つまっていて、ウルクはたまに不思議にも思う。シアはウルクが記憶喪そう失しつであることを、ひどく気に病やんでいる様子だった。

　そんな彼女の気を紛まぎらわすのに、ウルクは絵本を頼たよった。

　案あんの定じよう、まだ子供のシアはすっかり物語に引きこまれ、今ではウルクの膝ひざの上が、彼女のお気に入りの場所となっている。

「それじゃあシア。そろそろ寝ましょうか」

「うん」

　物語による高こう揚よう感かんがまだ抜けないらしく、シアは少しも眠くなさそうな声で頷うなずいた。ウルクはくすりと笑う。こんな状態でも、寝台ベツドに入ってしばらくすれば、シアは素直に寝息をたてはじめる。

　ウルクはランタンを消す前に、彼女の髪をブラシでとかしはじめた。

　シアの髪は、綺き麗れいな黒だった。だがそれは染料で染めたものらしい。本当の彼女の髪の色は輝くような金髪で、よく見れば生はえ際ぎわから、染まっていない金髪がもう生えてきていた。

　ウルクは首を傾かしげる。

「こんなに綺麗な金色なのに──わざわざ染めちゃうなんて、もったいないね」

「……イリスが、神殿の中では目立つから、って。来訪者ビジターは金髪の子供を連れているって、知っている人が多いから……」

「そうなんだ？　じゃあ、ジラーハに行ったら元の色に戻しましょう。黒髪も可愛かわいいけれど、シアにはきっと、もともとの金髪のほうがよく似合うわ」

「……ウルクの髪も、青くて綺麗」

　シアがぽつりと言った。ウルクは微笑を返す。

「ありがとう。さ、寝ましょうか。夜よ更ふかししてると、大きくなれないわ」

　一つの寝台ベツドに二人で横になり、ウルクはシアの身を両手に抱いた。

　シアを抱いていると、何故なぜだかウルクの側もほっとした。誰だれかを守っているつもりになると、少しだけ自分が強くなったようにも感じる。それはただの錯さく誤ごかもしれないが、記憶のないウルクにとっては、大きな拠より所どころでもあった。

〝助けたつもりで……助けられてるのかな、シアに──〟

　そんなことも思う。

　シアはウルクの胸に顔を埋うずめ、穏おだやかに呼吸をしている。

　彼女が本当に会いたいのは、リセリナという娘らしい。ウルクとしても、早く会わせてやりたいと思う。だがウルクもシアも、今はさまざまな理由で行動を制限されていた。

　神殿騎士達が部屋の周辺を警備しているし、リセリナという娘が何処どこにいるのかも、ウルクは知らない。

　シアだけでなく、ウルク自身もまた、あのリセリナという娘にはもう一度会いたいと思っていた。

　彼女は、記憶を失う前のウルクのことを知っているらしい。それに、フェリオという王子のことも依い然ぜんとして気にかかる。

「……ウルク？　なに考えてるの？」

　胸の谷間から、シアが上うわ目め遣づかいに問いかけてきた。ウルクは微笑を向ける。

「今日に感謝して、それから、明日もいい日になりますようにって──お祈りしていたの。シアもする？　お祈り」

　シアが頷うなずいて、眼めを閉じた。

　ウルクは彼女をぎゅっと抱き締める。

　ふと、思う。

　自分とシアの関係は、助けるとか助けられるとか、そういうことではないのかもしれない。初めはシアを孤こ独どくから救いたいと思ったが、今にして思えば、孤独なのは記憶のないウルクも同じだった。

　だから、二人で寄より添そっているのかもしれない。

「──ウルク、お祈り、終わった」

　シアが小声に呟つぶやいた。

　その髪を撫なでて──ウルクは、妙な違い和わ感かんを覚える。

　助けるとか、助けられるとか──

　孤独から救いたいとか、自分も孤独だったとか──

　それとまったく同じようなことが、過去にもあったような気がした。

　無む論ろん、それは明確な記憶としては思いだせない。だが、もやもやと胸の奥でくすぶっている何かを感じる。

　思いだそうとすると、少し頭が痛んだ。

　つい指先でこめかみを押さえる。

「……ウルク？」

「あ……なんでもないわ、シア。それじゃ、おやすみなさい。いい夢を見てね」

「うん。おやすみ」

　シアが眠りにつく。

　白いシーツの上で、ウルクは彼女の髪を撫でながら、たった今、感じた違和感の正しよう体たいについて考えた。

　よくわからない。それがもどかしい。

　ただ──自分は以前にもこうして、誰だれかと寄り添ったことがある──

　そのことは、何故なぜか強く感じた。
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　フェリオにあてがわれた親善特使の執しつ務む室しつに、リセリナはここしばらく泊まり込んでいた。

　部屋はさして広くもないが、泊まる分には支し障しようがない。

　フォルナム神殿には一応、リセリナの部屋もある。だが、神官ではなくフェリオの従者としてここにいる以上、その部屋を使うのも具合が悪い。なによりイリス達がいつ襲ってくるかわからない状況で、リセリナを一人にはできないと、フェリオがそれを許さなかった。

　そしてリセリナは今、フェリオの寝室にいた。簡かん易い寝台ベツドを傍そばに運び入れて、同じ部屋に起き居きよしている。

　同室には騎士のライナスティとディアメルも起居しており、間違いなどは起きるはずもなかったが──それでも、リセリナは緊張してしまう。

　まだ眠るには少し早い時刻とあって、騎士達は隣室でカード遊びに興きようじていた。

　寝室には、フェリオと二人きりである。

　机に座ったフェリオをちらちらと見ながら、リセリナは少し困っていた。

　何か話したいのに、何も言えない。

　ランタンの灯ひの下で、フェリオは黙もく々もくと手紙に向かっている。誰だれに宛てたものかはわからないが、特に急ぎでもないらしく、さきほどからあまりペンが進んでいない。文面を考えながら、しきりに首を傾かしげている。

「あの──」

　寝台ベツドに座ったリセリナが控えめに声をかけると、フェリオはすぐに手紙から顔を上げた。

　互いに視線が合い、リセリナの側はそれだけでまた言葉に詰まる。

「あぁ、ごめん。もう寝るなら、灯あかりを消すよ」

　フェリオはその沈黙を別の意味に受け取ったらしい。

　頭上に吊つるしたランタンへ手を伸ばしかけたところで、リセリナは慌あわてて否定する。

「いえ、そうじゃないんです。さっきから、あまりペンが進んでいないみたいだったので、ちょっと気になって──」

　フェリオが目を伏せた。

「……うん。何を書いたらいいのか、よくわからなくて」

　リセリナは彼の元に歩み寄った。フェリオが書いていたのは、ウルクに宛てた手紙だった。

　そのことを知るや、くっと息が詰まる。

　手紙はまだ下書きの段階で、その上、ほとんど白紙だった。

　フェリオは苦にがい微笑を見せる。リセリナの心が、またほんの少し痛んだ。

「向こうから避けられているままじゃどうしようもないから、だから、手紙でなんとかならないかと思って──でも難しいな。俺おれのことを忘れているウルクに、どういって何を伝えたらいいのか、わからない」

　フェリオの困こん惑わくは、リセリナにも伝わった。

「ウルク様とは──ずっと、文通を続けてらしたんですよね」

　リセリナの問いに、フェリオは頷うなずく。

「だから余よ計けいに書きにくいのかな。あんまり馴なれ馴なれしくても困こん惑わくさせるだけだろうし、他人行ぎよう儀ぎなのもなんだか……嫌なんだ」

　リセリナは、書きかけの手紙をじっと見つめた。

　文字はほとんど書かれていない。だがそこにはもう、フェリオの思いがたくさん込められているような気がした。

「ウルク様とフェリオさんは、子供の頃ころに一いつ緒しよに遊んでいたって聞いたんですけれど──どんな御関係だったんですか？」

　リセリナは、今まで聞くに聞けなかったことを、やっとの思いで口にした。二人の昔のことを、リセリナはよく知らない。知りたい反面、聞くのがつらい気もしたが、やはり気になってしまう。

　フェリオはさして気き負おうこともなく、あっさりと答えていく。

「俺おれがまだ八歳ぐらいの時だったかな。ウィータ神殿からアルセイフに、偉えらい司し教きよう様が来たんだ。それがウルクの父上のマディーン司教だった。輝石セレナイトのことで話し合いがあったらしいけど、その時にウルクも一緒に来て、一年くらいアルセイフにいたんだ。だからそんなに長い付き合いじゃなかったけれど……気が合ったんだろうな、きっと」

　フェリオは懐なつかしげに呟つぶやいた。

「ウルクはあの頃から綺き麗れいな子だったよ。当時は男だって勘かん違ちがいしていて、それでこんなこと言うのも変かもしれないけど──本当に綺麗だった。最初は近寄り難いものを感じたな。実際に、俺のほうからは近寄り難かった」

　次の言葉までは、少し、間が空いた。

　リセリナは彼を見守る。フェリオはわずかに俯うつむいていた。

「……偉い司教様が国こく賓ひん扱いで来たから、王家で歓かん待たいすることになっていたんだ。でも俺だけは、当時からあぶれていたから──晩ばん餐さんとか式典には出られなかった。ちょうどウィスタル達も国境の方に用事で出ていて、父上達も忙いそがしかったし、ずっと一人でいた。で、庭で一人で剣を振っていたら──そこで、ウルクと会った」

　フェリオの頰ほおに、微笑が浮いた。

「迷まい子ごになっていたらしいんだけど、そんな様子はなかったな。悠ゆう々ゆうとしていて、やたら大人おとなびていた。それでウルクは、剣を素す振ぶりしていた俺に問いかけてきたんだ。〝そんなに必死になって、貴方あなたは何を斬きろうとしているのですか？〟って……」

　ランタンに照らされた彼の眼めが、遠くを見ていることに、リセリナは気づいた。思い出を掘り返すようにして、フェリオはゆっくりと話し続ける。

「……俺は答えられなかった。何を斬るかなんて、考えたこともなかったから。ただ、剣を使えばウィスタルに近づけるか、ひょっとしたらウィスタルみたいになれるかと思って……傍はたから見たらおかしいよな。八歳の子供が、周りに誰だれもいないのに、険けわしい顔して必死で剣を振り回して──そんな俺おれに、よくウルクは声をかける気になったと思う。同年代の貴族の子弟達はみんな、俺のことは見て見ない振りをしていたのに」

　フェリオの横顔は寂さびしそうで、同時に嬉うれしそうでもあった。

　四番目の王子で母親を早くに亡なくした上、フェリオは兄達やその母親達からも疎うとまれていたと聞く。リセリナは、今の強いフェリオの姿しか知らないが、彼とて子供の頃ころから強かったわけではないだろう。

　フェリオは眼めを閉じた。瞼まぶたに誰だれの面おも影かげを描いているのか、傍そばにいるリセリナにははっきりとわかった。

「あの時のウルクはきっと、俺のことを〝ほっといたら危ない〟って思ったんだろうな──確かにそうだ。あの頃はまだ、寂しさを紛まぎらわそうとして、がむしゃらに剣を振り回していただけだった。それ以来、ウルクは毎日、俺の稽けい古こを見に来るようになって、二人で話もするようになった。初めは俺も訥とつ々とつとだったけれど、ウルクが親しん身みになっていろいろと話してくれたから、だんだん仲良くなって……」

　フェリオは遠い眼のまま、深く嘆たん息そくした。

「ウルクは、俺の初めての同年代の友達だったんだ。あの頃、もうウィスタル達はいてくれたけど、それでも俺は、やっぱり寂しかったんだと思う。ウィスタル達だって任務があるから、いつも王宮にいるわけでもなかったし──それにウルクも、こっちに来て一人だったから、それで余よ計けいに気が合ったのかもしれない」

　フェリオは机上の手紙を片付けはじめた。もう書く気は失せたらしい。

「それにほら。ウルクは、神しん姫きの妹っていう特殊な立場だろう」

　リセリナは頷うなずいた。〝神姫〟というのがどんな存在なのか、今一つ摑つかみかねていたが、宗教的な象しよう徴ちようなのだろうということはわかる。

　フェリオは苦笑を見せた。

「俺も王族なんて厄やつ介かいな立場だけど、ウルクはもっと厳きびしい立場だったからな。そのせいで、彼女も結構、苦労していたらしい。それにあんな近寄り難いぐらい綺き麗れいだと、周囲は気軽に友達になるってわけにもいかないのかもな──寂しい同士、一いつ緒しよにつるんで遊んだけれど、あの一年は本当に楽しかった。今の俺がこうしていられるのは、ウルクのおかげなんだ。ウィスタルにももちろん感謝しているけど、もしウルクと出会えなかったら、俺はもしかしたら、それこそレージク兄様みたいに歪ゆがんでいたかもしれない」

　フェリオのその言葉には、実感が籠こもっていた。

　フェリオとウルク、二人の間にあるつながりを、リセリナは改めて強いものだと感じる。

　息が苦しい。

〝……嫉しつ妬となんて、したくないのに──〟

　そんな醜みにくい自分は嫌だった。フェリオにそんなことを悟さとられるのはもっと嫌で、リセリナは泣きそうになるのを堪こらえて微笑を保つ。

　この二人には、幸せになって欲しい──そう思うのも本ほん音ねだった。ただ、その一方で自分がフェリオに惹ひかれているのも、また本音である。

　その葛かつ藤とうに挟はさまれながら、リセリナは声を絞しぼった。

「──フェリオさん。ウルク様に、会いに行きませんか？」

「え？」

　フェリオが意外そうに反応する。リセリナとしては、どうにかしてフェリオの憂ゆう悶もんを晴らしてやりたい。それには、二人を会わせるのがもっともいいと思った。

「手紙には何も書けなくても、会いにいけば、言葉が出てくるかもしれません。ウルク様だって、フェリオさんが誠心誠意、言葉を尽くせば……」

「いや、それはやめておこう」

　フェリオの反応は、予想に反して簡かん潔けつだった。

「今はまだだめだ。カシナート司し教きようが俺おれ達の交渉に応じてくれてからの方がいい。それに、ウルクの部屋の周囲には来訪者ビジター達もいるかもしれない」

「でも、のんびりしていたら、ウルク様はウィータ神殿に帰っちゃうかもしれません」

　リセリナの危き惧ぐはそこにあった。リセリナの命を狙ねらう来訪者ビジター達も、リセリナの生死はともかくとして、いずれはジラーハ本国に移動するだろう。ウルクにしても、いつまでもここにはいられない。

「その時は──追いかけるよ」

　フェリオは、事もなげにそう言った。

「ウルクが生きているなら、ウィータ神殿まで、俺が出向けばいい。周辺の国々が安定してからになるだろうけど、何も焦あせることはないんだ」

　それは自分に言い聞かせるような声だった。

　ウルクのことでもっとも焦っているのは、他ほかならぬフェリオ当人のはずだった。しかし、今の彼は常に自制を求められる立場でもある。

　リセリナは、もうその顔を正視できなかった。この場にいるのがつらくなって、フェリオに背を向ける。

「……私、何か飲み物を持ってきますね」

　そんな言いい訳わけを作って部屋を出ると、すぐに騎士達の背中が眼めに入った。

　ポーカーでもやっているのかと思えば、卓テーブルの中央でカードが山を作っている。

「よし、革かく命めい」

　ディアメルが数字の同じ四枚のカードを場に出した瞬間、他の騎士達から歓かん声せいと悲鳴が漏もれた。

（……大だい貧ひん民みん？）

　リセリナは首を傾かしげた。この世界は、こういうところが、自分達の世界と妙によく似ている。

　卓テーブルを囲んでカード遊びに興きようじる彼らの姿は、いかにも屈くつ託たくがない。

　脇わきをすり抜けようとしたリセリナを、騎士の一人が呼び止めた。

「リセリナ様もどうですか？　さっきからディアメルがやけに強いんですよ」

「私はいいです。今、フェリオさんに飲み物を──」

　柔やわらかく断ろうとした矢先、リセリナの耳が、不意の異い音おんを捉とらえた。

　きぃん、と耳鳴りが起きて、ちょっとした眩暈めまいを感じる。

「……ん」

　リセリナは片かた眼めを閉じて、首を軽く振った。

「ん？」

「あれ？」

「なんだ、この音──」

　騎士達も同時に、同じ音を感じたらしく、わずかに顔をしかめた。

　不自然な耳鳴りはすぐに止み、リセリナは騎士達と顔を見合わせる。

　ライナスティが眉まゆをひそめていた。

「……リセリナ様もですか？」

「皆さんも？」

　一人だったら、ただの眩暈と耳鳴りで片付けられる。だが、部屋にいた全員がとなると、さすがに奇妙なものを感じた。

（……気圧の関係かな）

　リセリナは部屋の窓から夜空を眺めた。空は暗く、雲が出ていてあまりよく見えない。

「なんの音だったのかね、今のは」

「音っていうより、耳鳴りみたいだったな。まだ鼓こ膜まくがおかしいよ」

　騎士達は咳せきをしたり欠伸あくびをしながら、それぞれに耳の具合を確かめていた。

　リセリナは胸むな騒さわぎを覚えつつ、廊下に出た。

　見張りの神殿騎士達が、そこにも立っている。彼らは決して手出しはしてこない。カシナートから厳きびしく指示されているのだろう。

　立ち尽くした彼らもまた、自分の耳をいじっていた。

　リセリナは彼らに軽く会え釈しやくをして、その前を通り過ぎようとした。

「おっと、リセリナ様。どちらまで？」

　神殿騎士の一人が声をかけ、その後を追ってくる。

　リセリナは警戒しながら、表面上は穏おだやかに応じた。

「すぐそこの厨ちゆう房ぼうです。フェリオ様のお飲み物を取りに」

「そうですか。じゃあ一応、見張らせていただきますよ」

　にやにやと笑いながら、一人の若い騎士がついてくる。リセリナは不快感を感じたが、表情には出さない。あのリカルドではないだけ、大分にましである。

　騎士の歳としは二十代の後半か、赤みがかった髪は縮ちぢれていて、眼めつきはよくない。どこか街まちの不良を思わせる物もの腰ごしだった。

　すぐに部屋からディアメルも追いかけてきた。

「待ってください、リセリナ様。私もお供ともいたします」

　厨ちゆう房ぼうは近いが、一人で行動させないようにという気き遣づかいだろう。神殿騎士と二人きりになるのはリセリナも嫌だっただけに、これはありがたかった。

　三人が並んで歩き出す。

「しかし今の音──なんだったんでしょうね」

　歩きながらディアメルが呟つぶやいた。神殿騎士の男も胡う乱ろんな顔をした。

「へぇ……あんたらにも聞こえたのか？」

「……あぁ。一瞬のことだったから、よくわからなかったが──妙な感じはした」

　ディアメルがあくまで無ぶ愛あい想そうに応じる。

　神殿騎士の男は特に気分を害した様子もなく、軽く鼻を鳴らした。

「やっぱり気のせいじゃなかったか。俺おれもこの神殿に駐ちゆう屯とんしはじめて、四年目になるが、あんな妙な音を聞いたのは初めてだ。どこから出た音なのか、気になるな」

　意外に饒じよう舌ぜつな男らしい。神殿騎士は嫌な人間ばかりだと思っていたが、この男は一応、会話が成立している。

「まぁ、今は夜だしな。明日の朝になったら、なにかわかってるかもしれん。それより──ちょうどいい機会だ」

　他の見張りの騎士達から距離が離れたところで、その騎士はごく小さく声を潜ひそめた。

　何事かと、リセリナは奇き異いに思う。

　騎士は周囲を気にする素そ振ぶりを見せ、誰だれもいないのを確認してから、リセリナの耳元へ囁ささやいた。

「──いいか。俺は神殿騎士、つまりあんたらの敵だ。ただ、俺自身は実のところ、そろそろ本国に戻りたいと思っている。向こうに家族がいるんでな。だからそういう事情の上で、これから独ひとり言ごとを言う。聞きたきゃ勝かつ手てに聞け。ただし、俺から聞いたとは絶対に言うな」

　リセリナは首を傾かしげた。ディアメルは横目でちらりと騎士を見て、すぐに素知らぬ振りをはじめた。

　騎士の男は二人と視線を合わせずに、ぼそぼそと口を動かした。

「──うちの団長の戦いくさ好きにも困ったもんだ。あの人は、この近辺を戦場にしたいらしい。でもジラーハ側の動きは、カシナート司し教きようが連絡をとっているから、思いどおりにならない。だから、アルセイフ側から喧けん嘩かを売ってくるように仕向けるつもりだな」

　リセリナは息を吞のんだ。ディアメルもぴくりと眉まゆを震わせる。

　あくまで独ひとり言ごとと言い切るつもりらしく、騎士の男は正面を向いたまま呟つぶやき続けた。

「……何をする気かはわからんが……ウルクって司し祭さいを殺して、フェリオ王子を怒らせるとか、そんなことを言ってた気がするな──ま、下したっ端ぱの俺おれには関係ないことだが──やりかねないな、うちの団長と副団長なら」

　ふてぶてしく呟いて、男は口を閉ざした。

　その話の信しん憑ぴよう性せいはともかく──リセリナにとってもディアメルにとっても、それは看かん過かできない情報だった。彼は密みつ告こくのために、仲間達から離れる機会を待っていたらしい。

「……何故なぜ、そんなことを私達に？」

　声を潜ひそめたまま、ディアメルが鋭するどく問う。

　騎士の男は眼めを細めた。

「独り言だって言ったろうが──だが、まぁ、そうだな……神殿騎士の全員が、リカルド副団長みたいな連中だとでも思っているのか？　俺も大たい概がい、性しよう根ねが腐くさっちゃいるが、多少は人間味ってもんを残しているつもりだ。司祭の嬢ちゃんが死のうが生きようがどうでもいいが、この国で戦乱が起きるとなると、俺の任期は延のびるし、ジラーハにとってもよくない。うちの団長達は自分が楽しむことしか考えてねぇからな」

　騎士の声は暗かった。

　リセリナはその横顔を見上げる。

　話すことができた安あん堵どと、話してしまったことへの不安が、彼の顔では複雑に絡からみ合っていた。一いつ介かいの騎士の手には余ることだろう。しかし身み内うちには話せず、誰だれかに知らせておきたかったのかもしれない。

　リセリナは小さく一礼し、たちまち踵きびすを返した。

「おい、飲み物を持っていってくれ。俺が疑われるだろうが」

　騎士が慌あわてて呼び止める。

「ディアメルさん、お願いします。私はとにかくフェリオさんに……」

「頼たよるんならカシナート司し教きようだ」

　名も知れない赤毛の騎士が呟いた。

「あの司教は、ウルク司祭に死なれちゃ困るらしい。決行がいつなのかは俺も知らんし、本当にやる気かどうかもわからん。あと、カシナート司教にも俺のことは話すなよ。絶対に、だ。情報源は来訪者ビジターの勘かんてことにでもしておけ」

　リセリナは頷うなずいて、足早に廊下を戻った。

　騎士とディアメルはまだ何かを話していたが、リセリナはすでにそれどころではない。

　何も持たずに戻ったリセリナは、部屋の前で、他の見張りの騎士達から奇き異いの視線を受けた。

「ん？　飲み物を取りにいったんじゃなかったのか？」

「フェリオ様が何をご希望か、聞くのを忘れていました」

　門番のように立つ騎士達へぬけぬけと噓うそをついて、リセリナは素早く扉ドアをくぐった。
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　妙な耳鳴りが収まった後に、フェリオは窓の傍そばに立った。

　音の出で所どころは定かでない。ただの体の不調かも知れなかったが、何故なぜだか胸がざわついた。

　机の傍に置いた刀を、無意識のうちにその手に持つ。

　ウィスタルから受け継いだその神しん鋼こうの刀は、これまでにも幾いく度どもフェリオの命を救ってくれた。

　先だってパンプキンという名の来訪者ビジターと渡り合った時にも、この刀がなければ勝負にならなかっただろう。

　その刀は、フェリオの鍛たん錬れんと成長を知っている。

〝そんなに必死になって、貴方あなたは何を斬きろうとしているんですか？〟

　幼い頃ころ、初めて会ったウルクに問われた言葉は、今もフェリオの記憶に残っていた。おそらく、記憶さえまともなら、ウルクの側も憶おぼえていたはずだと思う。

　フェリオは初め、その問いに答えられなかった。

　ウルクとしばらく話すようになってから、ある時、不意に答えが浮かんだ。

〝何を斬るかはまだ決めていない。いざ斬らなきゃいけないものができた時に、斬れるように──今は、鍛錬を積んでおく〟

　それは子供じみた単純な答えだったが、幼いフェリオが彼なりに考えて出した答えだった。

　ウルクはこれにも首を傾かしげたものである。

〝目標が定まっていないのに、力を求めるのですか？〟

〝うん。だめかな？〟

〝いいえ。だめかどうかは私にはわかりません。ただ、いずれ力を求めることが目的になって、その力に溺おぼれてしまわないかとも思うのです〟

　ウルクの問いは、八歳の子供のものではなかったと思う。答えるフェリオの方はまさに年とし相そう応おうの子供だったから、この問いに答えるのにも時間を要した。

　数日経たってからようやく、フェリオは答えた。

〝俺おれは、何か大切なものができた時に、それを守れるようになりたい〟

　まっさらな答えだったと思う。

　幼い日のウルクは、その答えに微笑を見せた。

〝それがフェリオ様の目標なのですね。それなら、私にも理解できます〟

　思えば、ウルクも力を求めていたような気がする。彼女が求めていた力は、剣ではなくて、政治的な力だった。勉学を修おさめて、上じよう司しであるウィータの神官達と上手うまく折り合い、神しん姫きの妹として政治的な力を獲かく得とくする──それはまだ、ウルクの年齢では叶かなっていない。もし記憶が戻っても、先の長い話になるだろう。

　フェリオが知るウルクの夢は、神殿の力をもって、戦乱を止めることだった。彼女はそのためにウィータ神殿神じん師しの地位を目指していたはずである。

　その夢さえも──今のウルクは、忘れていることだろう。

　フェリオの表情は、沈痛なものに転じていた。

　その顔は、リセリナ達の前では決して見せないようにしていた。だが独ひとりになると、どうしてもウルクのことばかりが胸を占しめる。

　フェリオにとって、ウルクは友人であるばかりでなく、共に在る〝星〟だった。

　幼い日。

　夜空を見上げながら、ウルクと話した。

　自分は野や心しんを捨てて、この国が平和であるために生きる──

　ウルクはいつか神師になり、そして神殿の力で世の理り不ふ尽じんを正す──

　そんな話をした。

　フェリオは胸につけた首飾りを握った。

〝生命の輝石セレナイト〟を用いたその首飾りは、ウルクから貰もらったものだった。お守り代わりに、ずっと大切にしてきたものだ。

　その石を握りながら、フェリオは沈ちん思しする。

　ウルクに言いたい言葉。

　彼女から聞きたい言葉。

　そうした言葉の数々が、脳のう裏りに交こう錯さくした。

　会いたい。

　会って、話をしたい──

　その思いを押し込めて、フェリオは雲ばかりの夜空を部屋の窓から眺めた。

　ぼうっと見上げているうちに、いつもと光景が少し違うように感じた。

　心なしか──雲が出ているわりには、夜空がぼんやりと明るい。雲が薄いのかとも思ったが、明るいのは神殿の上空だけである。

　そのことを不思議に思いはじめたのとほぼ同時に、部屋にリセリナが戻ってきた。

　フェリオは表情を造って振りかえる。

「あ、お帰り。早かっ──」

「フェリオさん、落ち着いて聞いてください」

　リセリナが声を潜ひそめて、ひどく早口に言った。駆け寄ってくる彼女に、フェリオは尋じん常じようならざる気配を察する。

「……リセリナのほうが落ち着いてくれ。何があった？」

　彼女の顔は険けわしく、いい知らせでないことは容よう易いに察せられた。

　フェリオの元に寄ってきたリセリナは、耳元に唇を近づけた。

　一瞬、どきりとしたものの、その口から発せられた言葉に、フェリオは瞠どう目もくさせられた。

「たった今、神殿騎士の方かたが密みつ告こくを──ウルク様の身が危険らしいんです。神殿騎士の一部が、アルセイフとの戦争を望んでいて、それにはフェリオさんを怒らせるのが手っ取り早いと──それで、ウルク様を殺そうと画かく策さくしている人達がいるって──」

「……本当か、それは」

　自分でも声が厳きびしくなるのがわかった。咄とつ嗟さには信じ難い。

「本当か噓うそか、私にも判断がつきません。でも、密告してきた神殿騎士の方は、噓をついているようには見えませんでした。もし本当だとしたら……」

　リセリナの声も震えていた。

　フェリオは唇を嚙かむ。

「カシナート司し教きようの指示──じゃないな」

「むしろカシナート司教はそれを止める側だと言ってました。動いているのは、ベリエ団長、リカルド副団長とか──」

　頷うなずかされる名前だった。彼らなら、自分達の欲を満たすために、非人道的なことでも躊ちゆう躇ちよなくやるだろう。

　フェリオは自らの油断を自覚した。

　カシナートがいる手前、彼らもおとなしくするはずだと勝かつ手てに思っていた。

　しかし、リカルド達とは以前から確かく執しつがある上に、今日のサンクレット交こう易えきでの騒そう動どうもある。彼らがフェリオを強く敵視していることは疑いない。

　確かにウルクを殺されれば、フェリオは間違いなく激げつ昂こうするだろう。王族としての立場と怒りと、どちらが勝まさるかは自分でもわからないが、自制する自信はない。

　ウルクがもし、殺されたら──仮か定ていとしてそう考えただけで、すでに平常心を失っている自分がいる。

　リセリナがその腕を摑つかむ。

「フェリオさん、どうしましょうか。ここはカシナート司教に知らせて……」

「……いや、神殿騎士達が勝手に動いているなら、カシナート司教でも止められるとは限らない。カシナート司教のもつ戦力は神殿騎士と、情報収集をする名無し達だけだ。来訪者ビジターもいるけど、手て駒ごまみたいには指揮できないだろう。だったら──」

　フォルナム神殿の中も、今のウルクにとっては安全ではないということになる。

　フェリオは心を決めた。

「リセリナ──ウルクには悪いけれど、彼女をさらわせてもらおう」

　フェリオにしてみれば、それは至し極ごく当然の結論だった。

　リセリナが眼めをしばたたかせる。

「さらう、って……」

「今夜中に彼女をさらって、アルセイフ側で保護する。カシナート司し教きようには事後承しよう諾だくで説明すればいい。今、知らせようとすると、こっちの動きを神殿騎士達にも悟さとられかねない。直接の戦争を避けたいという点では、俺おれとカシナート司教の思おも惑わくは一致しているはずなんだ。方法と理由はだいぶ違うけれど……」

　カシナートとの会談を経た今ならわかる。カシナート司教は、アルセイフに〝戦争〟をちらつかせて脅きよう迫はくしているが、実際に戦うことは避けたいと思っているはずだった。

　ウルクのことに関しても、事情を説明すれば納なつ得とくすると思う。無む論ろん、後々で問題になる可能性はあるが、今の最善はウルクの身をアルセイフ側で保護することだと思った。

　フェリオにとってだけでなく──今後の両国にとっても、それが一番いいと判断できる。

　フェリオはリセリナを見つめた。救出にはどうしても、人並み外れて身軽な彼女の協力が必要になる。

「リセリナ──少し危険だけど、手伝ってくれ。ウルクを説せつ得とくしに行く」

「──はい！」

　リセリナは、その眸ひとみに決意を込めて頷うなずいてくれた。

　彼女の心の中を、フェリオは知らない。知らないが──仲間として、信頼はできる。

「ウルクを担かついで、神殿の外壁を越えられるか？」

　リセリナは小さく首を捻ひねった。

「無理に急がなければ、可能だと思います。着地がちょっと難しいですけれど、背中にしっかり括くくりつけてもらえれば……でも、通路が使えればそのほうが助かりますね」

「隠かくし通路があったな。エリオットが王都へ来た時に使った道なら、俺も教えてもらった。騎士が見張っている可能性はあるけど──」

　そこはシルヴァーナが使い、騎士達の待まち伏ぶせを受けた道でもある。

　リセリナは頷いた。

「もしいても、相手が数人なら、たぶん逃げ切れます。それにいまさら、そんなところにまでたくさんの見張りがいるとは思えません。シルヴァーナさんが逃げた後は、北方民族も使わないとわかっているはずですし……」

「わかった。逃げ方はリセリナに任せるよ。救出後はサンクレット交こう易えきで馬車を借りて、すぐに王都へ向かってもらいたいんだけど……それでいいかな？」

　リセリナは頷いた。

　大まかな方針を決めると、フェリオは迅じん速そくだった。

　廊下の神殿騎士達に悟さとられぬようにして、まずは護ご衛えいの王宮騎士達に指示を出す。

　騎士達は初めこそ戸と惑まどい、無む謀ぼうとたしなめたものの、他ほかにいい方ほう策さくもない。結局はフェリオの指示に従い、見張りの神殿騎士達の眼めをごまかすことを了りよう承しようした。

　夜が更ふける前に、フェリオとリセリナは揃そろって窓から外へと降りた。

　フェリオの部屋の窓は、そのすぐ下が堀ほりとなっている。石いし垣がきをつたって壁沿いに移動し、二人は身を隠かくしながら、ウルクの部屋を目指した。

　そして、ちょうどその頃ころ──

　フォルナム神殿では、一つの〝異い変へん〟が起きつつあった。
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　神官、エリオット・レイヴンは、たった独ひとり、御柱ピラーに接した祭殿へと来ていた。

　神殿騎士達は、いまさら、エリオット如ごときを気にも留とめていない。下位の神官達にはどうせ何もできないとたかをくくり、監かん視しの騎士も怠たい慢まん気味だった。

　そして事実──エリオット達は、何もできずにいる。

　神殿の高位神官達を人ひと質じちにとられたような状況で、しかも交渉に立てるようなまとめ役もいない。レミギウス達の置かれている状況もわからない以上、まともな動きもとれずにいた。

　烏う合ごうの衆しゆうとはこういうことを言うのか──そんな情けないことも考えながら、エリオットは御柱ピラーのある祭殿に立っていた。

　エリオットの神殿での生活は、しばらく前まで大した騒そう動どうもなく、ずっと平和だった。

　それに変化が訪れたのは、目の前にそびえる御柱ピラーより、来訪者ビジターがやって来てからである。

　最初の来訪者ビジター──リセリナが起こした騒動は、ごくささやかなものだった。彼女は神殿から脱走し、街まち中なかで神殿騎士達と争あらそい、そしてフェリオに保護された。

　フェリオはその時に騎士のリカルドと剣を合わせ、彼の恨うらみを買っている。

　そして、次の来訪者ビジター達──彼らの行為と、その犯おかした罪は、神殿にとって大きな衝しよう撃げきをもたらした。

　彼らは──正確にはその最初の一人たるかぼちゃ頭は、アルセイフの王と皇太子を殺した。

　直接の原因ではないかもしれないが、そのことがアルセイフの内乱につながった。その流れの末に、タートムはアルセイフへと侵しん攻こうをはじめ、フォルナムは神殿騎士達に制せい圧あつされ、そして高位の神官達が囚とらわれた。

　その間に、エリオットも初めての旅をした。

　神殿を抜け出て、王都セイラムまで二日──たった二日の旅だったが、その旅はエリオットにとって不安の連続だった。

　カシナートの間諜スパイ達に見つかっていないか、びくびくしながら、施せ療りよう師しのクゥナと共にフェリオを訪ね、神殿の窮きゆう状じようを訴えた。それで事態がよくなるかどうかはわからなかったが、エリオットには他ほかにできることが思いつかなかったのだ。

　エリオットだけではない。神殿の神官達の多くは、アルセイフへ助けを求めることしか、考えが浮かばなかった。

〝……それで……いいのか？〟

　エリオットは自問する。

　高位の神官達が囚とらわれたと聞いた時、エリオットは直感した。

　彼らはきっと──ジラーハの、そしてカシナート司し教きようの横おう暴ぼうに対し、抗あらがおうとしたのだ。そのために拘こう束そくされ、今は神殿の何処どこか、おそらくは中央部に押し込まれて、連絡が取れない状況にある。

　メイヤーやレミギウス、彼らの安あん否ぴについては、残された下位の神官達の誰だれもが危き惧ぐしていた。だが危惧するだけで、具体的には何もできずにいる。

　エリオットは、ぎりりと歯を食いしばった。

　自分の無力を……これほどに、悔くやしく思ったことはない。

　目の前にそびえた、漆しつ黒こくの巨大な円柱〝御柱ピラー〟が、この騒そう動どうのはじまりだったように思う。

　神として崇あがめられるその存在を恨うらめしくも思いながら、エリオットは肩を落とした。

　フェリオ達が懸けん命めいに動いてくれていることは知っている。せめてその手伝いをしたかったが、今はできることが思いつかない。

　自分の立場でできることといえば、こうして祈ることだけ──

　そのことを情けなく思いながら、エリオットは立ち尽くして眼めを閉じた。

　しばらくして、眼を開ける。

　そこでエリオットは自らの眼を疑った。

　彼の前には、いつか見たのと同じ光景があった。

　御柱ピラーの、光こう沢たくのあるその黒い表面に──

　女の顔が、浮いている。

　エリオットはびくりと立ち竦すくんだ。

　髪の短い女が、そこから恨めしげな眼を外に向けていた。爛らん々らんと見開かれたその眼は、焦しよう点てんを失ったまま硬こう直ちよくしている。

　御柱ピラーの〝幽ゆう霊れい〟──

　以前にその姿を見た時、エリオットは震え上がった。

　あれは来訪者ビジター達の姿が偶ぐう然ぜんに見えただけではないかと、そう錯さつ覚かくしていた。あの時、御柱ピラーに浮いていた幽霊は輪りん郭かく程度で、あまりよく視し認にんしていなかったせいもある。

　しかし、今──以前に見た時よりも遙はるかにくっきりと、その姿は御柱ピラーの中に浮いていた。

　あまりの鮮明さに、エリオットは逃げることを忘れて見入ってしまう。
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　ぼんやりとした光を宿し、女は無表情な顔を突き出していた。生きているのか死んでいるのか、それさえもわからない。

　きぃん──と、不意に耳鳴りがした。

　エリオットはがくがくと膝ひざを震わせる。

　耳鳴りと共に、柱が小こ刻きざみな振動をはじめた。振動は外側ではなく、柱の内側だけで起こっている。表面に見える女の姿が、わずかにぶれて──そして柱全体が、一瞬だけ強めの光を発した。

　ざわりと、背筋が凍こおる。

　──エリオットは吐はき気けを堪こらえ、よろめくようにして祭殿の出口へ走った。

　後ろを振りかえることはできない。

　強めの発光の中で、エリオットは確かに見た。

　御柱ピラーの中で硬こう直ちよくした、奇妙な女の周囲には──他ほかにもたくさんの、黒い人影が並んでいた。
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　神しん域いきの街まち、サンクレット交こう易えきの支社に、ハーミットは留とめ置おかれていた。

　講談師のゴーダも、すぐ隣の部屋にいる。

　神殿騎士達の追つい及きゆうも無事に避けられたし、状況を見てこの神しん域いきを抜け、いずれは王都に移動する予定だった。

　ハーミットの立場はしばらくの間、客きやく分ぶんということになるらしい。

　ウィスタルにも手紙を届けられたし、旅の目的の一つは達せられた。ラトロア本国の状況も気にはなるが、三、四年なら、この国に付き合う覚かく悟ごもできている。

　ハーミットはぼんやりと、あのフェリオという王子と、その従者であるリセリナという少女のことを考えていた。

　フェリオは自分と同じく、刀を得え手てとする剣士らしい。ウィスタルから仕込まれたらしい歩法も、ラトロアにある剣術のそれと近く、その意味では自分と似たタイプの剣士だと感じた。腕前のほうは定かでないが、内乱の時には先陣を切って戦ったとも聞くし、素人しろうとでないことは体つきを見ればわかる。

　問題は、リセリナという少女だった。

　彼女はフェリオ王子の護ご衛えい者しやらしい。その名前と容よう姿しに、ハーミットは憶おぼえがあった。

　まだラトロアにいた頃ころ──

　ハーミットは、一枚の絵を自室に飾っていた。実家の蔵くらから見つけたそれは、エアル家の始し祖そ、エルシオンが描き遺のこした絵だった。

　画題は〝リセリナの肖像〟。

　絵の彼女と従者の彼女は、とてもよく似ていた。似すぎていたといってもいい。

　もっとも、絵は百五十年近くも昔の物である。直接の関連があるはずはない。

　だが、もしかしたら──絵のモデルとなった少女と、フェリオの従者である彼女との間に、なんらかの血けつ縁えん関係がある可能性は残る。

　ウィスタルや自分のように、ラトロアを抜けてこの国に至った人間は、もちろん過去にもいただろう。その子孫がこの国にいたとしても、それほど不自然なことではない。

　彼女の素す性じようが、ハーミットには気になった。これから話す機会があれば、聞いてみたいとも思う。

　隣の部屋では、ゴーダと、それにエンジュという狩人かりうどの少年が話をしていた。

　その話し声が、扉とびらを越してかすかに漏もれ聞こえている。

「では君は、仕し官かんする気はないのかね」

「向いてない。言葉遣づかいだって、堅かた苦くるしいのは苦にが手てだし──それにフェリオ王子を見ていると、宮仕えは大変だと思う」

「左さ様よう、大変だぞ、宮仕えは──わしもウィスタルを見ていて、つくづくそう思った。だが、大変だからこそ、やり甲斐がいもあるらしい。大変な連中を手助けしてやることもできる。若者なら、そういうものを望むのも自然なことだと思うがな」

「俺おれは学がないから、そういうのはよくわからない。フェリオ王子やリセリナのことは好きだから、手伝ってはいるけれど──臣しん下かになるってことは、禄ろくを貰もらう、ってことだろう？　そういうのって、なんだか縛しばられるみたいで嫌なんだ。いや、縛られるっていうか──俺おれは、何か見返りが欲しくて協力しているわけじゃないし。そういうのを貰うほど、ちゃんと仕えられる自信もない」

　隣室から、ゴーダの笑い声が響いた。

「潔けつ癖ぺきだな、君は。貰えるものなら貰っておけばいいだろうに」

「そういうわけにもいかない。俺は自分の意思で来訪者ビジターを追いかけているだけだから」

　来訪者ビジター──その言葉は初耳だった。

（……他国から来た者のことか？）

　ハーミットはその程度に解釈して、聞くともなしに二人の会話を聞いていた。盗ぬすみ聞きはしたくなかったが、自然に聞こえてしまうのは仕方がない。

「そうか。ま、君の納なつ得とくがいくようにするといい。わしはせいぜい、講談の種たねを拾わせてもらうと──おや？」

　ゴーダが不ふ審しんげな声を漏もらした。

　それに反応して、ハーミットも寝台ベツドから身を起こす。

「──エンジュ、わしの見間違いならそう言って欲しいんだが……窓の向こう、御柱ピラーの上部が、ぼんやりと光っていないかね？」

　ゴーダが呟つぶやき、隣室の二人が窓際に寄る足音が聞こえた。

　ハーミットが隣室に移ると、ランタンの灯あかりを背負って、ゴーダとエンジュが窓の外を見ていた。ハーミットもその後ろに立つ。

　天に向けて垂直に立った御柱ピラーは、その最も天に近い付近に、かすかに淡あわい光を宿らせていた。

　はじめは、月明かりを反射しているのかと思った。だが空は曇くもっており、月などはどこにも見えない。

　火の明るさとは少し違う。黒い柱の内側から、滲にじみ出るような──注意して見なければわからないような、淡い光だった。

「ハーミットか。あれを見てどう思う？」

　ゴーダが眼めを細めながら振りかえった。ハーミットは頷うなずきを返す。

「ゴーダ殿どの、確かに光っているように見えます。ああいうことは以前にも？」

「いや、わしの知る限りでは初めてだ。妙だな──」

　光は揺らめくようにして、少し強さを増した。

　ハーミットは、得え体たいの知れない不安に胸をざわめかせた。

　柱を見つめていたエンジュが、小さな呻うめきを漏らした。

「なぁ、今──あの側面から、一瞬だけ〝人の顔〟みたいなものが見えなかったか？」

　ハーミットは眼を凝こらした。柱がぼんやりと光っているとはいえ、夜だけに外は暗い。おまけに柱は遠く、そんな小さなものが見えるはずはないと、そう思った。

　だが──

　次の瞬間に、背筋が粟あわ立だった。

　柱が少しだけ強く光った。

　ほんの一瞬だったが、その瞬間に、柱の側面が生き物の肌のようにざわりと蠢うごめいた。

　淡あわい光の中、日ひ頃ごろは無機質な黒い柱に、鳥とり肌はだが立ったようにも見えた。

　ハーミットは眼めを疑った。

　一秒ほどの幻げん覚かくじみた光景に、ゴーダも脇わきで頰ほおを引きつらせた。

　エンジュが呟つぶやく。

「……今のは、見えただろう」

「おい、まさか──」

　ゴーダが呻うめき、エンジュが頷うなずく。

「俺おれにはあれの一つ一つが、顔みたいに見えた。もちろん表情までは確認できなかったし、見間違いかもしれないけれど……あの柱からは、たまに〝来訪者ビジター〟ってのが出てくるんだよな？」

　ハーミットは耳を疑った。

「ちょっと待ってください。あの柱の中からは、実際に人が出てくるのですか？」

　エンジュが首を捻ひねった。

「いや、俺も見たわけじゃないけど……実際に出てきたって言う人達と会ったし、王子達も認めているよ。そいつらのことを、神殿では来訪者ビジターって呼んで、世間に隠かくして保護しているらしい。もう何百年も前から、時々来るとかなんとか……」

　ハーミットは啞あ然ぜんとした。

　ハーミットは、父の死の真しん相そうを探っていた際に、ラトロアで行われていた多くの研究を耳にした。

　その中のいくつかは、常じよう軌きを逸いつした内容だったが──その一つに、特に夢物語のような研究が混ざっていたことを思いだす。

　まさかとは思う。だが──もし、実現したとしたら。

　冷や汗が全身に浮いた。

　確かめなければならない。

　ハーミットの内心を知らぬゴーダが、低い声を絞しぼり出した。

「よし──わしはウィスタルに今の異い変へんを知らせて、それから神殿の近くまで行ってみる。入れるかどうかはわからないが……君達はどうする？　危険もあるかもしれんし、来いとは言わんよ」

「私は行きます」

　ハーミットは即座に答えた。嫌な予感が胸を塞ふさいでいた。それを放って眠りにつくことなど、できそうにない。エンジュも隣で頷うなずいている。

　ゴーダが足早に扉とびらへと向かった。

「わかった。場合によっては、フェリオ様達を一時、神殿から離れさせたほうがいいかもしれんな」

　ゴーダの眼まな差ざしは、この老人のものとしては険けわしく転じていた。

「わしは今の光景に、ひどく禍まが々まがしいものを感じた。何かがあってからでは遅おそい。あの御柱ピラーのことは──その恩おん恵けいに与あずかっている我々でさえ、ほとんど何も知らん。誰だれが何のために作ったのか、どうして輝石セレナイトなどというものが出てくるのか──誰も知らない。神殿はあれを神として崇あがめているが──急ごう。ウィスタルを呼んでくるから、下で待っていなさい」

　ゴーダはほとんど駆け足となって、別室で休むウィスタルの元へと向かった。

　ハーミットは腰の刀に手を添そえた。

　旅の途中でも、その刀には幾いく度ども助けられてきた。自身ばかりでなく、その周囲の人々をも、彼はその刀で守ってきた。

　王都セイラムでも、傭よう兵へいのような王宮騎士を救ったし、この支社内でも、ゴーダのために刀を振るった。

　ハーミットは、その刀の柄つかを握り締める。今夜もまた、その刀を振るうことになりそうな予感がした。

　エンジュも奥から弓を取ってきた。

「何もないといいけど──」

　呟つぶやくエンジュの声を聞きながら、ハーミットもそう願う。だが、そうした願いが必ずしも叶かなうわけではないことも知っている。

　御柱ピラーの淡あわい発光は一時的なものだったらしく、今は止まっていた。かの柱は夜の闇やみに沈んで、神しん域いきの街まちを見下ろしている。

　変化がやんだことには安あん堵どしてもいいはずなのに、ハーミットはかえって余よ計けい、そのことに不安を感じた。
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　ウルクは穏おだやかな眠りの中にあった。

　開け放たれた窓から、涼すずしい風が入ってくる。

　天から差し込む月の光は真まっ青さおで、その青さがまた、風の涼しさをより際きわ立だたせていた。

「ウルク……ウルク、起きてくれ」

　小声で、誰だれかが自分の名を呼んでいた。

　呼ばれたウルクは、うっすらと眼めを開ける。

　月明かりを背景に、誰かの影が浮いて見えた。

　目の前から、自分を覗のぞき込む少年──

　ウルクは月の眩まぶしさに眼を細めた。少年の顔はうかがえない。声は優やさしかったが、それが誰なのかは、よくわからなかった。

「──どなたですか？」

　ウルクはまだ寝ね惚ぼけた声で問う。

「俺おれだ、ウルク。わかるだろ」

　少年は小声で囁ささやくように答えて──横たわったウルクの上に、覆おおいかぶさってきた。

　ウルクは驚いて息を詰まらせる。

「きゃ……な、何を……!?」

　月明かりの下でも、少年の顔は見えなかった。ただ、紫むらさき色いろの髪が視界に入り、ウルクは戸と惑まどう。

　横になったまま、きつく抱きすくめられ、その動きを封じられた。

　もがくウルクの耳元で、少年が囁く。

「誘ったのはウルクのほうだよ。それとも、いまさら怖こわくなった？」

「そんな……噓うそです！　私は誘ってなんかいません！　嫌！　離してくださ……」

「……本当に嫌なら、やめるけど」

　少年のその言葉に、ウルクはびくりと肩を震わせた。

「ウルクが嫌なら、ここでやめる。そのほうがいい？」

　そう言われてウルクは──何故なぜか、抵抗するのをやめた。

　少年のことは思いだせない。だが、その名前はわかった。

　記憶をなくした後に、ウルクはイリス達から言われるまま、彼に別れを告げたのだ。

　心臓が激しく鼓こ動どうする。嫌けん悪お感かんはない。むしろ──

　少年の手が頰ほおに添そえられ、ウルクは眼を閉じる。

　胸が苦しい──だが怖いとは思わず、ただ満たされるものを感じた。

　覆おおいかぶさってきた少年を跳はね除のけることなく、ウルクはその背に手を回す。よく知らない相手に、自分がそんな態度をとっていることが、彼女自身、信じられなかった。

　少年は何も言わず、ウルクを上から抱き締める。

　──重い。

（……ん……？）

　少し呻うめくようにして、ウルクは眼めを開けた。

　何か黒いものが、仰あお向むけになった胸の上に乗っている。

　いつのまにか少年の姿は消えていた。窓からの月明かりなども、特に差し込んではいない。それも当然のことで、今夜は曇くもり空だった。

　かすかな寝息が耳に聞こえる。

　胸に乗った黒い塊かたまりの正しよう体たいは、来訪者ビジターのシアだった。寝ね相ぞうがあまりよくないらしく、たまに彼女は寝台ベツドから落ちたりもする。今日は落ちる代わりに、ウルクの上に乗ってしまったらしい。

　その重みで眼を覚ましたウルクは、頰ほおを真っ赤に紅こう潮ちようさせていた。

　たった今、見た夢のせいで、その心音はひどく高鳴っていた。

（……なんて夢を──はしたない……）

　思わず自己嫌けん悪おに陥おちいって、ウルクは自らの額を押さえる。

　高こう潔けつが身しん上じようの神官たる身で、あまりに不ふ埒らちな夢を見てしまった気がする。

　体が熱い。

　喉のどの乾きを覚えて、ウルクはシアの体を横にずらし、ゆっくりとその身を起こした。

　シアは安らかに寝息を立てている。その寝顔を少し見つめて、ウルクは溜ため息いきを吐ついた。こんな子供と眠っていて、あんな夢を見てしまった自分が、ひどく汚けがれた存在に思えた。

　起きがけに窓を開けて、涼すずしい空気を室内に入れる。

　それから卓テーブルに置いた水差しの水を口に含み、喉を潤うるおした。

　新しい空気と冷たい水が、火ほ照てった体を冷ましていくのにつれて、ウルクの心音も徐じよ々じよに整っていった。

　──精神が不安定なのだと、そう思う。

　イリスも言っていた。記憶を急に失って、平常心でいられるはずもない。ウルク自身は平気なつもりでいたが、今のような奇妙な夢を見るということは、心の深いところでは戸と惑まどいがあるに違いない。

（そう、戸惑い──）

　そう思おうとして、ウルクは眼を伏せた。

　自分が、忘れてしまったこと。失ってしまった記憶。

　その中に、とても大切なことがあったはずだと、今にして心が震えている。

　気分が悪くなって、ウルクはその場に座り込んだ。

　頭が痛む。

　痛みと共に脳のう裏りに浮かんだのは、夢に出てきた少年の姿だった。

　夢の中で、ウルクは彼を拒きよ絶ぜつしなかった。

　それがどうしてなのか、自分でもわからない。

（もしかしたら──）

　ウルクは溜ため息いきを吐つき、頭痛を和やわらげた。

　もしかしたら、自分と彼とは、本当に想おもい合あう仲だったのかもしれない。イリスは、あの少年が一方的にウルクへ思いを寄せ、当のウルクはそれに迷めい惑わくしていたと言っていた。

　それは噓うそだったのではないか──夢を見た後では、そんな疑ぎ念ねんも浮かぶ。

　あるいはまったく逆に、そんな疑念を心の奥底で感じていたからこそ、あんな夢を見たのかもしれない。後者だとしたら、イリスに対して申し訳ないことだと思う。

　いずれにせよ──今のウルクには、判断がつかないことだった。

　どうにか落ち着いたところで、ウルクは寝台ベツドに戻った。

　よく眠るシアに毛布をかけなおし、その隣で横になる。

　再び眠ろうとした矢先のこと。

　部屋の扉とびらが、軋きしみながら開いた。

　ウルクはぎくりとする。今見た夢の内容を、また体が思いだした。

　──まさか、今の少年が──

　一瞬だけそう思ったが、すぐにそんな偶ぐう然ぜんはないと思し考こうを打ち消す。

　跳ね起きようかとも思ったが、今度は夢ではなく現実だけに、恐れで身が竦すくんだ。

　隣のシアを抱き寄せ、足音に耳を澄ませる。

　扉を開けた誰だれかは、ゆっくりと寝台ベツドに近づいてきた。足音を忍しのばせてはいたが、石いし床ゆかの上では完全に無音とはいかない。

「……イリスですか？」

　闇やみの中、ウルクは心細く問う声を発した。

　足音が止まった。

「……ウルク司し祭さい。夜分に申し訳ありません。カシナート司し教きようが、緊急の用件でお呼びです」

　夢に見た少年の声ではなく、聞き覚えのない男の声だった。

　相手が口を利きいたことで、ウルクはほっとする。ただ、その声が妙にくぐもっていることに違い和わ感かんをもった。

　振りかえったウルクは、暗がりに立つ男を見て眉まゆをひそめる。

　彼は仮か面めんをつけていた。

　口と眼めの部分に小さな穴が開いただけの、シンプルで不気味な面である。顔を隠かくすためだけの代しろ物ものだったが、明らかに怪あやしい。

「……貴方あなたは──？」

「失礼をお許しください。私はカシナート司し教きように仕える〝名無し〟の一員です。顔に火傷やけどの跡があるため、このような面めんをつけております。外すとかえって、ウルク様を恐れさせてしまうことになりますので──」

　淀よどみなく答え、男は一礼した。

「カシナート司教の配下の方かたですか……どんな御用件でしょう」

　シアを起こさぬように小声で、ウルクはそう問いかけた。

　暗がりに立った男は、同じく小声で囁ささやき返す。

「私はお呼びするように言われただけでして、用件は承うけたまわっておりません。ひとまず、一いつ緒しよにお越しください」

　こんな夜中に呼びだすというのは尋じん常じようでないが、急な用件というのが気になった。

「──わかりました。では、身み支度じたくを整えますので、外でお待ちください」

「いえ、ウルク司祭。すぐに話は済むそうですから、そのままで結構です」

　男はそう言ったが、ウルクは首を横に振る。年とし頃ごろの身で、身支度もせずに出られるはずがない。

「こんな薄着で、司教の前には出られません。着替えますので、貴方は廊下で──」

　男が不意に、つかつかと歩み寄ってきた。

　驚いて身構えようとしたウルクの腕を、男はあっさりひねりあげ、背後に回ってその口を手で塞ふさいだ。

　唐とう突とつなことに戸と惑まどいつつ、ウルクは逃げようともがいた。しかし男の力は強く、女の力ではとても振りほどけない。

「お静かに。万が一、人に見つかると困るのです。さ、外へ──」

　仮か面めんを越して、耳元に熱い息がかかった。

　ウルクは背筋に悪お寒かんを覚えた。

　細い身は男に軽々と持ち上げられ、その両足が浮いてしまう。

　声を出そうとしたが、喉のどを押さえられて息さえしにくい。

　そして──

　男の手が胸をまさぐってきた。

　ウルクは恐怖に身を竦すくませる。ぞっとする感かん触しよくから逃れようと、必死で身をよじった。

　自分の身に何が起きているのか、よくわからない。ただ、あってはならないことが、目の前に迫りつつある──それだけは理解した。

　男が耳元で薄笑いを漏もらした。

　ウルクが暴あばれた拍ひよう子しに、男の鳶とび色いろの髪がなびいて視界に入る。

「子供が起きたら、その子にも危険が及びますよ？　しばらくここを離れるだけです。すぐに戻れますから、ご安心を」

　男の口調はまとわりつくように丁てい寧ねいだったが、動きには獣けものじみた粗そ暴ぼうさがあった。

　疑いようのない身の危険を感じ、ウルクは絶望しかけた。

　男は耳元で、人を不安にさせる陰いん惨さんな声を紡つむぐ。

「そんなに恐れることはありません。じきに、何も感じなく──」

「──待たれよ」

　軽やかな救いの声は、開かれた扉とびらの向こうから響いた。

　声の主ぬし、その姿は見えない。だが、ウルクを捕らえた男が不意に立ち竦すくんだ。

　口を塞ふさがれたまま、ウルクはくぐもった声を漏もらす。

　廊下と扉の影から、室内に声がかけられる。

「何者かは知れぬが不ふ埒らちな輩やからよ。その司し祭さい殿どのに手を出すことはまかりならぬ。我はイリスより、司祭の守しゆ護ごを任されし者。死者の迎え火を焚たく道どう化けにして、〝かぼちゃの頭〟を持つ護ご衛えい者しやなり──汝なんじは予想していた客きやく人じんとは別のようだが、さりとて見過ごすわけにもいかぬ」

　謳うたうようなその声には、ウルクも聞き覚えがあった。

　やや笑いを籠こもらせた声の主は、後ろ歩きでするすると、扉の前に姿を見せた。

　頭でっかちのかぼちゃが、細身の手足を伸ばし、そこにすらりと立っていた。

　パンプキン──その名を持つ来訪者ビジターは、この付近のどこかでウルクとシアを監かん視しし、リセリナが来ないか見張っていたらしい。

　パンプキンは芝しば居いがかった口調で高らかに語る。

「その手を離し、司祭の身を解放せよ。さすれば命までは取らぬ。むろん──その司祭を捕らえたまま、我と戦う気ならば、それもよい。その場合、数秒で汝の首は床ゆかを転ころがることになろう。今宵こよいの我は強いぞ？　我は汝のように、弱者を嬲なぶる者を特に嫌うゆえ──」

　騎士らしき男が舌打ちを漏もらし、ウルクを拘こう束そくする手を緩ゆるめた。

　その隙すきをついて、ウルクは部屋の隅すみへ転げるようにして逃げる。

　パンプキンと仮か面めんの男が対たい峙じする。

　男は剣を抜いた。それは神殿騎士のものである。

「──汝の素す性じよう、あらかた察さつしはついておる。何故なぜ、司祭を襲った？　よもや、ただの情欲が目的ではあるまい」

　パンプキンが問う。

　仮面の男は答えず、鋭するどい突きを放った。

　パンプキンは踊るような足取りで身をひねり、狭せまい戸口から多少は広い廊下へと出る。男もすぐにそれを追つい撃げきした。

　部屋から、戦う者がいなくなる。

　二人が戦いの場を廊下に移した後で、ウルクは自分の身を抱きしめ、かたかたと震え出した。

　たった今──

　知らない男に、力ずくで体の自由を奪われた。

　そのことが、切せつ実じつな恐怖として感じられた。まだ心臓は悲鳴をあげている。

　冷や汗が止まらず、男への嫌けん悪おとあいまって、ウルクは吐はき気けさえ覚えた。

　危あやういところで来訪者ビジターに救われたが──もしパンプキンが近くにいなかったらと思うと、心しん底そこからぞっとする。

「……うー……」

　寝台ベツドの上から、シアが眠たげな声を漏もらした。

　足が震えて立てなかったが、ウルクは寝台ベツドに両手をつき、その傍そばに身を寄せた。

「……シア、起きちゃった？」

　平常心を保って問おうとするが、ショックで声はどうしても震えた。

　シアは小さな手を握り、寝起きの眼めを擦こすった。

「ウルク……なんかあったの？」

　寝ね惚ぼけた声に、ウルクは必死で微笑を返す。

「なんにも……大丈夫よ、シア。貴方あなたは寝ていて」

　廊下からは、かすかに金属的な音が聞こえていた。パンプキンと男が争あらそっているのだ。

　起きたばかりのシアは、まだその音に気づいていない。

　ウルクは彼女をそのまま寝かしつけようとした。

　その時、シアが首を傾かしげた。

「ねぇ、ウルク……」

「なぁに？」

「……後ろのお姉ちゃん、だれ？」

「……え？」

　シアの言葉に硬こう直ちよくし──ウルクはゆっくりと、背後を振りかえる。

　開いた窓の前に、一人の女が立っていた。

　顔の下半分をベールで覆おおい、黒い装しよう束ぞくに身を包んでいる。知らない女だ。

　彼女は鋭するどい眼まな差ざしでウルクを見み据すえ、口元でにっこりと微笑ほほえんでみせた。

「はじめまして、ウルク司し祭さい──いえ、一度、王都で玄げん鳥ちようの上からお会いしたかしら？」

　たおやかな声でそう告げ──女はその手に、短刀を閃ひらめかせた。
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　暗殺者のシズヤははじめ、偵てい察さつだけのつもりでそこに来ていた。

　今夜のところは、ウルクの周辺の状況を確認し、殺害の罪を誰だれにどう着せるかについて考えるだけのつもりだった。

　現場に来てみると、ウルクは子供と眠っていた。

　シズヤは警備の状況も確認しようと、しばらく周囲を巡ってみた。

　予想に反して、彼女の警備は恐ろしく手薄だった。周囲にほとんど、誰だれも騎士が詰めていない。

（これなら──今夜……）

　そう決断しかけた矢先のことだった。ウルクの部屋に、仮か面めんをつけた騎士らしき男が入り込み、彼女を襲おうとした。

　思わぬ事態に興味を惹ひかれ、シズヤはしばらく状況を観察した。自分の代わりに彼がウルクを殺してくれるなら、手て間まが省はぶけるというものである。

　ところが──警備は皆かい無むだと思っていたのに、彼女の周囲にはちゃんと曲者くせものが潜ひそんでいた。

　かぼちゃを被かぶった細身の男──あまりに特徴的なその容よう姿しは、パンプキンという名の来訪者ビジターと合致している。

　シズヤは気配を消して動き回っていた。同様にして警護のかぼちゃ頭も、気配を消してどこかに潜んでいたのだろう。双そう方ほう共に相手に気づかなかったことは、今のシズヤにとって有利に作用した。

　すぐに仮面の男とかぼちゃ頭が戦い始めた。

（あらあら……なんだか、おもしろいことになっているみたいね──）

　ウルクの部屋の窓、そのすぐ脇わきで、シズヤは内部の状況を嘲あざ笑わらった。

　これは間違いなく好機である。

　動きを見たところ、かぼちゃ頭と仮面の男とでは、明らかにかぼちゃ頭に分ぶがあった。つまり、あの男がウルクを殺すことはもうできない。だが今、シズヤがウルクを殺せば、あの仮面の男の仕し業わざとして偽ぎ装そうできるだろう。

　彼にかぼちゃ頭を任せておいて、シズヤは窓から部屋に潜もぐりこんだ。

　足音を消して、ウルクの背後に忍しのび寄る。

　起きたばかりの黒髪の子供が、寝ね惚ぼけた声で呟つぶやいた。

「……後ろのお姉ちゃん、だれ？」

「……え？」

　振りかえったウルクに、シズヤはとびきりの微笑を向ける。それは死しに往ゆく者ものへの手向けの笑みだった。

「はじめまして、ウルク司し祭さい──いえ、一度、王都で玄げん鳥ちようの上からお会いしたかしら？」

　ウルクが身を硬こう直ちよくさせるのがわかった。

　シズヤは毒どくを塗った刃を、彼女の前にそっと差し出す。

「ごめんなさいね？　貴方あなたが死ねば、私の雇やとい主ぬしが喜ぶの。痛くはしないから、おとなしく──」

　自らの言葉の途中で、シズヤは不意の違い和わ感かんを覚えて耳を澄ませた。

　ざわざわと、ざわざわと──ごく微かすかに、奇妙な音が聞こえた。大勢の人間が話すような声だったが、獣けもの達の唸うなり声にも聞こえる。

　続いてそれとは別に、垂直になった外の石壁を、駆け上がってくる足音が耳に入った。

　シズヤは瞬しゆん時じに、自らの位置を確認する。

　ウルクまでの距離はあと数歩、窓は手を伸ばせば届く距離──

　迷いを捨てて、シズヤは一いつ旦たん、窓から距離を取った。

　ほんの一瞬の間を置いて、シズヤの頭があった位置を、細い脚が鋭するどくかすめる。

　両者の長い黒髪が、交こう差さするようになびいた。

「ウルク様！　窓の外にフェリオさんがいます！　早く！」

　飛び込んでくるなり蹴りを見舞った黒髪の少女が、ひどく早口に叫んだ。

「リセリナ様!?」

「リセリナ！」

　ウルクと、そして寝台ベツドにいた子供とが、同時に彼女の名を呼ぶ。

　ごく軽装のリセリナは、その手に光の刃を宿していた。

〝死の神霊アービタ・スピリットの力〟──

　シズヤはその光を、そう判断していた。

　自分にも似たような力はある。ただ、その特質がまるで違うらしく、シズヤの手に宿る光は刃にはならない。ロープかムチのような使い方はできるが、物を斬きることはできなかった。

　つまり少女のそれは、シズヤの知る力とは似て非なるものである。来訪者ビジターという人々が持つその力に、シズヤは興味をもっていた。

　だが今は、その興味よりも優先すべきことがある。

「また会ったわね、リセリナ？」

　シズヤの挨あい拶さつに、リセリナは険けわしい眼まな差ざしを返してきた。

「ウルク様！　はやく窓から外へ！　下でフェリオさんが受け止めてくれます。シアも先に降りなさい！」

　二階の高さである。壁に手をかけてゆっくりと降りれば、女でも降りられない高さではない。

　シズヤは、先にウルクを仕し留とめるべきかと迷った。だが、目の前のリセリナに隙すきを見せるのは危険でもある。おまけに窓の下には、フェリオというあの王子もいるらしい。騒ぎが大きくなれば、神殿騎士や他の来訪者ビジター達も来るだろう。

　シズヤは不利を悟さとった。

（急ぎすぎたかしら──ここは出直しね）

　シズヤは短刀を投げつけた。リセリナがそれをかわす間に、扉とびらの側へと素早く跳ねる。

　走り出た廊下の奥では、パンプキンと騎士達がまだ闘たたかっていた。

　かぼちゃ頭と向き合っているのは、四人の騎士である。どうやら仲間が傍そばに控えていたらしいが、他にも三人ほど、すでに倒れ伏していた。来訪者ビジターのほうが、どうやら騎士達よりも上うわ手てらしい。

　彼らがいる方向とは逆に、シズヤは廊下を走り出した。

　リセリナは追ってこない。ウルクの保護が先だと判断したのだろう。

　シズヤは微笑ほほえんだ。

　ウルクを殺し損そこねた以上、仕事としては、これは失敗かもしれない。だがシズヤにとっては、ある面で成功といってもいい。

　フェリオ達は、シズヤの雇やとい主ぬしがタートムだと信じている。そのシズヤがウルクを殺そうとしたとなれば、タートムへの敵意をより強くするはずだった。

　火ひ種だねを業ごう火かへ発展させるには至らなかったが、燃料を足すことはできた。これはこれで、一つの成果といってもいい。

　なにより、自分の存在を彼らに印象づけられたことが、シズヤの遊び心を刺激していた。

　シズヤは事態が昏こん迷めいしていくことを予想して、くすくすと笑いながら廊下を走り抜けた。

　走りながら──ざわざわと、奇妙な音が近づいたことに気づく。

　さきほどウルクと対たい峙じした時にも、わずかに聞こえた音だった。

　自分がその音のする方向へ走っていることを知り、シズヤは警戒を強める。もしこの先に兵の集団がいるようなら、逃げるルートを変えなければならない。

　眼めを凝こらした廊下の先には扉とびらがあり、そこに小さな灯ひが点ともっていた。

　音の出で所どころをその奥と見定め、シズヤは足音を消し近づいてみた。

　金属製の両開きの扉は、内側から頑がん丈じように施せ錠じようされていた。

　シズヤは神殿の構造を思いだす。

　この先は確か、シャジールの民がいるはずの場所だった。

　シャジールの民の居住区は、神殿の中央、御柱ピラーの直下にあり、八つの方向から入ることができる。目の前の扉はその入り口の一つだった。

　ざわめく音がさらに近づいて来て、シズヤはすかさず扉から離れ、窓際の暗がりに身を寄せた。いざとなればすぐに外へ出られる位置である。

「おい！　何が起きているんだ？」

　野太い男の声が響いた。言葉遣づかいも声も、シャジールの民のものではない。おそらくは、彼らを見張っている神殿騎士のものだろう。

　扉ががちゃがちゃと鳴り、内側から鍵かぎを開けようとしている様子がうかがえる。

「御柱ピラーの異い変へんについては、我々にもわからないことだらけです。ともかく避ひ難なんいたしましょう。今から何が起きてもいいように──」

　冷静な声はシャジールの民のものである。

「何が起きるというんだ？　だいたい、さっきからのあの振動は──」

「わからないのですよ、我々にも。ただ、ここにはいない方がよろしいでしょう」

　シズヤは窓の外側に身を隠かくした。神霊スピリツトの力で腕から光の鞭むちを伸ばし、その身を支える。

　扉とびらが開き、まず騎士達が歩み出てきた。

　蛇へびの姿をしたシャジールの民が、ぞろぞろと幾いく人にんもその後に続く。

「騎士殿どの。カシナート司し教きように至急、取り次いでいただきたい。できればコウ司教ともご相談させていただきたく──」

「……わかった。代表が三人ほど来い。残りはここで待っていろ」

　騎士が彼らを連れて行き、残りはその場に留とどまった。

　窓際に立ったシャジールの民の、冷静すぎる話し声が、隠れたシズヤの耳に入ってくる。

「──来訪者ビジターの方かた々がたとは、別の場所から出てきそうですね」

　澄んだ声で、蛇顔の民が呟つぶやいた。

　別のシャジールの民が、それに反応して頷うなずく。

「はい。この激しい反応は、同世界での転てん送そう機能を起動させたことによるものでしょう。おそらくはラトロアにて、〝死の神霊アービタ・スピリット〟の禁が破られたか──二度とこんなことが起きぬようにと、あの地に封じたはずなのに」

　その単語にも、シズヤは耳をそばだてる。ラトロアも、死の神霊アービタ・スピリットも、シズヤにとっては縁の深い言葉達だった。自然と興味を引かれて、シズヤは眼めを細める。

「あの地に封じてから、二千年の歳月が流れ──人は過あやまちを忘れてしまったのですね」

「人には、我々のようには記憶が受け継がれません。これは時間の問題だったと思います。彼らにとって、悲劇は繰り返され、そして、過ぎた後には忘れられていくものです」

「……コウ司教に早くお知らせせねばなりませんな」

「さて、カシナート司教が素直に会わせてくださるかどうか──」

　シャジールの民は口々に話し合いながら、その場に立っていた。

　彼らの物腰は落ち着きすぎていた。シャジールの民は怯おびえることを知らない種族と言われるが、その様子を見る限りでは、これから何が起きるのかも知っていそうに思えてくる。

　シズヤは珍しく、どうすべきか迷った。

　しばらく残って状況を把は握あくしたい。

　しかしここに残ることには、危険も伴ともないそうな気がした。危険そのものを恐れるわけではないが、今聞いたことを、仲間の誰だれかに知らせるべきだとも思う。

　退ひくか、残るか──迷った末に、シズヤは残ることに決めた。

　ここで何が起きているのか、それを見極めたいという、好奇心が勝まさった。

（ラトロアの、死の神霊アービタ・スピリット──）

　シズヤは、シャジールの民が漏もらしたその言葉を反はん芻すうした。

　胸の弾はずむような興奮が心を満たす。

　フォルナム神殿の物ぶつ騒そうな一夜は、まだこの時、はじまったばかりだった。
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　暗殺者らしき娘が去った後──

　ウルクは言葉を発せず、ただ助けに入ったリセリナを見つめた。

　静かな狭せまい寝室に、二人の少女は向き合う。

　リセリナは安あん堵どしたようにウルクを見て、それからシアへと視線を移した。

「……リセリナ」

　シアが掠かすれそうな小声で呟つぶやいた。

　驚いた様子ながらも、リセリナは微笑を見せている。

「久しぶり。元気だった？　貴方あなたがウルク様と一いつ緒しよにいたなんて──」

　リセリナの体に、シアが飛びついた。その身に顔を押しつけ、声を殺して少女は泣きはじめる。

　彼女がずっと会いたがっていたのが、そのリセリナという娘だった。

　リセリナは困こん惑わく顔がおだったが、それでも慣れた手つきでシアの頭を軽く撫なでた。

　ウルクはしんみりとして、二人の再会を見守った。

　二人が会えて、素直によかったと思う。

　シアにとって、自分はリセリナの代わりだったのかもしれない。それならそれでいい。少しの間でも、自分がシアの寂さびしさを紛まぎらわすことができたのなら、ウルクはそれで満足だった。

　やがて、リセリナが垂らしたロープを使って、下にいた少年が自力で壁を昇ってきた。

　紫むらさき色いろの髪と、人ひと懐なつっこいくせに凜り々りしい顔が、窓から覗のぞいた。

　ウルクはそこで慌あわてる。

「あの──どうか、シアを連れてお逃げください。おそらく、すぐに警護のパンプキン様がお戻りになるかと──」

「あのかぼちゃ頭がいるのか」

　リセリナの手を借りて、フェリオが部屋に入ってくる。

　ウルクは心臓が跳ねるのを感じた。

　フェリオ王子を直じかに見るのは、これがまだ二度目のはずだった。

　最初はイリス達に言われるまま、彼に別れを告げた時である。

　その後、ウルクはよく彼の夢を見ては、その面おも影かげに悩まされた。ついさきほども、不ふ埒らちな夢を見たばかりである。

　唐とう突とつに訪れたフェリオ王子は、ウルクを心配げに見つめていた。

　互いの視線が絡からみ合い、ウルクは慌あわてて顔を逸そらす。何故なぜだかまともに正視できない。

　フェリオが早口に呟つぶやいた。

「ウルク。お願いがある。理由わけは後で必ず詳くわしく話すから──今は何も聞かずに、俺おれと一いつ緒しよに来てくれ」

　心音が、また一段と高くなった。

　ウルクは戸と惑まどう。夢のことを思いだして、また足が震えた。

　フェリオの眼めは真剣だった。うっかりまたその眼を見てしまったウルクは、そのまま吸いこまれそうな感覚を覚えた。

　自分はこの少年の前だと、まともに平静を保てない──そのことを自覚させられる。

　フェリオの側は、ウルクのそんな思いを、突然のことに対する戸惑いとでも受け取ったらしい。声が一段と優やさしくなった。

「この神殿は、今の君にとって、もう安全な場所じゃないんだ。さっき、どういうわけか暗殺者のシズヤも来ていたようだけど……神殿騎士達も君の命を狙ねらっている。ここに君を置いてはおけない。だから今から、アルセイフの王城に来て欲しい。お願いだ」

　フェリオの声は真しん摯しだった。

　ウルクは頰ほおが熱くなるのを感じる。

〝女おんな癖ぐせが悪くて、私は言い寄られて迷めい惑わくしていたって──イリスは言っていたけど──〟

　イリスのことを疑いたくはなかった。だが彼の眼に見つめられると、全すべてを任せたいような気にもなってくる。

　夢の中でもそうだった。

　見知らぬ仮か面めんの男に襲われた時は、ただ恐怖しか感じなかった。しかしこの少年、フェリオから夢で言い寄られた時には、本ほん音ねでは嬉しかったのだ。

　ウルクにとって、それは決して認めたくない感情だった。あんな不ふ埒らちな、いやらしい夢を見た自分に、嫌けん悪お感かんさえ持つ。

　理性ではそう思うのに──心のほうは、揺れている。

　ウルクは返事ができず、顔を俯うつむけた。

「──貴方あなたは──私の、なんなんですか……？」

　つい、苦し紛まぎれにそんな問いが出た。

　フェリオは胸元から、無色透とう明めいの石をあしらった首飾りを取りだした。

「──これを見て」

　言われたとおりに、ウルクはそれを見つめる。

　丸い小さな石は、純粋に、ただ純粋に透き通っていた。

　──頭が、ずきりと痛んだ。
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　フェリオは微笑のまま、幾いく分ぶんか表情を歪ゆがめた。

「──憶おぼえていないと思うけど、これは君から貰もらったんだ。まだ九歳の時に──ウルク、君は俺おれの親友だ。俺は何度も、君に命を助けてもらった。だから俺も、君を護まもりたい。俺を──信じて欲しい」

　フェリオの声は、最後だけ少し掠かすれた。

　胸がひどく苦しくなった。

（私は──誰だれを、信じたら……）

　困ったウルクが視線を滑すべらせた先には、シアがいた。

　彼女はリセリナから離れて、ウルクの元に戻ってくる。

「……ウルク。行って」

　シアが呟つぶやき、ウルクの裾すそを引っ張った。

「……シア？」

「私は行けないの。行くと、イリスが怒るから──でも、ウルクは行って。迎えに来てくれたんだから、行かなきゃだめ」

　泣きそうな声で、シアはそう言い──

「本当に……ごめんなさい。ごめんなさい──」

　ウルクにしがみついて、ぼろぼろと泣き始めた。

　ウルクは何も言えない。以前にも、シアからこんな風に謝あやまられて困こん惑わくしたことがある。彼女の謝る理由が、ウルクにはまるでわからない。

　フェリオが不意に表情を改めた。シアを見つめるその眼めに、怒りと哀あわれみとが混ざり合った、複雑な感情が宿っている。

　彼の腕を、すかさずリセリナが摑つかんだ。

「……シアは、イリスの命令に逆らえないんです。それに、この子は──」

　リセリナがシアに声を投げる。

「シア。ウルク様と一いつ緒しよに、貴方あなたもおいで。私はフェリオさんの護ご衛えいをしているから、あんまり会えないかもしれないけれど──でも、落ち着いたら一緒に暮らせるから、だから──」

　その言葉の途中で、扉とびらが軋きしみながら開いた。

「──せっかくの再会に水を差してすまぬが、それは許されぬのだ、リセリナよ」

　悲劇を吟ぎんじる役者の如ごとき声が、室内に高く響いた。

　フェリオが刀の柄つかに指をかけ、リセリナが身み構がまえた。

　扉の向こうの闇やみに、ぼんやりと──かぼちゃの頭が浮かび上がる。

　来訪者ビジター、パンプキン──

　ついさきほど、ウルクの危難を救った彼は、またウルクに近づく者を排除すべく、ゆっくりと動き始める。

　ウルクは思わず、フェリオ達の前に走り出た。

「パンプキン様、お願いです。ここは穏おん便びんに──」

「そこの王子には、手を出されぬ限り手を出さぬ。情勢の変化は耳にしているし、そのことは約束してもよい。だが、リセリナよ──汝なんじのことは、イリスの指示により、見逃すことができぬのだ。これも宮仕えの厳きびしさ、覚かく悟ごを決めよ」

　パンプキンの声は微かすかに笑っていた。

　ウルクは戦せん慄りつする。来訪者ビジター達がそれほど温おん和わでないことには、うすうす感づいていたが、パンプキンの体からは明らかに負ふの威い圧あつが放たれていた。

　リセリナが険けわしい眼をして、半歩前に歩を進めた。

「フェリオさん──ウルク様を連れて、先に行ってください」

「駄だ目めだ。君がウルクを連れていけ。ここは俺おれが押さえる」

　フェリオが刀を抜く。白はく刃じんを前にして、パンプキンが嬉うれしそうに身構えた。

「それこそ駄目です。パンプキンの狙ねらいはあくまで私──ウルク様を連れた私のほうを追ってきます。お願いです、フェリオさん──」

　リセリナの声は、掠かすれるように小さかった。

　この場でのウルクは、戸と惑まどうことしかできない。

　リセリナは、その手に光の刃を伸ばして言った。

「ウルク様とシアを、早く連れて行ってください。後から追いかけます」

　すかさずパンプキンが声を重ねた。

「それは不可能であるぞ、リセリナよ。我は汝なんじをここで仕し留とめるつもりだ。シアを連れて行かせるわけにもいかん」

「貴方あなたには、負けません」

　リセリナのその声が虚きよ勢せいに近いことは、ウルクにもわかった。

　パンプキンが肩を揺らして笑った。

「汝の頑がん固こさも、そこまで行けば美しい──しかし、もうじきに他ほかの者達も来るであろう。その間に我を仕留めることは、まず不可能である。王子よ、ちょうどよい機会であろう。汝も選ぶがよい」

　さも素晴らしいことを思いついたとばかりに、パンプキンが両手を広げた。

「少しならば考える時間を差し上げよう、若き王子。ウルク司し祭さいとリセリナ──汝は、どちらを選ぶのだ？　我は一つ、戯たわむれとしてここに提案をする。汝がウルク司祭だけを連れて行き、リセリナを置いていくならばここは見逃そう。情勢を鑑かんがみるに、カシナート司し教きようもそれは許すはずである。そしてリセリナは我に勝つかもしれず、また負けるかもしれぬ。リセリナを選ぶならば彼女と共に逃げ、ウルク司祭とシアをここに置いて行け。その場合、ウルク司祭はまた、暗殺者や不ふ埒らちな者どもに狙ねらわれることになるかもしれん。そのどちらも選ばぬというのなら──」

　パンプキンが両手に光を籠こもらせた。

「我の刃によって、汝の死が、両国の関係を悪化させるやもしれぬ。さ、決断やいかに？」

　パンプキンのふざけたその提案に、ウルクは体を硬こう直ちよくさせた。

　リセリナも眉まゆ根ねを歪ゆがめている。

「フェリオさん。ウルク様を連れて行ってください。パンプキンは適当なことを言っておもしろがっているだけです。私のことなら、大丈夫ですから……いざとなれば、昇しよう華かしてでも乗り切れます」

　リセリナの声は険けわしい。

　ウルクは何も言えずに、そっとフェリオの顔色をうかがった。

　彼はその眼めを鋭するどく据すわらせていた。

　人ひと懐なつっこく見えた眼まな差ざしが、今は怒りに震えている。

「──パンプキン。大事なことを忘れている」

　フェリオは静かに言い放った。

「ほう？」

「貴方は父上と兄上の敵かたきだ。俺おれにも、貴方を討うつ権利があるんじゃなかったのか？　リセリナとウルクがどうこう以前に、俺には貴方をここで斬きる理由がある」

　抜いた刀を、フェリオが構えた。

　パンプキンが──けたたましく嗤わらった。かぼちゃ頭を揺らして、その視線が天井を仰あおぐ。

「はははははっ！　──いかにも！　我は汝なんじの敵である。その選択はなかなかよろしい。が──カシナート司し教きようとの交渉はどうするつもりであるか？　予定では、我々来訪者ビジターを見逃すのではなかったか？」

　パンプキンの言葉に、フェリオの表情が歪ゆがんだ。ウルクには、二人の会話の意味がよくわからない。記憶を失った後に得た知識の中に、今の会話を裏付けるような情報はなかった。

　フェリオは唇を嚙かむ。

「──もう知っていたのか。確かに、そういう交渉が動いている。だから命は取らないようにする。でも──リセリナを害する気なら、俺おれは貴方あなたと戦う。それに──リセリナとウルクの命の、どっちを選ぶかだって？」

　呟つぶやくフェリオの眼めには、真剣な怒りが宿っていた。

「いいか、パンプキン──そもそも俺は、そんなことを選ぶような立場にいない。誰だれかの命を選んだり選ばせたりするなんて、ただの傲ごう慢まんだ。俺は──どっちも護まもる──！」

　言い捨てるように呟いて、フェリオが疾はしった。

　抜きはなった刀を振りまわすには、扉とびらの付近は狭せますぎる。必然的に、その攻撃は突きに絞しぼられた。

　パンプキンは身を捻ひねり、軽々とそれをかわす。さきほどの不ふ審しん者しやを相手にした時と、それはよく似た光景だった。

　パンプキンの手が揺らめくように波打つ。

「──その攻めはあまりに真正直で拙つたないぞ、若き者よ。何故なぜ、急所を狙ねらわぬ？　交渉のために我を殺さぬというのは、よもや本気の言葉か？　だが、我は──」

　光の刃が、パンプキンの両手に宿っていた。

　その手がフェリオに向けて、突きいれられそうになった瞬間──

　ウルクは、声の限りに叫んでいた。

「だめですっ！」

　部屋に響き渡ったその声が、パンプキンの攻撃を一瞬だけ鈍にぶらせる。その隙すきにフェリオは辛かろうじて身を引き、体勢を再び整えた。

　ウルクは続けて叫んだ。

「お願いです！　争あらそわないでください！　フェリオ様、その方かたはさきほど、不審者に襲われかけた私を助けてくださいました。それにパンプキン様、この方はこの国の王族です。無礼な真似まねはお控えください」

　フェリオの肩がぴくりと震えた。その反応で、ウルクは自分の言葉がフェリオに届いたことを知る。パンプキンのほうは、かぼちゃに隠かくれて顔色がうかがえない。

「パンプキン──貴方あなたが、ウルクを助けたのか？」

　フェリオの問い詰める声に、パンプキンが嗤わらった。

「いやいやいや。神殿騎士の色いろ狂ぐるいを止めただけである。司し祭さいの警護はイリスの命令でもあるゆえ、これを汝なんじが恩おんに感じる必要はまったくない。さ、剣気を高めよ。我は汝が王子だとて、手て加か減げんなどはせぬと決めた。共に命のやりとりを為なすならば──妄もう念ねんと邪じや念ねんを払い、神経をこよりのように絞しぼって集中させてこそ、戦いの妙味が生まれる。余よ計けいなことを考える余よ裕ゆうは、我らの間にないはずである」

　そう告げて、パンプキンは腰を落とした。

　フェリオの側は苦にがい顔をしている。その剣先に、迷いが生まれていた。

「……そのような剣では、仇かたきを討うてぬぞ？」

　パンプキンが嘲あざける。フェリオが彼を睨にらんだ。

「……カシナート司し教きようとの交渉もある。さっきも言ったとおり、ここでは貴方を討たない」

　その答えを改めて聞くや、パンプキンが大おお仰ぎように天を仰あおいだ。

「おぉ！　おぉ！　なんとも親不孝なことだ。古今東西の復ふく讐しゆう劇げきの筋書きを見よ。息むすことして親の仇を討つことは、その本筋たる大切なことである。汝はその役から降りるのか？」

「貴方を討てば、カシナート司教との交渉が反故ほごになりかねない。いま、囚とらわれの神官達を救うためには、この交渉を成立させなきゃいけないんだ。王族だからこそ、民のことを第一に考える。それが父上のやり方だった」

　フェリオが力強く言い放つと、パンプキンはからかうようにかぼちゃの頭を突き出した。

「ならばリセリナを見捨てるか？　我らはリセリナを狙ねらい続ける。リセリナの命が尽きるまで、我らが上官であるイリスは諦あきらめぬだろう。つまり、我らを汝が討たぬ限り、リセリナはいつか殺される。さて汝はどうする？」

　フェリオは迷いを見せずに即答した。

「──それなら俺おれは、彼女をお前達から護まもり続ける。何度でも、狙われる限り、ずっと護り続けてみせる。そう約束した」

　ウルクはその言葉を聞くや、ずきりと胸に痛みを覚えた。

　リセリナをうかがうと、彼女は呆あつ気けにとられつつ、その頰ほおを染めていた。

　──ウルクは、気づいてしまう。

　このリセリナが、あのフェリオにどんな想おもいを抱いているのか──顔色を見れば、すぐにわかった。

　パンプキンが、さらに声を張った。

「なんと、子供じみた青さか──汝は我らを殺すこともできず、リセリナを護りながらウルク司祭を護り、なおかつ民を護り国を護ると言うのか。二羽の兎うさぎを追う者は二羽ともに逃げられるという、狩人かりうどの故こ事じを知らぬと見た。汝は大切な全すべてを護ろうとしている。だがそれは、人の身には叶かなわぬことであろう。いずれは何かを見捨てねばならん。汝なんじは見捨てる勇気をもてず、臆おく病びようにも選択を先さき延のばしにしているだけではないのか？」

　パンプキンが謳うたうように問いかけた。

　フェリオは──刀を鞘さやに納めた。

　パンプキンの両手も、いつしか光を失っている。

　わずかな沈黙が、そこにおりた。

　フェリオが小さく呟つぶやく。

「貴方あなたの言うこともわかる──それでも、俺おれは護まもると決めたんだ。いつか護りきれないものも出てくるかもしれない。でも絶対に、ぎりぎりまで、諦あきらめたり、見捨てたりはしない。本当に何かを切り捨てなきゃいけない時がきたら、その時は考える。でも今は、まだそんな時じゃない。ウルクも、リセリナも、神官達も、この国の未来も──まだ、手て遅おくれじゃない。それが──」

　フェリオが大きく息を吸った。

「俺の選択だ」

　開き直るような言葉だった。

　ウルクは体を震わせた。

　ずっと前に──

　彼の口から、似たような言葉を聞いたような気がした。

　いつのことかは思いだせない。おそらくその内容も、今ほど真に迫ったものではなかっただろう。

　だが、ウルクは一つだけ確信できた。

　自分は以前、確かに彼の傍そばにいて、互いに言葉をかわしていたのだ。

　パンプキンが、静かに首を横に振った。

「理想家の戯ざれ言ごとだ、などと、月並みなことは言わぬ。だが、その選択をし、護り続けるためには、並外れた強さが不ふ可か欠けつである。汝にその強さがあるか否いなか──我が今、それを見極め──」

　パンプキンの言葉の途中で、ウルクはわずかに振動を感じた。

　フェリオが足元を見つめ、パンプキンも周囲を見回す。

　かたかたと花か瓶びんが揺れ始めたかと気づいた、次の瞬間──

　轟ごう音おんが周囲に満ちた。

　石いし壁かべが崩れんばかりの、不意の大きな揺れが、室内を襲った。

　下から突き上げられ、一瞬、ウルクの体が宙に浮く。その身が落ちた頃ころには、周囲の石の壁が歪ゆがみはじめていた。床ゆかも前後左右にひどく揺れて、倒れた後は立ち上がることもできない。

　──大地が、揺れている──

　そんな初めての経験に、ウルクは怯おびえた。

　戸と惑まどいながら摑つかめる場所を探すが、視界すら安定しなかった。暗くら闇やみにさまざまな小物が飛び交い、壁にあたって落ちては、床ゆかの上で騒音と共に跳ねている。

　寝台ベツドまでもが馬のように跳ね、落ちた花か瓶びんがけたたましく割れた。

　石壁は歪ゆがみ、耳みみ障ざわりな音を立てている。そこが今にも崩れそうな恐怖を感じて、ウルクは思わず眼めを閉じた。

　気づくと、すぐ脇わきにリセリナとシアがいた。自分が彼女らに寄より添そったのか、彼女らが近づいてきたのか、それすらもわからない。

　そして──三人の上に、フェリオが覆おおいかぶさっていた。

　やがて、振動は止まった。

　ゆっくりと揺れが収しゆう束そくして、大地が怒りをおさめる。

　雑多な異音がやんだ後に来たのは、一瞬前の揺れが噓うそのような静けさだった。

　暗い部屋の中は惨さん憺たんたる有あり様さまに転じていた。家具の配置がすっかり変わり、壁の石もところどころが飛び出ている。よく崩れなかったものだと、ウルクはむしろ感心した。

　パンプキンは膝ひざをついている。その周囲には、落ちた花瓶の欠片かけらが散っていた。

　ウルクはウルクで、自分がいつのまにか、隣のシアを抱えていた事に気づいて驚いた。そんな意識はなかったが、勝かつ手てに体が動いたらしい。

　上にいたフェリオが、やっと身を起こした。

「……建物が……揺れた？　なんだったんだ、今の──」

　フェリオが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。その脇にはリセリナが座っていた。

「地震……ですよね。アルセイフでは珍しいんですか？」

「地震？　……そうか。いや、アルセイフには滅めつ多たにないよ。遠くの国にはあるらしいけど、少なくとも俺おれが生まれてからは、初めてじゃないかな──」

　呟くフェリオを見上げて、ウルクははっとする。

　彼の頰ほおに、一筋の血が流れていた。

「あの、フェリオ様、血が……」

　ウルクは震えて呟いた。フェリオは痛くもなさそうに、軽く眼めをしばたたかせる。

「え？　……あぁ、花瓶の欠片で切ったのかな。大した傷じゃない。それより、ウルクは怪け我がしてないか？　どこか痛いところは──」

　ウルクは首を横に振る。怪我はどこにもない。ただ──自分の上で、幾いく度どか鈍にぶい音がしたことには気づいていた。

　フェリオは平然としている。痛む場所がないかとはウルクが聞きたいことだったが、彼はきっと認めないだろうと思った。

　掌てのひらで血を拭ぬぐいながら、フェリオはパンプキンに向き直った。

「──一時休戦、でいいか？　貴方あなたも仲間の安あん否ぴが気になるはずだ。この分だと、どこか崩れているぞ。カシナート司し教きようだって、無事かどうかわからない」

　パンプキンがくるくると頭を回した。

「うむ。仕方がない。だが、ウルク司し祭さいとシアは置いていってもらおう」

「それはできない。さっきも言ったとおり、ここはウルクにとって危険なんだ」

「やれやれ──頑がん固こな王子であるな。我を倒すわけでもなく、大切なものは護まもると吼ほえ──随ずい分ぶんとわがままな話である」

　パンプキンが呆あきれたように呟つぶやき、ひょろりと立ち上がった。彼も少しふらついている。

「よいか。我は見逃すわけではない。ちと、イリス達の様子を見てくる。その間、ウルク司祭はここに残っていると信じよう。これは譲じよう歩ほではない。あくまで我の油ゆ断だんである。よいな──次に会った時は、リセリナの命もないと思うことだ。シアは勝かつ手てにするとよい。残るもよし、行くもよし──イリスはともあれ、我個人は、自らの道は自ら選ぶべきものと心得ている」

　そう言い残して、飄ひよう々ひようと足取りも軽やかに、パンプキンは部屋を出て行った。

　フェリオがその背をじっと見送る。

「ひょっとして──意外に、話のわかる奴やつなのか？」

　リセリナが溜ため息いきで応じた。

「パンプキンのことは、私にもよくわかりません。今の地震で、どこか頭を打ったのかもしれませんし……次に会ったら即座に殺されても、おかしくないと思います。油断していい相手じゃありませんから」

「でも、変な美意識があるんだろうな、きっと」

　フェリオは肩の力を抜いて呟き、座り込んだままのウルクに手を差し伸べた。

「ウルク。この混乱に乗じて、神殿を抜けるんだ。もうこんな機会はないかもしれない」

　ウルクはその手をとる。

　触れた瞬間、温かいものが胸を満たした。

「あの、フェリオ様──傷をお見せください。まだ血が出ています」

　ウルクはフェリオの髪に触れ、傷を見ようとした。

　記憶は戻っていない。だがウルクはもう、彼に対する警戒を失っている。

　フェリオが驚いたように、ウルクを見つめた。

「……なにか？」

「いや──やっぱりウルクは、記憶を失っていても優やさしいんだな、って思って」

　かっと頰ほおが熱くなる。

　その動揺を隠かくして、ウルクはフェリオの傷をよく見つめた。

　確かに、髪の間についた傷はそれほど深くはない。たまたま血管のあたりを切ってしまったらしく、出血はやや派は手でだったが、軽傷の範囲である。他の場所は、今の段階ではわからない。

　フェリオがリセリナのほうを向いた。

「じゃあ、リセリナ、後は──ん？」

　言葉を途中で止めて、フェリオが天井を仰あおいだ。

　ウルクも耳を澄ませる。

　聴こえてきたのは──不ふ可か思し議ぎな鐘かねの音だった。

　神殿の鐘しよう楼ろうのものではない。もっと遠くから、もっと大きな存在が、鐘を鳴らしている。

　記憶のないウルクにとっては、もちろん初めて聞く音だった。

　何処どこか遙はるかな場所から、低くゆっくりと──鐘の音は近づいてくる。

　それは、空の彼方かなたから聞こえてくるようでもあった。

　はじめは小雨のように降り注ぎ、次し第だいにその音は強くなり、やがてはっきりとした鐘の音が連なってくる。

　まずフェリオが窓に駆け寄った。ウルクとリセリナ、シアもそれに続く。

　見上げた夜空では、さきほどまでの雲が少しずつ、晴れはじめていた。

　そして、その隙すき間まから──鮮あざやかな光の帯が覗のぞいていた。

　ウルクはその光景に眼めを奪われる。

　光の帯は雲間を横切り、空をキャンバスとして白い絵の具をこぼしたように、緩ゆるやかにうねっていた。

　フェリオが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「これは──空そらノ……鐘かねか？　そんな馬ば鹿かな──ついこの間、聞こえたばかりなのに──！」

　ウルクにはわけがわからない。ただフェリオの様子から、これが尋じん常じような事態でないことだけは理解した。

　空から響いた鐘の音は、やがて尻しりすぼみに小さくなっていった。

　それに伴ともなって、光の帯も収しゆう縮しゆくする。

　そして──光の帯は消えたにも関かかわらず、神殿の周囲が、急に明るさを増した。

　月が覗のぞいたわけではない。窓の反対側で、何かが強く発光し、そこから注ぐ光が中庭を照らしている。

　ウルクは窓から上を見上げた。光の出で所どころについては、影の位置から推測がつく。

　神殿の中央部。

　天高くそびえる円柱、〝御柱ピラー〟が、その光源にあるはずだった。

　見上げた柱は、確かにぼんやりと淡あわく発光していた。

「──御柱ピラーが……光っているのか？」

　フェリオが呆然と呟き、慌あわてて踵きびすを返した。

「リセリナ、ウルクとその子供を連れて、サンクレット交こう易えきの支社に避ひ難なんしていてくれ。俺おれは中心の様子を見てくる。また──来訪者ビジターかもしれない」

「あ、フェリオさん!?」

　リセリナが声を張るが、フェリオはもう廊下に出ていた。

　置いていかれたウルクは戸と惑まどい、シアの肩を抱きながら、リセリナを見つめる。

「あの──リセリナ様？」

　リセリナはしばらく迷った様子を見せ、それから小さく頷うなずいた。

「──ウルク様。それにシア──一いつ緒しよに来てください。神殿から出るんです」

「でも、フェリオ様は──」

「ウルク様が安全な場所にいないと、フェリオさんは安心できないんです。お願いします」

　リセリナが、ぺこりと頭を下げる。

　ウルクは仕方なく頷いた。

　フェリオのことは、信頼しても大丈夫だと思った。イリス達を裏切るようで心苦しいが──この神殿が危険な場所だということは、今のウルクにも理解できる。仮か面めんの男と暗殺者の娘に襲われた恐怖は、簡単には忘れられそうにない。

「わかりました。事情はまだ、よくわかりませんが……御一緒させていただきます。シアも、一緒ね？」

　シアに問いかけると、彼女は困ったような、それでいて少し嬉うれしそうな、複雑な顔で頷いた。

　まず、シアを抱えたリセリナが下へ飛び降りる。

　ウルクはロープをつたって、慎しん重ちように窓から中庭へと降りていく。下では落下に備えて、リセリナが手を広げていたが、ウルクも若いだけに身は軽い。

　広い中庭は、御柱ピラーから注ぐ光によって照らされていた。

　神殿中心部の御柱ピラーで何が起きているのか、よくわからない。恐怖を感じる以前に、ウルクは戸惑うばかりだった。

　下に降り立ったところで、ウルクは問う。

「リセリナ様、これからどうするのですか？」

「隠かくし通路を抜けて、サンクレット交こう易えきの支社に入ります。そこから馬車で王都へ──しばらくはご不便だと思いますが──その道行きで、落ち着いてお話もできるはずです」

　ウルクは頷いた。

　三人は揃そろって歩き出す。

　しかしその進路は、思わぬ者達によって遮さえぎられた。

　先を急ぐ三人の前に、御柱ピラーから漏もれた光のつくる、建物の影が見えた。

　少し先の芝しば生ふに作られたその影に、四つの人影──

　ウルクは立ち竦すくむ。リセリナも気づいて、たちまちその方向を睨にらんだ。

　光に作られた影は四つ。

　その四つが、建物から飛び降り、ウルク達を囲むようにして進路を塞ふさいだ。

　銀髪の美青年。
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　禿とく頭とうの巨漢。

　影だけで、姿そのものは見えない男も一人いる。

　そして、彼らの背後に立つのは、短い黒髪の少女だった。

　光に照らされてなお薄暗い中庭で、彼女は腕を組んで立ち、冷たい眼めでウルク達を見み据すえる。

「──あら。お揃そろいで、おでかけ？」

　小首を傾かしげて、にっこりと──リセリナと同じ顔が、そこに微笑ほほえんでいた。
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　フェリオは神殿の中心部に向かい、ひた走っていた。

　途中で神殿騎士達とも合流する。彼らはフェリオのことなど眼中になく、それぞれがフェリオと同じ方向に走っていた。

「何があったんだ!?」

　フェリオは近くを走っていた騎士の一人に、走りながら問いかけた。赤い髪の、まだ若い騎士である。軽けい薄はくそうな顔立ちに似ず、やけに大振りな大剣を背に負っていた。

「フェリオ王子!?　あんたは自分の部屋にいてくださいよ！　ていうか、見張りがいたはずじゃ……」

　フェリオはごまかしも兼かねて強く声を張る。

「そんな場合か！　それより、何があったんだ？」

　騎士は眉まゆをひそめる。互いに脚は緩ゆるめない。そうこうしているうちに、廊下を走る集団は数十人単位に膨ふくれていた。

「俺おれにもわかりませんが──御柱ピラーから、〝化ばけ物もの〟が出てきたとかなんとか……」

「化け物？」

　また、パンプキンのような来訪者ビジターが現れたのかと思った。

「さっきの地震と、あの空そらノ鐘かねは？」

「そんなもんの理由、俺らが知るわけないでしょう！　それより戻ってくださいよ！　あんた、ただの親善特使でしょう？」

　騎士の喚わめきは正論でもあったが、フェリオは構わずに走った。

　ひどく胸むな騒さわぎがする。

　中心部に近づくにつれて、血の臭においがしはじめた。

「二階だ！　急げ！」

「御柱ピラーの間まじゃない！　シャジールの居住区からだ！」

「カシナート司し教きようの無事は確認したのか!?」

「シャジールの避ひ難なんはもう終わっている！　とにかく人数を集めろ！　敵を四方から抑おさえるぞ！」

　そこかしこで、騎士の怒ど号ごうが響いている。

　父と兄が殺された時と、状況はよく似ていた。ただ、来訪者ビジター達が現れたのは、神殿のもっと上の階である。この二階は、宙に浮いた御柱ピラーの底面と接しているはずだった。

　そしてフェリオは、騎士達の戦う場に辿たどりつく。そこは中心部に続く広い通路の真ん中だった。

　石いし畳だたみが隙すき間まなく敷き詰められたその空間は、まさに神殿の中心部だった。

　目の前には、御柱ピラーの底面と接するホールが見える。そこは輝石セレナイトの採集場でもあり、日ひ頃ごろはシャジールの民しか入れない場所だった。

　神殿が制せい圧あつされている今は、そこにも騎士達が詰めていたはずだか──その騎士達の幾いく人にんかは、遠とお目めにも物言わぬ屍しかばねに転じていた。

「さぁ、来い！　化け物！　俺の相手になれ！」

　最前線で嬉き々きとして声を張っているのは、神殿騎士団団長、ベリエ・バーミリオンだった。

　その顔が、〝何者か〟を前にして輝いている。

　そしてフェリオは、御柱ピラーが発する淡あわい光の中、彼らの前にいるその存在を知覚した。

　最初は、ただの兵士達に見えた。見慣れぬ鎧よろいと兜かぶとを身につけて、彼らは黙々と戦っている。動きはよくもないが悪くもない。統制がとれているわけでもなく、それぞれが勝かつ手てに剣を振り回している印象だった。

　彼らが御柱ピラーから現れた敵兵らしい。

　広間には、そんな敵が五十人ほどもいた。幾いく人にんかはすでに斬きり倒されているが、倒した敵の数以上に、神殿騎士の倒れ伏す姿も目立つ。

　敵の中には女の姿もあった。髪が短く、彼女は剣ではなくて両手の短剣ダガーで戦っている。その一人だけは、動きがやけに軽い。来訪者ビジターのパンプキンほどではないにせよ、充分に人並みはずれた戦い方だった。

　フェリオは刀を抜かず、戦う騎士達の後ろから様子をうかがう。前に進みたくとも、通路には騎士達ばかりで、乱戦にでもなれば後ろから彼らに斬られかねない。

　フェリオの見守る前で、遠とお目めにベリエの剣が奔はしった。

　その目前にいた敵兵の腕が、くるりと吹っ飛んで宙ちゆうに舞う。

　そして──腕を斬られた兵は、そのままベリエに向かって、残った手で剣を振り回した。

　フェリオは啞あ然ぜんとした。

　地に伏してもだえるでもなく、傷口から血を流しながら、片腕の兵はまだ戦い続けている。

〝あいつら……痛つう覚かくがないのか!?〟

　驚いて、フェリオは改めてその戦場の様子を確認した。

　敵兵の中には、深い傷を負った者も多かった。だが、その誰だれ一人として、戦うことをやめていない。苦く悶もんに顔を歪ゆがめることもなく、黙して戦い続けている。

　中央の御柱ピラーに続く広い通路は、東西南北に四つあった。その四箇所全すべてで、神殿騎士達が得え体たいの知れない兵達を相手に戦っている。ベリエは嬉き々きとして剣を振っていたが、前線の騎士達のいくらかは、明らかに腰が引けていた。

　彼らはそれなりに剣の腕もある。実力では敵と渡わたり合あえないわけでもない。だが、痛覚がないらしい相手に対し、薄うす気き味み悪さが先に立つのか、その剣が鈍にぶりつつあった。

「……なんなんだ、あいつら……」

　脇わきにいた赤毛の騎士が、驚きのために低く呟つぶやいた。

　中央の御柱ピラーは、眩まぶしく光り続けている。フェリオにとって、それは初めて見る光景だった。

　その光が戦場を照らしていることで、様子は細部まで見渡せた。

　そして光の中、新たな兵達が、御柱ピラーの底から落ちてきた。

　数は二十人ほど──床ゆかに着くや、むくりと起き上がり、彼らはそれぞれが定めた方向へと歩き出す。

　フェリオは彼らの姿に眼めを凝こらした。

　女も四人ほど、混ざっている。

　気のせいか──その体型と容よう姿しが、まったく同じに見える。さきほどから、二本の短剣ダガーをもって戦っている女もいたが、四人ともがその娘とあまりによく似ていた。

　他ほかには剣を持つ者、槍やりを持つ者といたが──フェリオはそこで強い違い和わ感かんを覚える。男達は兜かぶとのせいで顔がよく見えないが、その体型がいくつかのパターンを保っていた。

　まったく同じ体つきと装備の者が多すぎる。鏡かがみに映したように似ている者が、ざっと見渡してもかなりの数に上った。

　まだ柱ピラーは光り続けている。

　最前線から、疲労して手傷を負った騎士が退しりぞいてきた。

「くそっ、あの気味悪い奴やつら──いつまで出てくる気だ──」

　騎士は半なかば呆ぼう然ぜんとして呟つぶやく。

　フェリオは彼に手を貸しながら問いかけた。

「奴ら、何回も出てきたのか？」

「……初めは三人ほどだったんだ。時間が経たつにつれて、どんどん増えてきて──また来やがった！」

　振りかえった騎士の前で、再び二十人ほどの兵がまとめて落ちてきた。

　フェリオは頰ほおを引きつらせる。

　彼らは来訪者ビジター達とは違う、また異質な存在に思えた。装備や戦い方などはむしろ、この世界の兵と変わらない。パンプキンのように常じよう軌きを逸いつした動きもしないし、カトルのように消えているわけでもない。

　それ以前に──人間かどうかも怪あやしい。

　退ひいてきた騎士が眼めを震わせた。

「まるで〝動く死体〟と戦っているみたいだった。いや──それどころか、顔がおんなじ奴も、何人もいる。血と肉はあるが──あれは、人形じゃないのか？」

　治療のために退いていく騎士の感想に、フェリオはぞっとした。

　事態は摑つかみきれないが、異常なことには違いない。

　柱の輝きが、一ひと際きわに強くなった。また数人が柱の底から落ちてくる。

「フェリオ様！　ご無事ですか！」

　聞き慣れた声が背後から響き、フェリオは振りかえった。そこには、王宮騎士団を率ひきいて先頭に立ったウィスタルの姿があった。狩人かりうどのエンジュ、ラトロアの剣士ハーミットも、それに付き従っている。異変を察さつ知ちして、増ぞう援えんに駆けつけてきたものらしい。

　ハーミットは、眼を剝むいて戦場を見つめていた。

「ウィスタル！　ここはそんなに広くない！　王宮騎士団は待たい機きさせておけ！　神殿騎士団が疲ひ弊へいした際に交代する！」

　声を張っておいて、フェリオも一いつ旦たん、彼らと合流した。

　神殿騎士達は奮ふん戦せんを続けている。

　ウィスタル達はすぐに頷うなずいて、その場に一時留とどまった。

「ウィスタル、何人連れてきた？」

　フェリオが問う。ウィスタルは青い眼めを戦場に向けた。

「王宮騎士団のみ、約百人です。三十人ずつ、左右の通路に回し、ここには四十人おります。急いで来ましたので、残りの兵達はまだ神殿に着いていないはずですが、到着次し第だい、ひとまずは神殿の中庭に待たい機きするよう指示してあります」

　現在、神しん域いきに滞たい在ざいするアルセイフの兵は四百人程度である。神殿騎士よりも少ないが、国境でもタートムとの戦闘が起きている現在、神域に割さける戦力はこれが精一杯ともいえた。

　騎士達が呆ぼう然ぜんと戦場を見守る中──

　ハーミットも、前線を遠とお目めにして立ち尽くしていた。近寄りざま、フェリオはその肩を軽く叩たたく。

「ハーミット、よく来てくれた。でも、今はまだ神殿騎士達に任せておこう」

「フェリオ様──彼らは、御柱ピラーを通って出てきたのですか……？」

　問うハーミットの声が、微かすかに震えていた。

　フェリオは苦にが々にがしく頷うなずく。

「あぁ、そうらしい。まだ出てきている。どのくらい続くのかわからないけど……」

　そしてハーミットは、信じ難い呟つぶやきを漏もらした。

「彼らは──おそらく、ラトロアの兵です」

　その言葉を、フェリオははじめ、聞き間違えたかと思った。

「……え？　ハーミット、今──」

　ハーミットは指を差した。

「彼らのあの鎧よろいは、ラトロアの軍に支給されるものです。まさか、これが──こんな戦い方が、あいつらの狙ねらいだったのか──」

　ハーミットは、怒りの眼まな差ざしで戦場を見み据すえていた。

　フェリオは戸と惑まどう。来訪者ビジターとは違う存在のように感じていたが、ラトロアの兵と言われても、にわかには信じられない。

　ハーミットが声を絞しぼる。

「詳くわしい話は後に──フェリオ様、連中は早く片付けないと厄やつ介かいです。あれは屍しかばねの兵──動いて体が温まってくると、さらに手て強ごわくなります」

　ハーミットが歯嚙がみした。フェリオも眼を凝こらす。

　確かに、敵兵達の動きが、心なしか──早くなっているようにも感じた。

「ハーミット、あいつらはなんなんだ？」

　フェリオが問うと、ハーミットはすらりと刀を抜いた。

「彼らは、ラトロアが〝錬金術アルケミー〟の成果を用いて生み出した理性をもたない兵士です。敵を殲せん滅めつするか、薬の効果が切れるまで、戦うことをやめません。まだ試験運用だけで、実戦投入は先だと思っていたのに、まさか、こんなところにまで──しかも、この数は一体──先に助すけ太刀だちに入ります」

　フェリオは慌あわててその肩を摑つかんだ。

「待て、ハーミット！　向こう側が──！」

　フェリオ達のいる側では、騎士団長ベリエの奮ふん戦せんが前線を支えていた。

　だが、御柱ピラーを挟はさんだ向こう側の通路では、騎士達が逃げ腰になり、その場を支えきれなくなっている。

　フェリオは神殿の構造を思いだす。

　反対側には、神殿の高位神官達を捕らえた部屋があるはずだった。すでに避ひ難なんしているかもしれないが──急なことだけに、対応しきれていない可能性もある。

　なにより、御柱ピラーから現れた彼らがこのまま包囲を破って、もし神しん域いきの街まちまで抜けようものなら、神域は大混乱に陥おちいるだろう。彼らをここで食い止めなければならない。

　今から神殿の外周部を回っていては、時間がかかりすぎる。

「ウィスタル！　反対側が崩れかけている！　王宮騎士団は、御柱ピラーの下を突っ切って向こう側に抜けるぞ！」

「は、心得ました」

　反応鋭するどく、ウィスタルが先陣に立つ。

　フェリオも共に駆けた。

　その動きに合わせて、ベリエが犬歯を覗のぞかせて怒ど鳴なる。

「連中を援えん護ごしてやれ！　こっちはこっちで押していくぞ！」

　水を得た魚、という表現がぴたりとはまる勇ゆう姿しだった。

　どちらかといえば、血を浴びた獣けものとでもいうべきだったが、その勇ゆう猛もうさは確かに、この戦場を支える一つの要素となっている。

　フェリオが聞いたところでは、彼はウルクを襲うよう指示したらしい。そんな男の手助けをする気はなかったが、神殿の神官達は護まもらねばならない。

　巨大な御柱ピラーの下、その広いホールは、ひしめく兵達のせいで狭せまく見えるほどだった。

　フェリオ達は、その中心を分断するように突っ切っていく。

　本来なら敵が怯ひるみそうな勢いだったが、心を失ったラトロアの兵達は平気で向かってきた。

　押し包まれぬよう、フェリオは懸けん命めいに刀を振るう。

　刀は敵兵の腕をかすめた。しかしその程度では、彼らはよろけもしない。力任せに振り下ろされた剣を捌さばいて、フェリオは敵の胴どうを斬きりつけた。致ち命めい傷しようとなるはずの一撃を受けても、なお敵は倒れずに剣を振り回してくる。次に振った剣は男の兜かぶとを吹き飛ばしたが、それでも男に怯む気配はない。

　どこかぼうっとした眼めにフェリオを映し、彼は剣を振り下ろした。

　フェリオはその斬ざん撃げきを受け流す。様子こそおかしいが、相手の攻撃は一般の戦士のそれと変わらない力強さがあった。

　──想像以上に、戦いにくい。心理戦がまるで通用しない上に、怪け我がで怯ひるむ様子もない。

「首を刎はねろ！　それで終わる！」

　ベリエが助言を叫んだ。

　反応したフェリオが斬きるよりも早く、一本の矢が飛び、敵兵のこめかみを打ち抜いた。

　それはエンジュが放った矢だった。そこまでされてようやく、相手は地に伏して動かなくなる。

　そんな兵が──恐れも見せずに、大量に次々と向かってくる。

　ラトロアの兵──

　その常じよう軌きを逸いつした戦いぶりに、フェリオは戦せん慄りつした。

　乱戦は続く。見ようによっては、それは奇妙な戦いだった。

　片方の兵達は、怪我を負ってもまるで動じない。無表情で攻め続ける彼らを、神殿側は必死で食い止める。

　そして、いつ果てるともしれない増ぞう援えんが、次々に光る柱から降ってくる。

　血の匂においが満ちた御柱ピラーの間まには、剣を打ち合う音がいつまでも、強く激しく響き続けた。







[image: 幕間．死ノ神霊]
















　ラトロアの国家元首、ジェラルド・メイスンの前には、黒い球体が浮遊していた。

　首都近きん郊こうに造られた研究所の地下、その奥深く──

　地上から隔かく離りされたそこは、彼の好きな場所だった。

　外界の喧けん騒そうからは切り離された、死の静せい謐ひつがそこにある。

　無む駄だに広いだけの地下空間は、元は天然の鍾しよう乳にゆう洞どうだった。

　その空間の中央に存在する、〝死の神霊アービタ・スピリット〟──

　浮遊する直径三メートルほどの球体は、古来よりそう呼こ称しようされていた。

　黒く光こう沢たくを放つその表面は、得え体たいの知れない物質でできている。硬かたく、冷たく、しかし金属ではない。単体での重さはほとんどなく、風でも動いてしまうほどで、それゆえに周囲には鎖くさりが巻かれていた。

　元首、ジェラルドは、眼めを細めてその球体を見つめる。

　彼はまだ、四十代前半の若さである。

　前国家元首のルースター・エアルが暗殺された際、彼はその代理を務め、そしてつい先日、正式な選挙を経て次の元首に選ばれたばかりだった。

　この地下にいても、彼は上品な礼服に身を包み、ほのかに香水の香りを漂わせている。

　笑顔が優やさしげと婦人たちに評判で、物腰が丁てい寧ねいだと老人たちに受けがよく、政治勘かんが鋭するどいと有識者たちに評価されている。唯ゆい一いつ、労働者層からの支持が弱いものの、近年では稀まれに見る、できすぎた政治家だった。

　人々を誑たぶらかす微笑をにこやかに浮かべて、彼、ジェラルドは呟つぶやいた。

「──美しいものですね。未知の存在というのは」

　すぐ背後に控えた研究者の老人が、微かすかに首を傾かしげた。

「そうは思いませんか？」

　涼すずしい声で同意を求められて、研究者は曖あい昧まいに頷うなずく。

「我々は、見慣れているものですから──それよりジェラルド様。本当によろしかったのですか？　我々はもちろん、こいつでの実験を歓迎しますが……それで神殿に兵を送る結果に──」

　ジェラルドは薄く笑った。老人の心配など、彼にとってはとるに足らないものだった。

「構わないでしょう。どのみち貴方あなたがたに、完全にこの装置の使い方を把は握あくしてもらわねば、まともに戦略を生かせません。機能と操作法の把握を第一の目的とし、他のことは後回しでいいはずです。心配せずとも、このラトロアに手を出せる国は、この大陸にもうありませんよ」

「はぁ……」

　老人は気の抜けた返事をした。

　ジェラルドは頭だけを振りかえらせる。四十代前半としては、その容よう姿しは若々しい。老ふけ込む歳としでもないが、立たち居い振ふる舞まいにも若い活力が満ちている。

「博士。これさえあれば、ラトロアが負けることはないと……貴方あなたはかつて、そうおっしゃいましたよね。私はその言に賛さん意いを示します」

「──使えればと言ったのです。ここにあるだけでは、意味がありません」

　研究者が弁べん明めいするのへ、ジェラルドは微笑を返した。

「確かにその通り。そして実際に、使える機能が増えてきたことは、まさに貴方がたの努力の成果でしょう。素晴らしいことですよ、胸を張って誇るべきです」

　にこやかに呟つぶやき、ジェラルドは片手で〝死の神霊アービタ・スピリット〟を撫なでた。

　老人が慌あわてる。

「素す手でで触さわられては危険です。何が起きるか、わかりません」

「私が向こうに転送されでもしたら、確かに大事ですね」

　冗じよう談だんを言ってから、ジェラルドは数歩の距離をとる。

　彼はこの球体のことを愛していた。

〝死の神霊アービタ・スピリット〟には、さまざまな活用法がある。

　屍しかばねの兵を作りだす薬も、この球体から生み出された。あくまで偶ぐう然ぜんの産さん物ぶつだったが、今では何もせずとも勝かつ手てに薬を量産してくれる。球体にはいくつかの管が突き刺さっており、それを通した先の別の部屋で、蛇じや口ぐちを捻ひねれば水が出るほど簡単に、薬が時間と共に増え続けている。

　その他にも、錬金術師アルケミスト達の下したさまざまな命令を、この神霊スピリツトは実行し続けていた。命令の文法を解かい析せきして実行させるのは大変な作業だったが、ある程度のことは、すでに目め処どがついている。

「今いま頃ごろ──ザカード神殿は、肝きもを冷やしているでしょうか。それとも、もしかしたら気づいていない可能性もありますね。潜せん入にゆうした者達に──」

　ジェラルドは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。有権者達を誑たぶらかしたのと同じ笑みだが、かえって研究者は竦すくみ上がる。

　老人の研究者は、恐おそる恐おそるといった様子で応こたえた。

「おそらくは、そうなっていることと信じたいのですが──ただ、成功したかどうかは、こちらではわかりません。時間差がどの程度のものかにもよりますし、あるいは他の神殿に出てしまった可能性も、ないわけでは──それどころか、無事に出られたかどうかさえ──」

　老人のはっきりしない気弱げな声に、ジェラルドはただ微笑を向ける。

「こと、死の神霊アービタ・スピリットに関しては、失敗は成功の糧かてとなります。操作を間違えたとすれば、間違えた理由を調べ、正しく使えるようになっていけばいいのです。それが貴方がたの仕事ですよ。どうかがんばってください」

　適度に甘あまいことを言いながら、ジェラルドは老人の肩を叩たたいた。

「試し行こう錯さく誤ごは大切です。それを怖こわがっていては、それこそ何も進まない。それが錬金術アルケミーの進歩というものでしょう？」

「……恐おそれ入ります。しかし──実際にいくつか、解かい析せきできない命令もありまして。そうしたものを扱うのは恐ろしいのです。古こ文もん書じよにあった〝複製量産〟などは、どうにも意味が摑つかめません。私もはやく、ザカードからの報告が欲しいと願っています」

　研究者の言いい訳わけを聞き流し、ジェラルドは球体に背を向けた。

「そうですね。老人の方かた々がたも勢いづいています。中央の覇は権けんを、どうやら本気で夢見ているらしい。上にも温度差があります。輝石セレナイトが欲しいだけの人々、政治的な権力が欲しいだけの人々、ウィータ神殿に敵意を持つ人々、それから──」

　ジェラルドは嗤わらった

　大陸の、制せい覇はを志こころざす人々──

　かつて、それを成なし遂とげた者が、歴史上にいたことは事実らしい。

　結果的にその国は崩れたが、実例がある以上、それほど不可能なことでもないはずである。

　そう──この、〝死の神霊アービタ・スピリット〟の力さえきちんと扱えれば、ラトロアが覇権を得る日はそう遠くない。

「……正直なところ──これを扱うことに関しては、少し恐れもございます」

　老研究者が呟つぶやいた。

　ジェラルドは黙って眼めを細める。

　研究者はさらに声を沈ませた。

「この力をもって、ラトロアが勢いを増せば、国民は盛り上がるでしょう。他国に勝ち続ければ経済も好転し、指導者の方々の名誉も重さを増すはずです。しかし、肝かん心じんの技術はまだ研究中なのに、そうした夢だけがどんどん膨ふくらんでいくというのは──」

　研究者の危き惧ぐに、ジェラルドは笑った。

「夢で人は進歩する、ということにしておきましょう。それでいいのかもしれませんよ？　さしずめ我々は、老人たちと国民に夢を与える者でしょうか」

　研究者は肩を震わせて俯うつむいた。

「夢ばかりを見ていると、ときに現実がとんでもないことになります。ジェラルド様、どうか、くれぐれも──この力の濫らん用ようはお控えくださいますよう」

　研究者の忠告には、真しん摯しな響きがあった。

　ジェラルドは形だけ頷うなずいておく。

「わかっています。とはいえ──これだけの力を、夢のままでみすみす眠らせておくのもどうでしょうか。私はこれを活用したいのです。老人達の夢を叶かなえる道具としてではなく──私の理想を掲かかげるために」

　元首、ジェラルドは眼を細めてそう呟き、満足した心持ちで地下室を後にした。

〝死の神霊アービタ・スピリット〟──その力を、彼はこれから、存分に活用するつもりでいる。

　──彼はまだ知らない。

　封じられた知識の発掘を行う研究。

　その成果は、この日より数ヶ月も後になって、ザカード神殿ではなく、そこを越えた遙はるか東方にもたらされた。

　その実現の形もまた、彼らの想像していたものとは、少し違ったものであったかもしれない。

　この時はまだ──誰だれも、そのことを知らない。

　ジェラルドが去った後も、黒い球体はぼんやりと、宙ちゆうに浮き続けていた。

　さながら、孵ふ化かを待つ卵のように──その表面が、ぴくりと風に震えた。
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　あとがき







　早いもので、小説書きのお仕事を始めてから、今年で五年目に突入となりました。

　右も左もわからない状態でこの世界に飛び込んでからの四年間。思えばいろんなことがありましたが、おかげさまでどうにか元気にやらせていただいてます。

　デビュー当時から比べて、白髪しらがが増えたとか子供が生まれたとか特殊能力に目覚めたとか、そういう大きな変化はまだないのですが、中学生の読者さんは高校生に、高校生の読者さんは大学生か社会人に、大学生の読者さんは社会人になるだけの年数が経過してしまいまして──このあとがきを御ご覧らんの方のうち、どのくらいの方が『陰おん陽みようノ京みやこ』をリアルタイムで御存知なのかなぁ、と、ふと懐なつかしくも思ってみたり。や、まだ老ふけ込むような歳としではないのですが。むしろ若いはずなんですが……




　それはともかく、こうした年数の経過を再認識するたびに、「人の一生って短いんだろうなぁ……」と、まだ若じやく輩はいの身で生意気な感かん慨がいを抱いたりもします。

　よく、「人生は最初の十年が一番長い」なんて言います。子供の頃ころは、確かにもっと一日が長かった気がするのです。

　子供の頃は、自分の周囲の常識さえ、まだほとんど知りませんでしたから、いろんなものを吸収しようとして周りに集中していました。

　歳としをとるにつれて、「……ま、こんなもんだろう」と事前の予測がたてやすくなり、その点で一つ一つの外部情報に対する真剣さが薄れた気がします。

　それはきっと、効率の面では経験による有用性である反面、感性の磨ま耗もう、鈍どん化かにつながってくることでもあり、物書きとしてはそういう自分を自覚するとけっこう怖こわいのです。

　感性を保つために新しい刺激をとろうと、だいたいの物書きさんは本を読んだり映画を見たりゲームをやったり旅行に行ったり、様々な対策をとられています。決して遊んでいるわけではないのです。

　たとえばいま僕の目の前にもドラクエ８とかＰＳＰとかありますが、これらは決して遊びの道具ではなくて、感性を保つための必死の対策なのだと言いい訳わけさせてください。大丈夫です、原稿の締切には影響させません。（たぶん）




　ちょっと話が脱線しましたが、人の一生の話。

　自分は今、二十六歳でして、この本が出る頃には二十七歳が目前に迫っていると思うのです。人生を平均寿じゆ命みように近い七十五年と見積もっても、すでに三分の一以上の時間を過ごしてしまいました。これまでの人生と同じ時間を、あと二回か三回、繰り返したら、もう寿命がきてしまう計算です。うわ怖ー。縁えん起ぎの悪い話をすれば、途中で不幸な事故とか病気がないとも限りませんが──

　正直、焦あせりはあります。

　二十代に入ってから、時間が急に早く感じられるようになりました。残り時間はきっとあっという間だろうなぁ、とも思うのです。特に締切前とか、時間の感覚が妙に早かったりするのも困りものですが。

　人間一人に与えられている寿命って、やっぱりいかにも短いような気がします。

　真面目に、大切に。切々と進んでいく限られた時間を、有効に使っていきたいものです。




　ちょいと堅かた苦くるしくはなりましたが、これを一年の抱ほう負ふにかえまして、今年も一つ、どうかよろしくお願いいたします。





２００５年　冬　渡瀬草一郎
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渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう

昭和五十三年型横浜製。この三匹は鎌倉のお土産らしいです。貰い物なのですが、よくできています。左からそれぞれ「怨念」「欲望」「怠惰」を司り、各猫はそれらを戒めるべく四肢を張って人を睨んでいる──とか、そういった裏設定はないただの猫。猫ー。猫ー。
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イラスト／岩いわ崎さき美み奈な子こ

新潟出身。埼玉在住。この名前にして性別は不明……らしい。５年間のゲーム会社勤務を経て、フリーのイラストレーターになり、現在あちこちで活躍中。










空そらノ鐘かねの響ひびく惑星ほしで⑥








渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう
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電撃文庫『空ノ鐘の響く惑星で⑥』
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●お問い合わせ
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※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only
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本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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